















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●序章




　世界は魔法に支配されている。

　六つの魔法系統、それらの魔法を主軸とする六つの国。

　大陸の中心にそびえる神樹インペリウムの下で、六国は自国の魔法を高め合い、魔法によって他国と競い合い、世界の覇権を決めている。




　言葉にすると殺伐としているが、実際にはそれほど悪くない。




　各国は『神樹の加護』を得ることに注力している。

　神樹インペリウムが放出する魔力……その『加護』を得ることができた国は、一年間という期限付きで国の豊ほう穣じようが約束される。

　魔力が満ちれば、魔法によって日常生活が豊かになる。

　魔力が満ちれば、魔法によって魔物や他国の脅威にも容易に対抗できる。

　魔力が満ちれば、魔法によって技術の研けん鑽さんや魔法具の開発が進む。

　たった一年、しかし平穏で豊かな一年。

　そのために各国は魔ま法ほう士しの育成に力を入れ、神樹の下にある『インペリウム魔法学園』で国の威信と利益を懸けた代理戦争を行う。

　以前の無益で戦火に塗まみれた戦と比べれば、平和で有意義なものだ。

　人間、平和で平穏な暮らしができることが一番。

　御み影かげユウマも、大多数の人間と同様にそう考えている。

　平和で、平穏で、平静で、当たり障りない人生が好きだ。

　だからこそ──




「──ユウマ、お前には魔法学園に行ってもらう」




　そんな祖父の言葉を聞いて、ユウマはあからさまに顔をしかめた。

「じーさん……頭大丈夫か？」

「祖父を真っ先に愚弄するとは良い度胸だ、バカ孫」

「そろそろじーさんも歳としだからなぁ……」

「やかましいッ！　ワシはボケとらんわッ!!」

　茶をすするユウマに向かって、祖父がビシりと指を突き付ける。

「お前という奴やつは毎日毎日、縁側で茶をすすって、昼寝して、畑で土いじりをして、たまに山へ山菜採り、川や海へ釣りに行くばかりで……お前はジジイかッ!?」

「ジジイはじーさんだよ」

「そういうことじゃないよなぁッ!?　ワシよりジジイっぽい生活をしてる、枯れた孫の将来が不安ってことを言いたかったんだよなぁっ!!」

　祖父がガンガンと床に頭を打ち付ける姿を、ユウマはぼーっとしながら眺める。

「いいじゃん。俺は引退したようなもんだし、じーさんだって隠居してるだろ？」

「ワシは当主だからいいんですぅーッ！　死ぬほど働いたから隠居してるんですぅーッ！」

「つーか、なんで俺が魔法学園に行くって話になるんだよ？」

「そんなもん任務に決まっておろうが。世界の中心、世界の趨すう勢せいを決めるインペリウム魔法学園に潜入し、魔法が我々にとって脅威であるかを見極めてこい」

　家族に向けるものではない、厳粛な声音と共に祖父が言い渡す。

　その言葉を聞いて、ユウマはゆっくりと立ち上がって身体からだを伸ばした。

　長身痩そう躯くをもたげ、やる気ない表情で立つ姿。

　しかしその身体は鍛え上げられ、しなやかで強きよう靭じんな筋肉に覆われており、立ち上がるという一つの所作ですら、一分の隙も見当たらない。

　そして、コキコキと首を鳴らしてから──

「うん、面倒だからパス」

「さっきの『ちょっとやる気出そうかなー』みたいな動作はなんだったんじゃッ!?」

「だって潜入任務なら俺じゃなくてもいいじゃん。ミッちゃんとかヤッちんだって実力はあるんだし、魔ま法ほう士しごときに負けることもないでしょ」

「あの子らも実力はあるが……今回は、お前でなくてはいけない理由がある」

　含みのある笑みを浮かべながら、祖父が高らかに理由を口にする。

「なにせ──『ユウマが魔法士のお嫁さんを見つけてくる作戦』じゃからなッ!!」

「じーさん、日が暮れたら起こしてくれ」

「布団を敷き始めるなバカ孫がァッ!!」

「はいはい。それじゃ納得のできる説明をよろしく」

　ユウマが布団に潜り込むと、祖父が呆あきれながら溜ため息いきをつく。

「……お前の事情も理解しておる。だからこそ、今回の一件を任せると決めた」

「お嫁さん探しなんていう、ふざけた任務を与えるのに相応ふさわしいってか？」

「そうではない。今回の任務は我々一族の在り方を大きく変える重要な任務となる。だからこそ、御み影かげ家次期当主であるお前が果たさなくてはならない」

　そう前置きしてから、祖父は厳粛な声音で告げる。

「今後の我々の情報を魔ま法ほう士し側へと渡すために、信頼できるパイプを作る必要がある。お前にはその相手を見繕い、婚姻を結んで信用を得てもらいたい」

「……は？　それ本気で言ってんの？」

「本気だ。もはや我々だけでは収拾がつかない事態が起こりつつある」

　真剣な表情を浮かべる祖父を見て、ユウマも渋々と身を起こした。

「そういうわけで、お前は魔法学園で嫁を探して来い。あの学園で成果を残した者は将来的に国家の中枢に関わる者も多い。その上で、お前が認めた相手なら申し分ない」

「へいへい。俺に委ねるってのが、じーさんなりの譲歩ってわけね」

　ぽりぽりと頭を掻かいてから、ユウマは空を見上げる。

「ところでさ、本当に俺が魔法学園に行ってもいいのか？」

「何か問題があると？」

「色々と問題あるじゃん。俺は魔法なんて使ったことないし──」

　ぼけーっとした表情のまま、ユウマは自身を指さす。




「そもそも、俺たちニンジャなんだから」





●一章




　この世界において、魔法学園と呼ばれる場所は一つしかない。

　広大な湖の中心にそびえ立つ──神樹インペリウム。

　世界を支え、世界の均衡を保つとされる巨大樹。

　その神樹の下には建物群が広がっており、その中でも取り分け目立つ建物があった。

　六つの尖せん塔とうを持つ巨大な古城。

　巨大な樹木の下にありながらも、その圧倒的な存在感と荘厳さは薄れることがなく、人工物でありながら不思議と自然と調和した光景に映る。

　その場所こそが、六国の若き魔法士たちが集う聖地。

　それと同時に、世界の覇権を決める戦地。




　六系統の魔法が集う地──インペリウム魔法学園。




　そこで若き魔法士たちは自身の魔法について理解を深めるだけでなく、魔獣狩りや魔法犯罪を行う魔法士たちを想定した魔法戦闘について学ぶ。

　その中で……六国の魔ま法ほう士し候補生たちは平等な条件下で競い合い、最も優秀だった国には今後の発展と魔法技術の繁栄を願い、神樹の『加護』が与えられるという運びだ。

　そんな場所に、ユウマは今から潜入することになるが──




「──あー、もう帰りたい。魔法士いっぱいで酔っちゃいそう」




　樹上で寝転がり、腹を掻かきながら道行く人々を眺めていた。

　木々の合間に見える空を眺めながら、ユウマは大きく欠伸あくびをする。

「ニンジャが魔法学園に入学するとか、おかしい話になったもんだなぁ……」

　というか、本来ならあり得ない話だ。

　まだ世界が魔法による戦争に溢あふれていた時代……ニンジャは魔法士たちと敵対していた。

　魔法が至上とされる世界の中で、唯一魔法に抗あらがってきた者たち。

　志し能の便び、伺うか見み、乱らつ破ぱ、隠おん密みつ、奪だつ口こう、黒くろ脛巾はばき、陰いん術じゆつ士し──

　その名は時代ごとに変わり、長きに亘わたって正体が掴つかめなかったことから、各国の魔法士たちはその存在に『ニンジャ』という呼称を与え、魔法士の全敵として危険視した。

　しかしまぁ、それは三百年前の話だ。
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　今現在は『神樹から加護を得る』ことが国の威厳を示す代理戦争の役目を果たしており、参加国は『魔法による武力紛争、侵略を禁ずる』という条約を結んでいるため、国家同士が表立って戦争を行う時代ではなくなってしまった。

　戦場で猛威を振るったニンジャの姿は消え、居場所を失ったニンジャたちは表舞台からも姿を消したが……魔ま法ほう士したちに残した遺恨は消えなかった。

　ニンジャを『悪』として後世に語り継ぎ、「ニンジャは見つけたらとりあえず殺せ」という害虫レベルの扱いをされている。

　そんな敵陣に単独で飛び込むのだから、そりゃ気乗りするわけがない。

「そもそも潜入任務って拘束時間が長いからイヤなんだよなぁ……。暗殺ならサクッと殺せばいいし、諜ちよう報ほうなら目的の物を手に入れて終わりなのに」

　とりあえず、諸もろ々もろの理由で面倒だった。

　そんな不満を漏らしながら、再び街道へと視線を向ける。

　巨大な湖の中心、その古城に向かって唯一掛けられた橋。

　そこへ向かっていく人々の容姿を見ると誰もが若い。

　その中で年齢が高そうな者でも二十歳、下の方を見れば十歳くらいの子供までいる。

　そして、人々の顔や特徴も見事なまでにバラバラだ。

　髪、肌、瞳の色、顔立ちから背丈、服装や装飾品、そのどれもが多種多様。

　しかし、それら全てが六国の特徴をよく表している。

「甲かつ冑ちゆうは白魔法の騎士国家、法ほう衣えを着てるのが法国の聖導しるべ師、やたら露出の多い格好が黒魔法士で、あの白衣やら機械的な物を使っているのは……学術都市の錬金術師か」

　特徴を見極め、その出身に大まかな見当をつけていく。

　今日はインペリウム魔法学園の入学試験。

　魔法学園に入学できる者は、十歳から二十歳までの未来を担う若き魔法士たち。

　そして学園側から提示された魔法試験に合格した者だけが入学を許される。

　潜入任務にこの日を選んだ理由は二つ。

　まず、一般人が学園内に立ち入れるのは試験が行われる今日しかない。

　試験後は古城へと伸びる橋が外され、物資の運搬は転移魔法具で全てを賄っていることから、学園関係者であっても特別な理由が無い限り外へ出ることができなくなる。

　後ほど忍び込めば、見つかった瞬間に不審者確定となって任務どころではなくなり、そのまま素敵な逃亡生活の幕開けとなる。

　そして二つ目は──

「無理やり湖から行ってもいいけど、何があるかわからんしな──っと？」

　見張っていた街道に、二頭立ての箱馬車が走ってくるのが見えた。

　質素な造りだが、馬車の屋根には家紋付きの細工が掲げられている。そういった自身の地位や家紋を周囲に知らしめるということは、まず間違いなく上流階級の人間だろう。

「なるほどねぇ。なかなか悪くない」

　箱馬車を見定めてから、ユウマは装束の上衣を脱いで鞄かばんに放り込む。

「そんじゃ──一つ潜入っぽいことでもしますかッ！」

　枝を大きくしならせ、樹木の上から軽やかに着地する。

　そして、樹木の根本に手を付けた直後──




　地面が大きく鳴動した。




　地響きと同時に大木が揺れしなり、耳障りなほどの葉擦れが木々から生まれ、平穏に静まり返っていた草原の中に喧けん噪そうを生み出す。

　地震。それは言葉にしてみれば単純な自然現象でしかない。

　それが──人為的に引き起こされたものでなければ。

「なんだ、地震かッ!?」

「山の方から聞こえたということは、土砂の崩落かもしれんッ!!」

「とにかく安全確保が優先だッ！　魔法の兆候が無いか調べろッ!!」

　街道を歩いていた者たちが怒号を上げ、皆一様に得物を手に取る。

　誰もが年若いというのに、その動きは熟達しており、地震という不測の事態に対して動揺することなく迅速に対応して行動に移っている。さすが魔ま法ほう士しの卵たちだ。

　そんな声を聞きながら──ユウマは箱馬車の荷台に身を隠していた。

（んで、とりあえず第一段階クリアと）

　箱馬車の荷台に潜みながら、ユウマは幌ほろの隙間から周囲の様子を観察する。

　地震と喧噪に気を取られたことで、人々はユウマが街道に降りてきたことどころか、馬車に飛び乗ったことにすら気づいていない。

　潜入は人目に付かず、自身の痕跡を可能な限り残さないことが望ましい。

　そのために、ユウマは遠く離れた樹上から手頃な馬車が通り掛かるのを待っていた。

（このまま学園に入るより──次のためにも動いた方がいいか）

　自身に課せられた任務を果たすために、あらためて必要な事柄を頭の中で整理していく。

　潜入調査は一日程度では終わらず、長期間に亘わたって行う必要がある。

　その間、学園内に潜伏し続けることは不可能に近い。

　だからこそ入学者として紛まぎれ込み、大手を振って学園内を歩ける身分を手にする。

　そのためにユウマは荷台の扉を開けて馬車の客室に飛び出そうと──




「──動かないで。もし動けば喉を裂くわ」




　凛りんとした少女の声音を聞いて、ユウマは刃やいばを突き付ける人物を確認する。

　陽光を浴びて透き通るように輝く、白金の長髪。

　深緑の森を宝石で包み込んだような碧へき眼がん。

　どこか冷たい印象を受ける、精緻に整った顔立ち。

　剣と共に向けられる殺気を感じ取り、ユウマはゆっくりと手を挙げる。

「あーらら、こりゃ手て練だれのお嬢さんと出会え──ンンンンンッッ!?」

　そして手を挙げた直後、ヒュッと眼前で風切り音が鳴った。

　それを紙一重で避よけると、剣を振るった少女が微かすかに眉を動かす。

「動くなと言ったでしょう。人の忠告は聞きなさい」

「避けなきゃ死んでただろッ!?」

「動くなって言ったのに手を挙げたじゃない」

「それは判定厳しすぎないッ!?」

「私は有言実行主義なのよ。また妙な動きをしたら斬るわ」

　剣けん呑のんな雰囲気と共に剣を構える少女を見て、ユウマは作り笑いを浮かべる。

「あー、とりあえず話を聞いてもらえると──」

「口が動いたわね」

「セーフッ！　セーフでお願いッ!!　口を動かすのは人間として至極当然なことッ!!」

「……いいでしょう。それじゃセーフにしてあげる」

「お嬢さん意外とノリいいね」

「だって、口を動かさないと遺言を残せないでしょう？」

　淡々とした調子のまま、少女が次の言葉を促すように顎をしゃくる。ノリはいいけど目が本気だから怖い。

　そう少女を観察してから、ユウマは弁解のために──




　ぽんっ、と手から花を出した。




「…………は？」

「わーぉ、俺の手品を見ても無反応とか超ドライ」

「愉快な遺言をありがとう。そしてさようなら」

「違う違うッ！　俺は旅芸人なんだッ！　魔法で手品をしながら国を旅してんのッ!!」

「……その旅芸人が、なぜ馬車に忍び込んでいるのかしら？」

「俺も魔法の心得があるから受験に来たんだよ！　だけど長旅で足が疲れて限界だったし、貴族相手に手品でも披露して学園まで乗せてもらおうと思ったんだッ!!」

　必至に首を振りながら弁明すると、少女は怪け訝げんそうに首をこくんと傾かしげる。

「……それなら、馬車に忍び込む必要はないわよね？」

「だって馬車が動いている最中なら、簡単には追い出せないだろ？」

「あなたを蹴り飛ばして地面に叩たたき落とせばいいだけじゃない」

「会って間もないけど、君なら本気でやりそうって思っちゃったよ」

「ええ。私は有言実行主義だもの」

　そんなやり取りを交わしていた時──御者台から声が聞こえてきた。

「アルフティア様ッ！　その男は何者ですかッ!?」

「それは私も知りたいところだけど──」

　そう御者に答えてから、アルフティアと呼ばれた少女がちらりと視線を向けてくる。

「構わないわ。このまま学園まで走り続けなさい」

「し、しかしッ！　その男がもしかしたら──」

「余計なことを言わないで。賊だとしても後れは取らないわ」

　毅き然ぜんとした態度で言葉を返すと、御者は困惑しながらも前方へと向き直る。

　そして、少女もぽすんと座椅子に腰を下ろした。

「それで、旅芸人が何を見せてくれるのかしら？」

「あー……信じてもらえたので？」

「少なくとも、危害を加えるなら私が御者と会話している時に仕掛けられたでしょう。それをしなかったということは本物の旅芸人か、機会も窺うかがえない間抜けな賊よ」

「なるほど。ところで剣を下ろしてもらえたりは？」

「剣を向けられていたら手品ができないと？」

「……すみません。そのまま向けておいていただければ」

　じとりと視線を向けられ、ユウマは安あん堵どの息をつきながら両手を下ろした。

「とりあえず、お嬢さんの名前をお聞きしても構いませんかね？」

「アルフティアよ。ティアで構わないわ」

「なるほど、それではお近づきの印に、俺の愛がこもったこちらの花を──」

「窓から捨てればいいのね」

「一応商売道具なんで勘弁してください」

「わかったわ。それじゃ捨てておくわね」

　そう言ってティアは空いた左手で花を奪い、ぽーいと窓の外に放り投げる。

　なにこれ、もう超めんどくさい。

　貴族相手なんて適当に騙だませば楽勝とか考えていたのに、いきなり難物と当たるとは思わなかった。そもそも悲鳴より先に剣を突き付けてきたし。

　そんな感じの子が食いつきそうなものは──

「それでは今から、君の心を読んでみせましょう」

「……それって手品なの？」

「広義の意味では手品さ。自分しか知り得ないことを俺が答える。不思議だろ？」

「そうね。本当に答えられたらの話だけど」

「答えられるさ──アルフティア・フォン・フォワードさん？」

　そうティアの名前を口にした瞬間、その眉が微かすかに動くのを見た。

　その反応を見てから、続けて言葉を並べ立てる。

「白魔法主体の騎士国家、リーベシルトの出身、フォワード伯爵の令嬢で、白くて大きな犬を飼っている。騎士階級を持っていて、武器は片手剣と盾。得意魔法は防御系だが、攻撃手段としての魔法も習得していて──おっと剣が近いねぇッ！　刺さっちゃうよッ!?」

「……なぜ私のことをそこまで知っているの？」

「一応言うと、事前に調べたとかじゃないぞ？　これは手品なんだから」

「それならタネを語ってもらいましょうか。答えなければ刺すわ」

「それは商売的に──おや、喉がチクチクして話したい気分になったなぁッ！」

　剣を突き付けられながら、ユウマはその内容を語る。

「まず出身は剣を使っていることから。魔ま法ほう士したちの間で近接戦闘を得意とするのは白魔法士……つまり騎士国家リーベシルトの人間ってわけだ」

「……なら、他のことについては？」

「振る舞いや所作の端々に気品があり、会話中にも崩れていない。その所作は日常的に染みついたものであり、年齢的に貴族階級の令嬢あたりが妥当。そしてリーベシルトの魔法士は騎士訓練校の徽き章しようを身に付ける義務があるのに、それを身に付けていない。つまり教練が免除される上流貴族。しかし馬車の大きさや装飾の類からして、上流貴族の中では高名とは言えない家柄。上流貴族は統治する土地名を家名とし、それらの条件に加えて馬車の家紋にあった頭文字と合致するのは北東部にあるフォワード家……こんなところかな？」

　ユウマがすらすらと理由を語ると、ティアが少しだけ驚いた表情を見せた。

「それなら、どうして私が盾を使っていることに気づいたの？」

「花を窓から放り投げた時、左手の甲が少し擦れているのが見えた。それと左手で花を受け取った時に手のひらを見たら、マメの位置が剣と違ったから盾だと判断したわけだ」

「……私の魔法については？」

「白魔法は身体強化、防御、治癒を主体としているが、盾を使うなら防御魔法が主体。しかし俺に対して真っ先に剣を向けたということは、ティアは攻撃的で先手を取りたがる性格、だから攻撃手段も持っている」

「…………犬については？」

「一番簡単。馬車の床に犬の毛が落ちていた。その割に座席には毛があまり見られないことから、ご主人の命令を聞いて床でおとなしく座っている大型犬ってな」

　笑いながら言うと、ティアは何とも言えない表情で黙り込んでいた。

　そして──溜ため息いきと共に剣を下ろし、慣れた手つきで剣を鞘さやへと納める。

「……興味深い話に免じて、剣は下ろしてあげるわ」

「ありがとう読心術、おかげで俺の命が救われた」

「読心術ではないでしょう。今のはただの観察、詐欺師みたいなものよ」

「失敬な。相手が金持ちか、どんな手品がウケそうか、旅芸人として客を見定めるために身に付けた立派な技術だよ。それに魔ま法ほう士しを騙だまそうと思うほど俺もバカじゃないさ」

　魔法士はこの世界において絶対の存在だ。

　魔法という強大な力を使い、大小様々な犯罪の抑止力となるだけでなく、魔獣討伐や戦闘行為が発生した場合、高い戦闘能力を駆使して問題を速やかに解決する。

　現代における力と畏怖、羨望と憧憬の象徴といったところだろう。

　まぁ、こっちには関係ないので遠慮なく騙すけど。

「俺は魔法が少し使えるだけの旅芸人。証拠にハトでも出そうか？」

「やめなさい。出されても困るから」

「出したらハトごと俺を斬り殺しそうな顔してるもんな」

「そんなことしないわよ。リーベシルトの騎士は無用な殺生なんてしないわ」

　呆あきれた表情と共に、ティアは窓に視線を向ける。

　そんなティアの横顔を、ユウマは注意深く観察していた。

　騎士国家リーベシルトは六系統の魔法の中で『白魔法』を主要魔法としている。

　そしてリーベシルトの魔法士は騎士称号と共に特権階級を持ち、騎士の名に恥じない卓越した戦闘技術と魔法を織り交ぜた近接戦闘に長たけている。

　そういった国柄もあり、国民も騎士道精神や清廉を重んじる傾向にあるが──

「…………騎士ねぇ」

「…………なによ？」

「ずいぶん可愛かわいらしい騎士さまだと思ったもんで」

「女だと思って侮っているなら、実際に相手をしても構わないわよ」

「おいおい、騎士なら弱い者イジメなんてしちゃダメだろ？」

　ユウマがからかうように言うと、ティアはじとりと視線を向けてきた。

「……あなた、友達とかいなそうね」

「すごい正解！　もしかして読心術とか使えちゃう人!?」

「……忠告しておくけど、魔ま法ほう士しを目指して入学しようとしているなら、そのふざけた態度は改めておいた方がいいわよ」

　こちらに向き直ってから、ティアが鋭い視線を向けてくる。

「あそこはただの魔法士育成機関ではなく、国の威信と利益を懸けた戦場よ。あなたみたいにふざけている人や、力の無い人間は入学できない」

「それじゃ俺が合格できるか賭けようぜ。俺が勝ったら下着の色を教えてもらうぞッ！」

「白よ」

「賭けを拒否された上に真顔だから真偽がわからないッ!?」

「あら、読心術があるならわかるはずでしょう？」

「えぇー、んんんッ……当たっているはずだッ!!」

「正解。服の下に着ているシャツは白だもの」

「チクショウ役に立たねぇ読心術だッ!!」

　そんな取り留めのない会話を交わしていた時……不意に馬車の揺れが収まった。

「学園に着いたみたいね。暇潰しにはちょうど良かったわ」

「そりゃどーも。こっちこそ乗せてくれてありがとうな」

「勝手に忍び込んだんでしょう……まぁ、付き合ってくれてありがとう」

　こちらは闖ちん入にゆう者しやだというのに、ティアは律儀に礼を言う。

　そのまま淡々と馬車を降りていくティアの姿を眺めながら、ユウマはぽつりと呟つぶやく。

「……ずいぶんと複雑な子だねぇ」

　そんな言葉を零こぼしてから、ユウマも馬車の客室から外へと出る。

　重厚な正門の先にそびえる古びた巨城。

　近くで眺めると、余計に歴史の重みと厳粛さが感じ取れる。

　三百年間……数多あまたの魔法士たちが研けん鑽さんを積み、切せつ磋さ琢たく磨まし続けた学まなび舎や。

　その正門前の広場は、既に多くの若者たちで溢あふれ返っている。

　甲かつ冑ちゆうを身に付けた者、露出の多い服を外がい套とうで覆っている者、独特な意匠の施された民族衣装、平服の上から白衣を羽織る者、紅白の法ほう衣えで身を包む者、簡素な装束をまとう者──。

　白魔法、黒魔法、召喚魔法、錬金魔法、付与魔法、呪術魔法。

　六系統に分かれた国が、魔法学園という一つの場に集う光景。

　その光景を眺めていた時、ティアから声を掛けられた。

「もう二度と会うこともないわね。さようなら」

「俺が落ちる前提で別れの挨拶をするのやめようぜ!?」

「仮にあなたが合格しても、会う機会はほぼ無いわ。だって──」

　一度言葉を切ってから、ティアは姿勢と表情を改める。

「次に会うとしたら、私たちは敵同士だもの」

　碧へき眼がんの奥に垣かい間ま見みえる、確固たる決意。

　少女とは思えない、決意と共に発せられる威圧感。

　ユウマが思わず黙り込んでいると、ティアは視線を逸そらして踵きびすを返す。

　そして──ユウマはその後ろをぴったりと付いて歩き出した。

「…………ちょっと、なんで付いてくるの？」

「だって知り合いもいないし……なんか心細いじゃん？」

「子供みたいなこと言わないでちょうだい」

「ティアも背が低めだから子供──いや、胸はあるから判定が難しいな」

「次にふざけたことを言ったら蹴るわ」

「蹴りだとパンツが見えるぞ」

　直後、ユウマの脛すねからベキィッと痛々しい音が聞こえた。痛い。

　脛を押さえるユウマには目もくれず、ティアは煩わしそうに毛先をくるくるといじる。

「まったく……試験前なのに調子が狂うわね」

「俺は試験前に足の調子が狂ったんですけど……ッ！」

「うるさい。そもそも私は白魔法試験を受けに行くのよ？　あなたはリーベシルトの出身じゃないし、一緒に来たところで意味無いでしょう」

　そう言って、ティアは試験会場に掲げられた看板を指さす。

　看板には『白魔ま法ほう士し試験会場』と記されており、敷地内の各所にも同じような看板と試験官らしき人物が立っている。

　基本的に、魔法士は自国の魔法系統のみを修学する。

　知識として他国の魔法系統を学ぶことはあっても、系統ごとに魔力運用から術式の種類に大きく差異があるため、少しかじった程度の知識では他の魔法系統は扱えない。

　つまり、出身国と使用する魔法系統はほぼ紐ひもづいているというわけだ。

「あなたも受験に来たなら、さっさと自分の魔法を受けに行きなさい。ゴー、ハウス」

「そんな犬を追い払うように扱わなくても」

「だって犬みたいな顔してるから」

「両親からもらった大事なイケメン顔を犬呼ばわりしないでくれるッ!?」

「まぁ……確かに見た目は悪くないわね。背は高くて身体からだがしっかりしてるし、顔は間抜けだけどシュッとしてる、髪の毛は黒くて固めだから……シェパードかしら？」

　ユウマの顔をまじまじと覗のぞきこみながら、ティアが納得したように頷うなずく。たぶん本人としては褒めているんだろうが、犬扱いは変わらないらしい。

「ともかく、あなたは自国の試験場に行きなさい」

「でも、せっかくだから偵察した方が良くない？」

「…………偵察？」

「だって入学したら敵同士で交流も無くなるんだろ？　今だったら試験っていう名目で他国の魔ま法ほう士したちを見学し放題だし、今後のためには眺めておいた方がいいじゃないか」

「……なるほど。一理あるわね」

　納得してもらえたのか、ティアが軽く顎に手を当てる。

　まぁ、全部嘘うそっぱちなわけだが。

　そもそも馬車でティアと接触したのは単独行動を避けるためで、他者と行動を共にしていれば他人の視界や記憶に残りにくい。

　その上、ティアの容姿はかなり目立つ方だ。

　曇りなく輝く綺き麗れいな金髪だけでなく、世辞抜きで整った精緻な顔立ちは必然的に人目を惹ひき、今も多くの人間がティアに対して注意を向けているほどだ。

　その反面、ぱっとしないユウマの印象は薄れ、他者の記憶には残りにくくなるものだ。

　やがて熟考を終えたのか、ティアがこちらに顔を向けてくる。

「でも、それを私に言っていいのかしら？」

「ほう。ティアさん詳しくどうぞ」

「だって、私たちリーベシルトの魔法を見せて対策を練らせるより、あなたを今すぐ蹴飛ばして追い返した方がいいじゃない」

　ティアの言葉は正しい。

　相手に情報を与えるのは愚策であり、可能なら未然に防ぐべきだ。

　だが──ティアの性格は既に理解した。

「追い返してもいいぞ？　それで周囲がどんな風に捉えるかはともかく」

「…………どういう意味よ？」

「だって、相手に情報を握られたら簡単に対策を練れるってことだろ？　その程度の魔法だったら怖くないし、他の奴やつらも大したことないって思うだろうなって」

　手を広げてへらへら笑うと、ティアがむっと眉をしかめる。

「……いいでしょう。それなら私の魔法を見て戦意を失ってから帰りなさい」

「見る見る、バッチリ見て戦意を失って故郷に帰るから」

「……あなた、本当に受験するつもりあるの？」

　こちらの応対に呆あきれたのか、ティアがじとりと視線を向けてくる。

　なんにせよ、ティアと行動を共にできるなら問題ない。

　ティアの後ろを付いて歩きながら、ユウマはきょろきょろと試験場を見渡す。

「おー、他の魔法クラスも色々なことしてるなぁ」

　この世界に存在する六種の魔法系統。

　それは『魔法』という言葉で一ひと括くくりにはできないほど多様性に富んでいる。

「──うぇーいっ！　こんな試験よゆーよゆーっ！」

　黒魔法の試験場では、合格したらしい赤あか髪がみの少女が跳ね回りながら炎弾を空に打ち上げている。大まかな内容は白魔法と同じだが、向こうは遠距離魔法に限定した物らしい。

「──合格ですぅーっ！　舞います、わたし舞っちゃいますよぉーっ!!」

　そして召喚魔法の試験場では巨大な白竜が召喚されており、その背に乗る緑髪の少女が竜の背でくるくると錫しやく杖じようを振り回していた。こちらはおそらく、呼び出された召喚獣の種類と使役方法が判定基準といったところだろう。

「そんで錬金魔法は──なんだあれ、岩で積み木してるぞッ!?」

「……観光気分で周りを眺めるのはやめなさい」

「でも楽しいじゃん？」

「言うことが聞けないなら叩たたいてこの場に置いて行くわよ」

「わかったわかった。ちゃんとティアの勇姿も見届けるから」

　ティアを宥なだめつつ、ユウマは『白魔ま法ほう士し試験場』と掲げられた看板の先を見据える。

　地面に雑に置かれている──蒼そう白はくの岩。

　その岩の前で、白魔法士の受験者たちが順番待ちの列を作っていた。

「ほぉー……あんなので魔法が測れるのか？」

「魔光石の岩塊ね。高い硬度を持ち、魔力か衝撃を与えると発光する物だけど──」

　そうティアが説明する中、一人の受験者が岩に向かっていく。

　重じゆう甲かつ冑ちゆうを着込み、身の丈ほどの大剣を手にした青年。

　そして──その大剣を蒼そう白はくの岩に打ち込んだ。

　ギィンと甲高い音が響いた直後、岩塊にじわりと浮かんだ淡い赤光がすぐに消え失うせる。

　その様子を見て、学園側の試験官は冷徹に失格の一言を告げた。

「……発光の強さが威力、光の消失する時間が与えた衝撃量ってことね」

　ティアが魔光石による試験を見極める中、ユウマは先ほどの青年について考えていた。

　重甲冑を身に付けて大剣を振ることは不可能に近い。

　よほど鍛え上げた人間であったとしても、全身を覆う甲冑と大剣を身に付けていれば剣をまともに振ることすらできなくなる。

　しかし、先ほどの青年は重量を感じさせない軽やかな動きで剣を振るった。

　自身の肉体を強化する──『白魔法』の力。

「見た目は結構強そうな奴やつだったのに、あの程度じゃ合格できないってことか」

「威力はともかく、衝撃を与えるには工夫を加えないと光を維持できないんでしょうね」

　インペリウム魔法学園は、実戦を想定した訓練と魔法の使い方を学ぶ場である。

　魔法が使える程度の人間では門扉をくぐることはできず、魔法の使い方をある程度理解した上で、眼前の対処を行うための思考力が求められる。

「──ヘルミナ・ロエアス、いきまーすっ!!」

　そんな中、ポニーテールの少女が威勢良く蒼白の岩へと歩み出る。

　そして、自信に満ちた笑みと共に手袋型の魔法具を叩たたき──

「────《空硝壁グラスヴアント》ッ!!」

　自身の魔法名を口にした直後、ガァンッと何かが打ち付けられる音が岩から響いた。

　傍はたから見たのでは、少女が何をしたのかわからない。

　だというのに──蒼白の岩は煌こう々こうとした光を放ち、その輝きを保っている。

　その様子を見て、試験官らしき人物が大きく頷うなずいた。

「合格です。係の者に従って、あちらの受付で入学手続きをお願いします」

「よっしゃーいっ！　これで騎士学校に戻されなくて済んだーっ!!」

　合格を言い渡され、ポニーテールの少女は跳ねるように別の係員の方へ向かっていく。

「へぇ……上う手まいやり方ね」

「ティアちゃん、俺に解説はくれないの？」

「次ちゃん付けしたら叩くわよ」

「調子乗ってすんません。ティアさん解説をください」

「……あの子の魔法は『空気で作った盾』なんでしょう。本来の強度は頼りないものでしょうけど、その壁を何枚も重ねて圧縮して、槌つちのようにして叩たたきつけたのよ」

　先ほどの少女が行った手法についてティアが細かく解説してくれる。

　つまり先ほどの魔法は本来なら威力の弱いものだったが、魔法の使い方を工夫することによって試験を突破したということらしい。

「へぇー……白魔法ってのも色々だな」

「ええ。だけど、私たちの魔法があの程度だと思われるのは心外ね」

　そう口にしてから、ティアは他の受験者を置いて一歩前へと出る。

「アルフティア・フォン・フォワード。試験を受けさせていただきます」

　淡々とした声音と共に、ティアは蒼そう白はくの岩の前へと歩み出る。

　そして……不敵な笑みを浮かべた。

「我らリーベシルトの白魔法は──全てを圧倒するものよ」

　確固たる自信と共に、白銀に輝く丸盾をかざす。

　純白の輝きを放つ、白銀の丸盾。

　その中心には紅色の菊と、雄々しく羽ばたく鷲わしの紋章が刻まれている。




「────《神域盾アレスシユテン》」




　凛りんとした声音と共に、ティアの髪が輝きを増した。

　煌きらめく金糸の髪から粒子が舞い、やがて集うように形を成していく。

　白光によって織り成す、十二の光盾。

　それらが主人を守るように周囲を静かに浮遊している。

「さぁ──全力で圧おし潰しなさい」

　主あるじの言葉に従うように、従順な十二の盾は上空で一つへと重なり──

　一息の間もなく、蒼白の岩を圧し潰した。

　耳を覆うほどの轟ごう音おんと衝撃。

　それによって土煙が舞い上がり、その中心である蒼白の岩を覆い隠す。

　その土煙の中で……蒼白の岩は眩まばゆいほどの赤光を周囲に放っていた。

　それだけでなく、煌こう々こうとした輝きは土煙が晴れた後も失われていない。

　魔力によって構成された絶対防御の盾。

　その堅けん牢ろうな盾を一点に集め、圧倒的な質量によって対象を圧し潰す。

「試験官、合否の方はいかがでしょうか」

「は、はい……合格です。係の者に従って、あちらの受付で入学手続きをお願いします」

「どうも。ありがとうございました」

　狼ろう狽ばいする試験官には目もくれず、ティアは当然と言わんばかりの態度で応対する。

　そして、そのまま踵きびすを返してユウマの下に戻ろうとした時──

「──ん、悪くはないけど少し物足りなかったな」

　ティアの耳元でそんな言葉が聞こえた。

　それを聞いて、ティアが思わず振り返った直後、




　耳を劈つんざく轟ごう音おんが、試験場に響き渡った。




　何かが擦こすれ爆はぜる音と眩まばゆい光量によって、その場にいた誰もが耳と視界を塞ぐ。

　間近にいたティアも、反射的に目を瞑つぶって耳を塞いでいた。

　そして、ゆっくりと目を開いた時──

「────っ」

　眼前の光景を見て、ティアは思わず言葉を失っていた。

　先ほどまで眼前にあった蒼そう白はくの岩塊。

　ティアの魔法ですら傷つかなかった岩塊。

　それが──跡形もなく粉砕されているのを見た。

　その光景を見て、周囲の人間がざわめき始める。

「なんだったんだ……さっきの受験者がやったのか？」

「おい見てみろ、試験用の魔光石が粉々になっちまってるぞ!?」

「まさか、魔力耐性のある魔光石を砕くだいたってのかよ……!!」

　受験者たちが試験場に立つティアに視線を向けつつ、口々に言葉を発し始める。

　ティア自身もわけがわからず、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた時──

　ぽん、とその肩を叩たたく人間がいた。

「ええと……君、ちょっとやりすぎだったかな？」

「………………私？」

「いや、さっきまで試験を受けていたのは君だしね？」

　ティアの肩を掴つかみながら、額に青筋を浮かべている試験官が作り笑顔を浮かべる。

　そして、ティアは周囲の注目を浴びながら試験官に連行されていった。





　　　　◇






　ティアが試験官に説教を受けている頃。

　ユウマはひょこひょこと古城の中を闊かつ歩ぽしていた。

「あー楽ちん楽ちん。ティアがいてくれたおかげで色々省けたな」

　人目を引くティアに魔法を使わせ、周囲の目を引き付けてもらう。

　やったことは街道の時と同じだ。

　最後に少しだけ手を加えたが、ティアの実力は想定以上だったこともあって、他の者たちもティアがやったと信じて疑わなかった。

　そして、ユウマはその隙にまんまと城内に侵入した次第である。

「魔ま法ほう士しの試験なんて真面目に受けてらんないってーの。どうせやるなら──」

　それはもう堂々と城内を歩いていた時……視界の先にローブを着た男たちを見つけた。

　その男たちに向けて、ユウマはぶんぶんと大手を振って駆け寄る。

「すんませーん！　ちょっと道を訊ききたいんですけどーッ!!」

「ん……おい、貴様ッ！　ここで何をしているッ!?」

「止まれッ！　その場で止まらなければ魔法を行使するぞッ!!」

　ユウマの姿を見つけてか、学園側の魔法士たちが各々の魔法具を手に構えた。

　そんな二人に対して、ユウマは申し訳なさそうに頭を下げた。

「試験に合格したんでトイレに行ってたんですけど、途中で道を間違えちゃったみたいなんですよ。それで元に戻る道を教えてもらおうと思って」

「合格者……試験に合格した者は、担当の者が案内を行うはずだが」

「なんか試験場で騒ぎがあったみたいで、そっちの方に行っちゃったんですよ。責任者の指示を仰ぐ必要があるとかって言って」

「試験の責任者ということは……教導部のガラルド主任のところか」

「いや、もっと偉い人って言ってました。ちなみに学園で一番偉いのって誰なんすか？」

「……貴様はバカか。そんなもの六賢けん聖せいの一人であるトトリ様に決まっているだろう」

「なるほど、トトリさん。どこにいらっしゃるかご存ぞん知じで？」

「合格者が揃そろうまでは中央宮殿にて瞑めい想そうをされ──いや、ちょっと待て」

　何かの違和感に気づいたのか、魔法士の目に警戒の色が浮かんだ。

「教導部に確認を取る。迎えを寄こしてもら──」

　魔法士が腰に付けた魔法具に向かって手を伸ばそうとした時、

　ユウマは二人の顔面を鷲わし掴づかみにした。

「──あんたら喋しやべりすぎ。もうちょっと危機意識は持とうぜ？」

　そう囁ささやいた直後、魔法士たちは糸が切れるようにその場へと崩れ落ちた。

　薬品を染み込ませた布で魔ま法ほう士したちの口を縛ってから、ユウマは軽く一息つく。

「さてさて次は中央宮殿のトトリさん。ついでにこいつも拝借っと」

　気を失っている一人からローブを剥はぎ取とり、フードでしっかりと頭を覆う。

　元々、ニンジャは潜入や諜ちよう報ほう、妨害工作などを得意としている。

　変装、隠蔽、声帯模写、逃走、攪かく乱らん、陽動……それらを行うために数多くの技術を有しているため、魔法士が相手だろうと逃げおおせることは造作もないが──

（学園に忍び込もうとするバカが少ないとはいえ、警戒が薄い上に練度が低すぎる。おまけに連携も雑で粗末なもんだが──）

　床に転がる魔法士たちを眺めながら、ユウマは溜ため息いきと共に首を振る。

「ま……こんなもんがあるなら仕方ないか」

　小振りのナイフを取り出してから、ユウマは床に倒れる男を見据える。

　そして──勢いよく、ナイフを男に突き立てた。

　しかし、その刃やいばは届かない。

　バチィッと弾はじけるような音が生まれ、男の身体からだが青白い光に包まれる。

　神樹の加護。

　その力の一端によって、男の身体はあらゆる危害から守られている。

　薬によって昏こん倒とうしているというのに、その加護は魔法士を守るように発動した。

　そして……加護の力はそれだけではない。

「ッ……く、ぅ……ッ!!」

　気を失っていた男が、低い呻うめき声ごえを上げた。

　その様子を確認してから、ユウマは気配を殺しつつその場を後にする。

「丸一日起きないはずの昏こん睡すい薬が数十秒か……こりゃ他の毒も効かなそうだなぁ」

　加護がある限り、インペリウム魔法学園は何者にも手出しできない。

　だからこそ、六国も力の一端を供与される立場に留とどまっている。

「まったく……久々の任務だからって、こんな面倒なもん押し付けやがって」

　内心で祖父を恨みながら、ユウマは目的の場所を見据える。

　学園にそびえる六塔の中心に見える小宮殿。

　周囲に気を配りながら、ユウマは音もなく跳躍して小宮殿に向かっていく。

　その扉を僅かに開け、ユウマは隙間から滑り込むように中へと入り込んだ。

　異質で、重苦しい空気の漂う宮殿内。

　中には灯あかり一つなく、天窓から差し込む光がぼんやりと最奥を照らしている。

　その最奥で輝く、六色の宝玉に彩られた玉座。

「──かふっ、この学園に忍び込む阿あ呆ほうがおったとはな」

　しわがれた声音が広い空間に響き渡る。

　玉座に深く腰掛ける、枯れ枝のような老女の姿。

　老女は弛たるんだ瞼まぶたを開けながら、気だるそうに肘掛へ体重を預けていた。

　確固たる重圧と存在を感じさせる空気。

　他の魔ま法ほう士したちが傅かしずき、賢けん聖せいと呼んで畏怖する偉大な魔法士。

　たとえ魔法士でなくとも、誰もがその名を耳にしたことがある。

　三百年前の魔法大戦時、呪術魔法による数多くの偉業と伝説を残した魔法士。




「さて──『呪じゆ悔かいの夜よ啼なき鳥どり』、トトリ・イーストに何用じゃ」




　六賢聖と呼ばれる、偉大な魔法士たちの一角に名を連ねる存在。

　歳としを経て老体に成り果てても、その鮮明な殺気と溢あふれ出る存在感はまるで衰えていない。

　そんな相手を見上げながら、ユウマは軽く肩を竦すくめて見せる。

「ちょっと文句を言いに来たんだ。学園の警備がザルすぎだってな」

「ハッ……小僧らしい傲慢な態度じゃの」

「無駄に三百年生きてヒネた婆ばあさんには言われたくないっての」

　ユウマが小馬鹿にするように笑うと、トトリが目を細めて皺しわを深くする。

「何者かは知らんが……妾わらわに無礼を働いて、生きて帰れるとは思わんことじゃ」

「いやいや、あんたは俺たちをよーく知ってるはずだ」

　笑みを浮かべたまま、ユウマは自身の正体を告げる。

「ニンジャが会いに来た──それで伝わるだろ？」

　その言葉を聞いた瞬間、トトリが大きく目を見開いた。

「くッ……ハハハハハハッ!!　まさか、おぬしがニンジャと言うのか？　あの全魔法士の仇きゆう敵てきが、自らこの学園に足を運んできたとッ!?」

　口端を裂かんばかりに笑ってから、トトリは濁った瞳でユウマを睥へい睨げいする。

「カフッ……まさか、再びこの目で見られるとは思わなんだ」

「三百年経たっても記憶はハッキリしてるみたいじゃないか。呪術魔法を使うあんただったら、『トラスモス独立戦争』が一番印象的かな？」

　六国が魔法によって争い続けていた時代。

　その際、ニンジャたちは魔法士たちの戦いに幾度となく介入してきた。

　たとえば、小国群の独立宣言によって『トラスモス独立戦争』が勃発した時。

　ニンジャたちは独立に奮起した小国群に加勢し、百人余りで隣接する二つの大国を圧倒し、絶望的と言えた戦力差を覆して小国群を勝利に導いた。

　その結果、小国群は連邦国家として独立し、現在における六大国の一つとなったが──

「──ああ。当時のことを、妾わらわもよく覚えておる」

　そう口にしながら、トトリは濁った瞳を光らせる。

「おぬしらが我々を裏切ったことを──今でもよく覚えている」

　深い憎しみと怨えん嗟さのこもった言葉。

　小国群が連邦国家となった後、トラスモス呪術連邦の長は領土を広げるために、今度は隣国へと侵略戦争を決行すると発表した。

　その直後──ニンジャたちは、トラスモス呪術連邦の長を暗殺した。

「我々だけではない……おぬしらは歴史の中で幾度となく現れ、各国の裏で暗躍し、諜ちよう報ほうと工作によって民を煽せん動どうし、異能によって要人や危険人物の暗殺を行ってきた」

　トトリの言葉は正しい。

　騎士国家リーベシルト、ストレガ魔法帝国、アルヘミア学術都市、ティルカト部族連合、ドミニオール法皇国、トラスモス呪術連邦──

　大陸にある六大国でニンジャたちは暗躍し、世界の趨すう勢せいを裏で操っていた。

　しかし、その目的と行動理由を魔ま法ほう士したちは誰も知らない。

　誰一人として、ニンジャと呼ばれる正体不明の存在を掴つかむことはできなかった。

「おぬしたちが何を目的として、何のために動いているのかはどうでもいい。だが……当時の呪術連邦を統べていた、妾の姉を殺あやめた罪は贖あがなってもらおう」

　憎悪と怒気を孕はらませながら、濁りを帯びた金色の瞳を光らせる。

「おぬしたちには──死という安楽すら無いと知れ」

　枯れた頬ほおを歪ゆがめながら、トトリが喉を鳴らして笑う。

　両者の関係を鑑みれば、今すぐにでもユウマを八つ裂きにしたい心情だろう。

　しかし、ユウマは軽い調子で首を横に振る。

「あー、ストップストップ。悪いがこっちは争いに来たんじゃない」

「かふっ！　まさか命乞いでもするのかえ？」

「いやいや、俺はあんたと交渉に来たんだよ」

「阿あ呆ほうが。交渉などと戯たわ言ごとを──」

「俺を引き入れたら、あんたらの抱えている問題を解決できると言ったら？」

　そう告げた瞬間、トトリが言葉を止めた。

「俺たちが情報収集能力に長たけているのは知ってるはずだ。つまり、こっちはあんたらが置かれている状況を知っている。だからこそ交渉の余地があると踏んで会いに来た」

　戦争が無くなったことで戦場にこそ現れなくなったが、ニンジャたちは今も世間に溶け込み、各国の情勢を常に収集し続けている。

　その中で、祖父は『魔法学園に潜入して調査しろ』という任務を与えた。

　ニンジャは有史以前から魔ま法ほう士したちと敵対しているため、各国の魔法について細かく調べあげている。今さら情報を集める必要などない。

　つまり──『知る必要のある情報』が魔法学園にあるということ。

「これはお前たち魔法士だけの問題ではなく、俺たちニンジャが介入する必要がある案件ってことだ。それを何も聞かず無下にするほど、あんたは間抜けじゃないだろ？」

　魔法士側に何らかの問題が起こっている確信はあった。

　六つの内……空席となっている五つの玉座。

「他の賢けん聖せいたちはどうした。年寄りの集団だからって気軽にお散歩できる身分でもないし、お前たち自慢の魔法学園で入学式に立ち会わないってのも妙な話だ」

　六賢聖はインペリウム魔法学園……六国の中立地帯の長として君臨している。

　他国に対して容易に立ち入ることはできず、国事や祭礼といった行事に招待されない限り、学園の外に出ることはないと聞いている。

　そんな彼らが五人も不在であるという事態は明らかに異常だ。

「……やはり、おぬしらは気に食わん奴やつらじゃの」

「わざわざ会いに来たのにそりゃないぜ。トトリちゃん」

「やかましい。妾わらわをちゃん付けするでないわ」

　そう、トトリは不機嫌そうな声音を発する。

　少女のような声音で。

　その直後……老女の姿が大きく歪ゆがみ、その輪郭を失っていく。

「──まったく、怯おびえた表情が見れんとつまらんわい」

　子供のような小さな手で、トトリが自身の身体からだをぽふぽふ叩たたく。

　濡ぬれるような鴉からす羽ばの黒髪に、赤く大きな血ち染ぞめ色いろのリボン。

　好奇心に満ちた大きな金色の瞳。

　先ほどの老女とは似ても似つかない、幼い少女が玉座に座っていた。

「ババアが……幼女に化けた……ッ!?」

「逆じゃ逆っ！　こっちが妾の本当の姿じゃっ!!」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませながら、不満そうにぱたぱたと足をはためかせる。

「あー……つまり、トトリさんはロリババアってことなんすかね？」

「……その言い方は癇かんに障るが、まぁ間違ってはおらんな」

「なんでババアごっこなんてしてるんですか」

「こんな童わらべの姿じゃと威厳も何もないし、何を言っても他の者たちは耳を貸さん。老女の姿をしてた方が言葉に説得力があるじゃろ」

「たしかにさっきのリアルババアなら説得力はあるでしょうけど」

「ババアと連呼するでないわっ！　首を刎はねるぞっ!!」

　からかい過ぎたせいか、トトリが脇に携えていた薙刀なぎなたをぶんぶんと振り回す。なるほど、たしかに幼女の姿だと微笑ほほえましくて威厳がない。

「……まぁ良い。敵の敵は味方、姉についての遺恨があるとはいえ、今は個人の感情を優先している場合でもないのでな」

「いいねぇトトリちゃん。話がわかる子でお兄さん嬉うれしいよ」

「やっぱりやめておこうかの」

「まぁまぁ。他の奴やつらが俺を見つける前に話を詰めようじゃないか。情報に齟そ齬ごがあると困るし、そっちの詳細を教えてもらえるかい？」

　ユウマをじとりと睨にらんでから、トトリは億おつ劫くうそうに語り出す。

「例年、この魔法学園では神樹インペリウムを活性化させる『豊ほう穣じようの儀』を行うため、若き魔ま法ほう士したちを競わせている……そのあたりの説明はいらんじゃろう？」

「正式名称や儀式内容はともかく、概要は把握してるから続けてどうぞ」

「なら話は早い。その『豊穣の儀』を行うに当たって、少々不穏な話が流れておる」

　その言葉を聞いて、ユウマは僅かに眉を寄せた。

「不穏な話ってより……あんたらが既に動いてるってことは、その不穏な話ってやつには何か確証があるってことだよな？」

「うむ。つい最近、これらの物証が各所で発見された」

　口元に笑みを浮かべてから、トトリは懐に手を入れた。

　一枚の古紙。

　歪いびつな星型の中に描かれた、燃え上がる炎柱。

「これは……シンボルか？」

「おうとも。おぬしは魔法分類学についての知識はあるかの？」

「残念ながら魔法の分類には興味がないもんで」

「それなら素直に知らんと言わんか……」

　ユウマの物言いに呆あきれながらも、トトリは静かに語り出した。

「そもそも、魔法が六種の系統に分類されたのは学園が創立された三百年前じゃ。白魔法、黒魔法、召喚魔法、錬金魔法、付与魔法、呪術魔法……それらは長年の理論と体系によって確立されており、安全性と確実性のある魔法として各国に普及させた」

　だが、とトトリは表情を歪ゆがめる。

「前時代の魔法には多大な犠牲や危険を伴う魔法も存在しておった。魂の隷属、死者蘇そ生せい、時間遡行……古代の神々が使ったとされる、世の理ことわりすら捻ぬじ曲まげる危険な術法じゃ」

　言葉を切ってから、トトリは表情を改める。




「『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』──それが旧時代の忌まわしき魔法じゃ」




　その言葉の重みを感じながら、ユウマは軽く肩を竦すくめた。

「なるほど。要は平和な世界がドン底に落ちる魔法ってところか」

「認識としては間違っておらんかの。成功すれば世界の理が崩れて終しゆう焉えんに向かい、失敗すれば多くの国や町を丸ごと犠牲にするような術法じゃ。まさしく大罪の名に相応ふさわしい」

　当時のことを思い出したのか、トトリが苦々しい表情を作る。

「強大な力とは時に人を狂わせ、同時に魅了する。だからこそ……それらの術法を神のように崇あがめ、信奉し、実現させようと試みる者たちはいつの時代も存在するということじゃ」

　人じん智ちを超えた力を得るために、どのような犠牲も厭いとわない者たち。

　自分以外の全てを犠牲にしようと、目的を果たそうとする者たち。

「そのシンボルは、『大罪法術』の儀式に使われる記号であり、昨今では信奉する者たちの象徴として扱われておる……聡さといおぬしなら、これ以上の説明は不要じゃろう？」

　実現することが困難であり、国や町を犠牲にしても果たせなかった魔法。

　しかし──それを実現できる方法があるとしたら。

「トトリちゃん、儀式が失敗したらどうなる？」

「儀式が失敗すれば、神樹は膨大な魔力を蓄えることになる。その魔力は一国を覆うほどの膨大な量であり──おそらく、『大罪法術』を実現させることも可能となる」

　儀式を失敗させ、意図的に膨大な魔力を生み出すことで……世界の全てを不幸にし、世界の理を崩し、その者たちは悲願を果たすことができる。

「なるほど、これで現状を把握できたよ」

　話はどこまでも単純だ。

　世界を滅ぼしかねない奴やつらがいて、そいつらが学園に入り込んだ可能性がある。

　その犯人を探して、『大罪法術』とやらの実行を阻止する。

　そしてこれが祖父の危惧していた事態であり、互いの利害は一致している。

「ま、学園側が補助してくれるなら余裕だろ。俺が自由に動けるなら犯人を見つけ出すのも簡単だし、サクッと解決して元の関係に戻ろうぜ」

　そう軽い調子で笑っていた時、トトリが不思議そうに首を傾かしげた。

「何を言っておる。我々学園側は一切動けんぞ」

　………………………………。

　……………………………………ん？

「トトリちゃん、見た目は幼女でも頭はボケちゃってんの？」

「幼女扱いだけでなくボケ老人呼ばわりは許さんぞっ!?」

「いやいやいやッ！　だって世界の危機だろ？　なんで学園側が動かないんだよッ!?」

「学園側は神樹の魔力管理と学園という儀式場の提供を行う立場で、儀式に介入することは固く禁じておる。そうでないと競う側である六国が公平でなくなるからの」

「今回だけフェアプレイ精神とか捨てちまおうぜ」

「無理じゃ。公平性を欠けば今後の学園の立場が危うくなるし、学園の方針転換は六賢けん聖せいたち全員の取り決めが必要となる。なので妾わらわの独断では行えん」

　ぷいっとトトリがそっぽを向く。ワガママ幼女かよ。

「そもそも、おぬしの存在自体も問題じゃ。ニンジャに対して遺恨を抱く魔ま法ほう士しは多く、他の賢聖だけでなく事情を知らぬ職員や生徒にバレてはならん。妾の立場が危うくなる」

「なんか俺だけ厳しい状況になってないッ!?」

「おぬしたちがやってきたことを考えれば当然じゃろうが」

　たしかに、これまでニンジャは魔法士に対して色々とえげつないことをしてきた。

　学園内で正体を隠すのも想定内だったが、全て単独で行うとしたら話が変わってくる。

「一応、妾はおぬしの申し出を受けると明言しておこう。魔法士の仇きゆう敵てきではあるが、皮肉なことにニンジャであるおぬしは現状の学園内で最も信用できる存在とも言えるしの」

　そしてユウマを見つめながら、トトリがにぱりと子供らしい笑みを浮かべながら言う。

「仇敵を雇う以上……おぬしには期待しておるぞっ！」

　最高に胡う散さん臭くさい笑顔だった。

　その笑みを眺めながら、ユウマは神妙な表情で頷うなずく。

「すんません、やっぱりこの話は無かったことに──」

「ほう。三百年ぶりに現れたニンジャを逃がすとでも？」

「えぇー……みんなそこまで仇あだ討うちに燃えてんのか」

「妾わらわ以外にもそういった者たちはおるじゃろう。しかし時代は変わった」

　口端を吊つり上あげ、静かにユウマを見据える。

「今の六国は均衡を保っている。そこへ卓越した身体能力と『異能』を扱う正体不明の戦闘集団を手中に収めれば、拮きつ抗こうした国々の力関係を変えることができる」

　ニンジャが加担した国は必ず勝者となり、その名を歴史に刻んできた。

　その力を御することができれば、神樹の力が無くとも突出した力を保持できる。

「お前たちが姿を消していた三百年で、世界は大きく変わった。不老の身体からだを得た者たちでお前たちの悪行を語り継ぎ、その脅威に対抗するため魔法水準を以前より遥はるかに向上させ、その身を捕えるために追跡や監視に特化した魔法具を開発してきた」

　ユウマの反応を窺うかがうように、トトリは金の瞳を不気味に揺らす。

「尻尾が見えた今なら──捕まえることも引きちぎることもできる」

　戦時中、六国同士で敵対していた魔ま法ほう士したちはニンジャに翻弄され、多くの犠牲を出しながら正体を掴つかむことすら叶かなわなかった。

　そして戦争の終結という混迷期に紛まぎれ、ニンジャたちは世間から隠れおおせた。

　しかし今の世界に他国同士の戦争はなく、他国同士の連携や技術供与なども行われているため、以前のように姿を完全に隠して逃げ切ることは難しい。

　そして神樹の魔力を提供している立場である学園が声を掛ければ、その恩恵を得ている六国は全勢力を挙げてユウマを地の果てまで追い続ける。

「さて……賢いおぬしなら、選ぶ方は決まっておろう？」

　くつくつと喉を鳴らしながら、トトリが楽しげに笑みを向けてくる。

　その様子をしばらく眺めてから、ユウマは溜ため息いきと共に頷うなずいた。

「……へいへい、やりますよ。命は大事にしろって親から教わってるんで」

「うむうむっ！　おぬしには大いに期待しておるぞっ！」

　トトリが晴れやかな笑顔でぺちぺちと手を叩たたく。腹の立つ幼女だ。

「それではおぬしを生徒として迎えるために、こいつを渡しておこうかの」

　言いながら、トトリは懐から取り出した物をユウマに放って寄こした。

　微かすかな温ぬくもりを感じる、樹皮を装丁に使った手帳。

「…………この手帳は？」

「『樹じゆ帳ちよう』という学園の生徒が所有する身分証じゃ。神樹インペリウムの樹皮から作られており、防護壁や転移機能など、魔法具として多くの機能を有しておる」

「ほー、つまり便利アイテムってことか」

　まじまじと『樹帳』を眺めていると、トトリが補足を加えてくる。

「それは生徒用ではなく学園の職員に対して与えているものじゃ。おぬしには一般生徒ではなく、『例外生』といった形で入学を許可する」

「んじゃ、その例外生について詳しく」

「要は系統不明の魔ま法ほう士しに与える待遇かの。非常に稀まれじゃが、魔法系統の中にも本人の資質によって異なる魔法を発現する者もおる。そういった者にはクラス間を移動させて、本人の適性に合ったクラスに編入させるという措置があるのじゃ」

「つまり、それを利用して全クラスを探れってことっすね」

「うむうむ。学園関係者たちにも同様の説明を行っておくので問題ない」

「あ、そういや来る途中で警備の魔法士とかブン殴っちゃったんだけど」

「……有事の際に備えて、警備や部署の連携を確認するためだったと伝えておこう」

「ひゅーっ！　頼りになるロリババアだぜっ!!」

「ああもうっ、ババアと言うなっ！　そんなに言うならあの姿はやめるっ!!」

　あまりにもババアと連呼しすぎたせいか、トトリが駄だ々だをこねるようにぱたぱたと手を振る。ちょっと気にしているあたり、意外と可愛かわいらしい一面もあるロリババアだ。

「ともかく、まずは白魔法クラスに籍を置いて調査を進めよ」

「へいへい承知。なんかわかったら、こっそり会いに来ますよ」

「……また忍び込もうとして、騒動を起こすでないぞ？」

　手の中で樹じゆ帳ちようを玩もてあそびながら、ユウマは踵きびすを返して外に向かって行く。

　その背に向けて、トトリが思い出したように声を掛ける。

「ああ、一つだけ言い忘れておった」

　そんな明るい声音の直後、トトリは目を細めながら告げる。

「もし昔と同じく裏切れば──容赦しないと胆に銘じておけ」

　低く、重く苦しい怨えん嗟さを孕はらんだ言葉。

　過去、肉親をニンジャの手で殺された者の言葉。

　その重圧を背に受けながら、ユウマはひらひらと手を振り返す。

「今回のは契約じゃなくて『交渉』だ。俺は自分の目的を果たす必要があって、その許可を得るために情報を渡す。そこを勘違いしないでもらいたいのと──」

　言葉を切ってから、つまらなそうに答える。

「──あんたらが裏切らなければ、俺たちは味方でいることができたんだよ」

　そう呟つぶやいてから、ユウマは重厚な扉に手を掛けた。

　物々しい音と共に扉が閉まったところで、外の空気を深々と吸い込む。

「さて……仕事が減って、また増えたって感じだなぁ」

　愚痴りこそしたが、『生徒』という身分が手に入ったのだから上出来だ。

　ニンジャの技術を魔法と偽いつわって試験を突破することも考えたが、インペリウム魔法学園の情報はこちら側も少なく、独自の手法で正体を暴かれたら任務達成は不可能となる。

　だからこそ、六賢けん聖せいたちを相手に交渉することを選んだ。

　脅しこそ掛けていたが、トトリは過去にニンジャの恐ろしさを目の当たりにしている。だからこそ、今回も容易に手出しできず、ユウマとの交渉に応じたと考えられる。

　この三百年で魔法も魔具技術も進歩し、以前より魔法の研けん鑽さんを積んだ賢聖と呼ばれる者であっても、ニンジャという存在を恐れている。

　多少不利な条件は押し付けられたが、まだユウマに大きく分がある。

　そして、協力関係となったことで得たものもある。

「いやはや……こんな手帳に便利機能が満載とは、魔法具も色々進歩したもんだ」

　手渡された樹じゆ帳ちようをくるくると玩もてあそびながら、ユウマは思考を巡らす。

　トトリの説明を鵜う呑のみにすれば、この樹帳こそが先ほどの魔ま法ほう士したちを守った障壁と解毒を行った道具ということになる。

　この仕組みと中身を解析すれば、学園からの脱出、その後の逃亡についてもユウマが有利に動くことができるかもしれない。

　だが──それ以上に、この樹帳には得体の知れない何かを感じる。

「……ま、互いに敵だったんだから簡単に信用するわけねーわな」

　ユウマを信用しないが、ニンジャの助力は必要だったということだろう。

　儀式の妨害を目もく論ろみ、神樹の魔力を略奪しようとする存在。

　六系統の魔法、その頂点に立つ賢聖が警戒する『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』と呼ばれる存在。

　それらについて、ユウマは知識を持ち合わせていない。

　禁呪、禁術、外げ法ほう、忌法、禁戒、禁忌……魔法士たちの中でもタブーとされている術法に該当することは明白だが、その名称だけは聞き覚えがない。

　情報収集能力に長たけているニンジャですら知り得なかったということは、魔法士側が徹底的に秘匿し、禁忌としていた魔法ということでもある。

「どうしたもんかねぇ……」

　ぽりぽりと頭を掻かきながら、改めて今後の目標を立てる。

　一つ、祖父から与えられた任務として、『大罪法術』の正体を探る。

　二つ、魔法学園に身を置き続ける間、一定の成果を挙げる。

　三つ、ニンジャであることを他者にバレてはならない。

　トトリの性分からして、ユウマが失態を見せれば容赦なく切り捨てる。

　そのため、他の六賢けん聖せい、学園の教職員、そして今年入学した生徒たちにも、ユウマの正体は秘匿し続けなくてはならない。

　祖父の命令をこなし、魔法学園の者たちを欺き、自身に大幅な制限を掛ける。

　やばい、超めんどくさい。

「ま……学生生活なんて初めてだし、気楽にやるかねぇ」

　今後の予定を考えつつ、ユウマは普段と変わらない調子で欠伸あくびをする。

　どんな任務であろうと、御み影かげユウマという人間はこなして見せる。

　たとえ、それが無意味だと知っていても。

「つーか、これ嫁さんを探してる場合じゃないだろ……」

　現状を改めて把握したことで、ユウマはがりがりと頭を掻かく。

　祖父の語り口こそ軽いものだったが、内容としては重要度の高い任務だ。

　そして『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の内容が不明瞭である以上、魔ま法ほう士したちとの連携や協力が必要となる場面が無いとは言い切れない。

　嫁についてはともかく、少なくとも協力者を見定める必要が──

「──あ、一人だけ候補がいたか」

　ぽんと手を打ってから、ユウマはひょこひょこと尖せん塔とうの一つに向かって行った。





　　　　◇






　インペリウム魔法学園の前身は、六国による神樹の共同研究施設であった。

　各国の魔法士たちが神樹インペリウムの調査に赴き、本格的な調査を行うために施設を拡張し、神樹の防衛と研究を目的とした巨城が建てられた。

　そして三百年前、各魔法体系のトップに君臨していた六人の魔法士たちが『魔法技術を高みへと昇華し、後世へと伝えるために優れた魔法士を育成する』という理念を掲げたことで、研究施設から育成機関への転換が行われた。

　それがインペリウム魔法学園の起源であり、学園内の施設も過去に研究施設として使われていた区画をそのまま流用している。

　学園の周囲にそびえる六色の尖塔もその一つだ。

　かつて神樹の研究を行っていた部屋は、現在は色ごとに魔法系統のクラスとして割り振られており、生徒たちはその教室で魔法の戦術と運用を学ぶ。

　そして純白の尖塔には──白魔法試験に合格した者たちが集められていた。

　内装は一般的な教室と何ら変わりなく、合格者たちと同じ数の机と椅子、そして前方には大きな黒板と教壇が配置されている。

　合格者たちは教室に案内された後、先導する職員が来るまで待つように伝えられていることもあって、各々が適当な席に座って待機していた。

　その中で、ティアも他の合格者たちと同様に着席していたが──

（私じゃないって言ってるのに、なんであの試験官は話を聞かないのよ……っ！）

　大絶賛、怒りのオーラを振りまいていた。

　そのピリピリとした空気を感じ取ってか、クラスメイトたちがティアの周囲から離れて座っているほどだった。

（まったく……あの男に会ってから調子が狂う）

　いきなり現れ、付きまとい、消え失うせた男。

　試験官から解放された後に会場を探してみたが、その姿はどこにも無かった。

　もしかしたら急用で離れたり、同じ国の人間に呼ばれて立ち去ったのかもしれないが、それでも一声くらい掛けるのが礼儀というものだろう。

（そういえば……名前、聞いてなかったわね）

　思い返してみれば、あの男についてティアは何も知らない。

　それどころか、自分が無警戒に傍そばへ置いていたことに今さら驚いている。

　なにせ馬車に忍び込んだ挙句、旅芸人などという胡う散さん臭くさい身分の男だ。

　妙な話口に興味を惹ひかれ、人懐こい笑みと気の抜けるような雰囲気を見て警戒を緩めたのは事実だが、妙な違和感が胸に残り続けている。

　自分の意思でありながら、自分ではない何者かに操られたような感覚。

　そこまで考えたところで、ティアは馬鹿げた考えを振り払うように頭を振った。

（……もう会うこともないし、考えるだけ無駄ね）

　インペリウム魔法学園の入学試験は見た目こそ単純だったが、ただ魔法が使えるだけの人間では合格ができないように線引きが行われていた。

　魔法の才覚があるようにも見えなかったし、そもそも本当に魔ま法ほう士しになる気があるのかわからないような男だ。きっと試験に落ちて帰り支度をしているだろう。

　だけど、あの時ティアの耳元で聞こえた言葉は──

「──ごきげんよう、アルフティアさん」

　名前を呼ばれたことで、ティアはゆっくりと顔を上げた。

　金髪を綺き麗れいに撫なでつけた青年。

　人当たりのいい、好印象を抱く爽やかな笑顔。

　しかしその笑顔を見て、ティアは表情を険しくした。

「……名前を呼ばれるほど親しくなった覚えはないわ」

「これは失礼。ですが……この栄えある魔法学園に入学を果たした同志ということで、友好的な関係を築きたいと思っているものですから」

　清涼感のある笑顔と共に、青年が恭しく頭を下げる。

　ラウル・ギマイン。

　騎士国家リーベシルトが保有する魔法騎士団、それらの総長を務めるギマイン家の血筋であり、王政派と対立する諸侯派の中で最も強い発言権を持つ家系である。

　現総長であるラフェル・ギマインを父に持ち、兄であるアトス・ギマインは数々の大型魔獣を討伐した魔ま法ほう士しとして勇名を国中に知らしめており、この場にいるラウル自身も相応の実力者ではあるのだろう。

　しかし、ティアは嫌悪を露あらわにしながら言葉を返す。

「学園側から命じられた行動は待機よ。騎士なら上の命令には忠実に従いなさい」

「説明を行う教員が遅れているなら、多少のお喋しやべりは許されるかと思いますが？」

　そう言いながら、ラウルは他のクラスメイトを手で示す。

　教員の到着が遅れていることもあってか、クラスメイトたちは不安そうな表情を浮かべながら周囲の者たちと会話を交わしている。
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　そんな教室の空気を読み取り、ティアはわざとらしく溜ため息いきをついた。

「どちらにせよ、あなたと話す気はないわ。今すぐ私の視界から消えてちょうだい」

　ラウルを睨にらみながら、ティアは毅き然ぜんとした態度で告げる。

　その瞬間──ラウルの笑みの色が濃くなった。

「なるほど……なかなか強情な方のようだ」

「ええ。クラスメイトとしてよく覚えておきなさい」

　明確な敵意と共に、ラウルを睨みつける。

　そんな二人の剣けん呑のんな雰囲気によって、クラス内が緊張に包まれた時──




「──やっほーうっ！　ティアちゃんいるーッ!?」




　バカみたいに明るい声によって、教室内の空気がブチ壊された。

　聞き覚えのある声を聞いて、ティアは反射的に声がした方向へと顔を向ける。

　ひらひらと手を振りながら、こちらに歩いてくる男の姿。

「いやー探した探した。ごめんなー急にいなくなっちゃって」

「あなた、どうして──いえ、まずはあなたの名前を教えてもらえるかしら」

「名前？　俺は御み影かげユウマっていうんだけブッッッ!?」

　名乗った直後、その顔面に丸盾を叩たたき込んだ。

「ふぅ……スッキリした」

「理不尽に殴られた俺はスッキリしないんですけどッ!?」

「私をちゃん付けで呼んだら叩くって言ったでしょう」

「あー……そういやそんなこと言ってたな。さすが有言実行主義」

　鼻を真っ赤にしながらユウマがこくこくと頷うなずく。それで納得するのか。

「……そもそも、なんであなたが白魔法クラスの教室に来ているの？」

「話すと長くなるけど、その前にちょっとお願いがあって──」

　先ほどまでと変わらない様子のまま、ユウマが何かを言い掛けた時──

「──他国の身でありながら、なぜ栄えある白魔法クラスに足を踏み入れている」

　ユウマを見み咎とがめるように、ラウルが自身の魔法具を構える。

　精緻な細工の施された──翠すい玉ぎよくの斧ふ槍そう。

　首元に当てられた刃やいばを見て、ユウマが刃先を指でちょんちょんと突つつく。

「え、なにこの人？　初対面の人を絶対殺すマン？」

「黙れ、既に試験は終了したと学園職員から説明を受けている。所属クラスが確定されている以上、貴様は他クラスの人間であるということだ」

　各魔法系統、六色に分けられた古城の尖せん塔とう。

　六つの魔法クラスは互いに競い合い、国益をもたらす『神樹の加護』を奪い合う間柄となるため、『学園職員を伴わずに他クラスへ立ち入ることを禁ずる』といった規則がある。

　そして合格者としてこの場にいなかった以上、ユウマは確実に他クラスの人間となる。

　しかし当人は気にした様子もなく、懐から樹じゆ帳ちようを取り出して見せる。

「俺は例外生って扱いで入学したもんでな。そんで今現在の所属は白魔法クラス、だから立ち入っても問題ないってことでオーケー？」

「ハッ……例外生だと？　そんな作り話を信じるとでも──」

「それなら賢けん聖せいのトトリちゃんに確認を取ればいい。まともな事実確認すらせず、自分の感情を優先して動く無能アピールをしたいなら止めないけどな」

　首元の刃やいばなど意にも介さず、ユウマは状況を楽しんでいるかのように笑っている。

　しばらく、ラウルはその笑みを睨にらみ続けてから……舌打ちと共に斧ふ槍そうを下ろした。

「チッ……不愉快な男だ」

「初対面の人間に刃を向ける奴やつに不愉快とか言われてもなぁ？」

「…………どうして私を見るのよ」

　ユウマがニヤニヤとこっちを見てきたので、お腹なかのあたりをボスッと殴ってやる。

　そんなユウマに付き合いきれなくなったのか、ラウルは言葉を返さず席に戻って行った。

「おー怖い怖い。入った瞬間に絡まれるとか治安悪すぎかよ」

「……それより、あなたが例外生ってどういうことなの？」

「さっき言った通りだよ。賢聖のトトリちゃんに例外生として入学してくれって頼まれたから、今後は色々とクラスを見て回ることになったってわけだ」

「頼まれたって……一体なんのために？」

「あ、それでティアに頼みごとがあるんだけどさ──」

　こちらの言葉を無視して、ユウマは懐に手を入れる。

　そして──ぽん、と初めて出会った時と同じように花を差し出した。




「──俺のお嫁さんになってくれない？」




　初めて会った時と寸分変わらない状況。

　しかし、初めて会った時にはなかった言葉。

　その言葉の意味を頭の中で何度も反はん芻すうし、熟考して噛かみ砕くだいた上で──

「…………は？」

　初めて会った時と全く同じ反応を返した。





　　　　◇






　ユウマが教室で意味不明な言葉を告げた直後、学園の職員がやってきた。

　そのままユウマは「勝手にうろちょろするな！」と職員に怒られながら連行され、ティアたちは別の人間に引率されて学園中央にある宮殿、『賢けん聖せいの間』で入学式に参列した。

　所用で不在であった他の賢聖たちを代表し、六賢聖の一角であるトトリ・イーストから祝辞と挨拶が送られ、若く有望な魔ま法ほう士したちはインペリウム魔法学園への入学を果たした。

　そして六魔法における首席合格者たちが紹介された後……ユウマが『例外生』として入学したことをトトリが報告した。

　相変わらずユウマは舞台の上でへらへらと笑っていたが、そこはどうでもいい。

　ユウマには聞きたいことが山ほどある。

　そして案内されたクラス寮の説明を聞き終えた後、真っ先にその姿を探し──

「──ひでぇよ……俺だけ部屋がないとかあんまりだよぉぉ……」

　寮の前で体育座りをしているユウマを発見した。

「…………あなた、何してるの？」

「いやもう聞いてくださいよ、ティアさんッ!!」

「聞きたくないわ」

「自分から声掛けておいてそれは酷ひどくないッ!?」

「あなたが私の質問に答えたら聞いてあげるわよ」

　ユウマを見下ろしながら、ティアは改めて教室での一件について尋ねる。

「教室で言っていた『お嫁さん』の件について簡潔に答えなさい」

「ティアが可愛かわいすぎて一ひと目め惚ぼれした。好きです、結婚してください」

「あなたと結婚するくらいなら犬と結婚した方がマシよ」

「俺の勇気を振り絞った告白が犬に負けたよ……」

「あなたが本当のことを言わないからでしょう」

　一目惚れだなんて、すぐにわかる嘘うそを言われて納得できるわけがない。

　今もへらへらアホ丸出しで笑っているのを見ても、真意ではないのは明らかだ。

　それを隠しているということは──何か裏があるということ。

「言わないなら、初めて会った時と同じことをするまでよ」

　剣に手を掛け、語気を強めて再び問とい質ただした時──

「──うん、ちょっとティアを利用しようと思ったんだ」

　そう、はっきりと告げた。

　悪びれた様子もなく、ユウマは笑みを浮かべながら言葉を続ける。

「『お嫁さん』なんて言葉に意味はない。注目を浴びる言葉なら何でも良かった」

「……ただ目立ちたかった、という理由ではなさそうね」

「察しがいいねぇ。なかなか賢い子で助かるよ」

　こちらを見上げながら、ユウマは口端を吊つり上あげる。

「人間には言葉や動作に対して、無意識に何かしらの反応を見せる微反応ってのがある。目を動かしたり、唇を噛かんだり、手を握り締めたりとかな」

「……そんなものを見て、あなたは何がしたかったの？」

「不審な人間を炙あぶり出だしたかった。そういう奴やつは想定外のことを嫌うからな」

　なんとなく、ユウマの言いたいことが理解できた。

　他国の教室にやってきて、突然意味不明なことをのたまった男。

　そんなイレギュラーな人間を見て、『不審な人間』とやらがどんな反応をするか。

「俺は入学の条件として、トトリちゃんから学園内にいる不審な人間を見つけてこいって言われている。俺は諸国を巡っていたからどの国に対しても大きな偏見を持たないし、御存じの通り読心術という名の観察眼がある。だから犯人探しに最適な人材ってわけだ」

　軽い調子でユウマは肩を竦すくめる。

　この男が語ると胡う散さん臭くさい話だが、その点については信じるしかない。

　入学式の際、学園長から例外生として紹介を受けたのが何よりの証拠だ。

　それらを確認してから、ティアは僅かに目を細める。

「……あなたの突飛な発言の意図と、抱えている事情については理解したわ。だけど、そこに私を巻き込むのはやめてちょうだい」

　こんなわけのわからない男に付きまとわれるのは御免だし、学園内にいるという不審な人間についても興味がない。

　そして何よりも……そんなことをするために、この学園へ来たわけじゃない。

　自分の目的を果たさなくてはいけない。

「悪いけど、協力なら他を当たってちょうだい」

「まぁそう言わないでくれよ。ティアは絶対協力してくれるから」

「……私にはやるべきことがあるの。あなたの事情に構っている暇はないわ」

　牽けん制せいのために睨にらみつけてから、ティアは視線を外して踵きびすを返す。

　そのままユウマに背を向け、寮へと戻ろうと──




「──俺は、お前の秘密を知っている」




　その言葉を聞いて、ティアは思わず足を止めた。

　違う──止めてしまった。

「おや……足を止めたってことは、ティアには何か秘密があるってことだ」

　背後から、愉たのしげな声が聞こえてくる。

「そして何も言わずに振り向かない。これは次にどう行動するべきか悩んだからだ。何か下手なことを言動から悟られないようにしている。つまりティアが持つ秘密っていうのは、他人に知られると都合が悪い。そしてそれを指摘された直後、誤ご魔ま化かすために──」

「ふざ──」

「『ふざけたことを言わないで』と、勢いよく振り向いて相手を威圧する」

　ティアが振り向いた瞬間、ユウマが言葉を継ぐように答えた。

　ティアの心の内を読んだように。

「さて、瞳孔が開いて瞬まばたきが無くなったのは俺の言動に強い関心を持っている証拠だ。つまりティアに秘密があって他人に知られたくないことってのは正解。そしてこれ以上余計なことを探られないように黙っているべきだという考えが握り締めた手から見て取れる。同時に反応を読み取られないように立ち去るべきだと理解しているが、秘密があると知られてしまった以上、俺を放っておくことはできないと葛藤している──」

　呪文のように言葉を並べ立てながら、ユウマは目を細めながらこちらを眺めている。

　その言葉が耳に入ってくる度に、息が詰まりそうになる。

　自分の身体からだだというのに、自分以外の誰かに動かされているような気分になる。

　この男は──一体なんだ。

「俺は他人の考えが読める……本人以上に理解することができる。隠そうとすればするほど、君の秘密に辿たどり着くことができる。だからもう一度だけ訊きこうじゃないか」

　寒気を覚える笑みと共に、ユウマは再び問いかける。

「俺に協力してくれるか──アルフティア・フォン・フォワード」

　得体の知れない黒曜の瞳を向けながら、得体の知れない男が問いかけてくる。

　その言葉に対して……ティアは、唇を震わせながら言葉を返した。

「あなたは……一体、何者なの？」

　言い知れない恐怖が心の内に入り込む中、必死にその言葉を紡ぐ。

　そして、目の前の男は笑みと共に答えた。




「さぁ──俺は何者だろうな？」





●二章




　インペリウム魔法学園に入学した生徒は、各魔法クラスに与えられた寮で生活する。

　古城の外円部にある寮で寝食をし、各クラスの教室で実戦経験のある教員から座学と魔法戦闘について学び、魔ま法ほう士しとして世界に貢献できるように研けん鑽さんを積んでいく。

　しかし、その生活はかなり恵まれたものだ。

　クラス寮の部屋は入学者に対して一人一部屋が与えられ、寮内には食堂や室内鍛錬器具が完備されており、各自の生活に合わせて自由に過ごすことができる。

　個室の内装はリーベシルト文化に見られる古風な装飾で彩られているものの、壁内には防音魔法や遮断魔法の組み込まれた最新の魔法技術を取り入れた壁材が使用され、浄水魔法具や魔力調理器具といった簡易施設も備え付けられている。

　本来なら、ティアも何一つ不便のない快適な生活を送るはずだったが──

「…………ねむれなかった」

　小鳥のさえずりを聞いて、ティアは目元をこしこしと擦こすりながら身体からだを起こした。

　寝不足の理由は言うまでもない。

　あの旅芸人だか詐欺師だかよくわからない男のせいだ。

　だが、それ以上に気になるのは──

（……余計なことを考えて、あいつに判断材料を与えるのも癪しやくね）

　そう思い直してから、ティアは眠気を覚ますように身体からだをぐっと伸ばした。

　部屋を仕切るカーテンを開け、ダイニングを抜けて洗面所に向かっていく。

　そして顔を洗おうと、洗面所のドアを開けた瞬間──




　半裸姿のユウマと遭遇した。




「うおおおおあああああッッ!?　なんでいきなり入って──」

　ぴしゃーん、と勢いよくドアを閉める。

　そしてたっぷり時間を掛けてから、ティアは首をひねってみた。

「……なんであなたが悲鳴を上げるのよ？」

「ティアだって着替えを覗のぞかれたら悲鳴を上げるだろッ!?」

「私だったらまず相手を蹴り倒すわ」

「さすがティアさん全然ブレないッ!!」

　ドア越しにユウマの軽口を聞きながら、ティアは深々と溜ため息いきをつく。

　なぜ自分の部屋にユウマがいるのか、その理由は単純だ。

「それで、寮の部屋が足りなくて外で泣いていた捨て犬さん。私に言うことは？」

「うっすッ！　ティアさんルームシェアしてくれてマジ感謝っすッ!!」

「よろしい。今後は毎朝言いなさい」

　やたらと威勢の良い返事に対して、ティアは鷹おう揚ように頷うなずく。

　元々ユウマは例外生という想定外の人間であり、白魔法クラスに所属することにはなったが、クラス寮の方で部屋の準備を行っていなかった。

　そこで寮長から『ルームシェアを承諾する生徒がいれば同室を許可する』という旨を伝えられたそうだが、他国の人間である上に突飛な行動をして悪目立ちしたユウマを受け入れる人間はいなかった。寮の前で体育座りをしていた理由はそんなところだ。

　こちらを脅すような形で凄すごんできたくせに、「すみませんルームシェアしてくださいッ！」と土下座してきた時は哀れに思ったくらいだ。

　だが、ティアに拒否権は無い。

「……あなた、昨日の約束は覚えているわよね？」

「ああ、俺のお嫁さんになってくれるって話だよな！」

「死んでちょうだい」

「ちょっと罵倒がストレートすぎないっすかッ!?」

「さっさと本題に入れってことよ」

「俺もう全裸なんだけどいい？」

「…………それじゃ服を着なさい」

「まぁまぁ。さっきまで花壇をいじってたから全身泥だらけなんだよ。まったく、運動場やら訓練場やら施設は充実してるのに、花壇の手入れが杜ず撰さんなんだよなぁ」

　サァァァァっと水の流れる音が聞こえてきたところで、ティアはガンッとドアを蹴った。

「いいから、早く、話をしなさい……ッ！」

「わかったわかったッ！　泥だけ落としたらすぐ着替えるからッ!!」

　シャワーの音が止まり、ユウマが脱衣所へ戻ってくる気配がする。

「ちぇー……せっかくかわいい女の子とのドキドキ同どう棲せい生活を送る予定だったのに、なんか母親に叱られてるような気分でコレジャナイ感がすごい……」

「誰が母親よ。どちらかと言えば飼い主と犬でしょう」

「美少女に飼われる生活か。それも悪くない」

「死んで」

「ペットの死を願うのは飼い主として良くないだろッ!!」

　扉の向こうに聞こえないように、ティアは深々と溜ため息いきをつく。

　なんというか、終始ふざけた調子で言葉を返してくるので疲労感がすごかった。

「まず確認させてちょうだい。あなたの目的は昨日話した内容で間違いないわね？」

「おう。俺は六賢けん聖せいのトトリ・イーストと取引をして、今年の入学者に不審な人間がいないか調査することを条件に入学した。それは間違いない」

「調査って……具体的にはどういう内容なの？」

「それは秘密」

　ドアを勢いよく蹴った瞬間、「ふぉぅッ!?」と情けない悲鳴が聞こえてきた。

「お、俺は嘘うそなんて言ってないぞ!?　トトリちゃんに確認を取ればわかるからな!?」

「……そこについては疑ってないわよ」

「だったらなんでドアを蹴った!?」

「なんとなくよ」

　適当に言葉を返してからティアは考えをまとめていく。

　ユウマが例外生として入学したこと自体は疑っていない。

　取引があったのなら、このふざけた男が入学できたことにも納得できる。

　だが……昨日のユウマを見たせいか、何か胸の内にわだかまりが残る。

　だからこそ、ティアは小さく頷うなずいた。

「先に言っておくけど、私はあなたについて詮索するつもりはないわ」

「へぇ、何も知らずに協力してくれるってか？」

「世の中には知らない方が良いことだってあるでしょう？」

「なるほどねぇ。やっぱりティアは賢い子だよ」

　ドア越しにユウマの笑う気配が感じ取れる。

　ユウマが何者で、何を目的として学園に来て、何を学園長に依頼されたかはわからない。

　だが、それを追及したところでティアにとっての大きなメリットはない。むしろ余計なことを知ったせいで被害が及ぶ可能性もある。

「詮索しない代わりに、私についても言及しない。それで構わないでしょう」

「まぁ部屋を貸してもらってるわけだし、ティアがいいならそれで構わないよ」

　そう締めくくった後──がらりとドアが開き、ユウマが脱衣所から姿を現した。

　なぜか、その腕に大量の雑草を抱えながら。

「…………ちょっと」

「いやーサッパリサッパリ」

「サッパリしてないで私の話を聞きなさい」

「なんだ、ティアもこの雑草が欲しいのか？」

「雑草って口にした時点で興味が失うせたわよ……」

「いやいやッ！　この雑草は魔法花の花壇に生えてた代物なんだぞ!?　普通の雑草と違って毒性を持つこともあるけど、抽出の方法次第で薬になったりするんだからな!?」

　そう熱弁しながら、ユウマが抱えた雑草を高らかに掲げる。青々とした雑草の土が綺き麗れいに洗い流されているのを見ると、どうやら自分の泥を落とすついでに洗っていたらしい。

「……なんでもいいけど、泥で部屋を汚したら怒るわよ？」

「わかってるって。居候の身として部屋は清潔に使わせてもらうし、部屋に入る時には必ずノックするし、俺の寝床はキッチン周りだけでいい」

　キッチンの一角に目をやると、ユウマが持ってきた鞄かばんが一つ置かれている。おそらく昨日はそれを枕にして寝たのだろう。

「……着替え終わったら、あとで毛布をあげるわ」

「え、いきなり優しくされるとなんか怖いんだけど」

「あなたなりに色々と配慮してくれたみたいだし、私もそれに応えるだけよ」

　昨日キッチンで寝たこともそうだし、玄関から浴室までの床を見ても土の欠片かけらどころか汚れ一つなく、先ほど使ったばかりだというのに脱衣所の水気も拭き取られている。

　やはり、よくわからない男だ。

　昨日は恐怖を感じるほどの気配を見せておきながら、朝早くから花壇の雑草除去に精を出すという妙にノンキな行動をしている。

　不ぶ躾しつけで人を食ったような言動をするが、キチンとこちらに対する配慮もしている。

　本当に──この男は何者なんだろうか。

「あ、そういやティアにお土産があったんだ」

「雑草ならいらないわよ」

「俺も雑草を渡して喜ばれるとは思ってないよ」

　そう言ってから──ユウマは背後から一輪の花を取り出した。

　白みを帯びた金色の花。

　その花を見て、ティアは思わず目を見開く。

「それって……エステルティアよね？」

「そうそう。魔法花の花壇の一角にあったから、お土産として一輪だけもらってきた。名前とか雰囲気がティアに似てると思ってさ」

「……ええ。リーベシルトの国花だから、母が私の名前に使ったと言っていたわ」

　ティアにとって馴な染じみ深ぶかい花。

　母が嬉うれしそうに眺めていた花。

「気に入ってもらえたようで何よりだよ」

　その花を見つめていると、ユウマが気の抜けるような笑みを向けてくる。

　ユウマがこの花を見つけてきたのは偶然なのか。

　それとも本当は何かの意図があるのか。

　やはり、この男についてはよくわからないが──

「…………まぁ、ありがとう」

　とりあえず、そっぽを向きながらお礼だけは言っておいた。





　　　　◇






　インペリウム魔法学園は、神樹が根を張る小島を開拓して作られた。

　元は研究施設である古城だけだったが、三百年前から学園として利用するために多くの施設が拡充され、それらの施設が神樹の下で城下町のように広がっている。

　各クラスの学生が住まう学生寮に始まり、屋外訓練や運動を行う広場、魔法訓練に特化した屋内訓練場、召喚獣のために設けられた自然公園、錬金術の研究施設、祈き祷とうを行う大聖堂、儀式道具を制作できる工場など、一つの町として機能している。

　それだけでなく、日用品や雑貨などが売られている売店、午後の一時を楽しむ喫茶店、娯楽書から専門書まで揃そろった書店といった一般的な店も多く立ち並んでいる。

　そんな城下町の中を、ユウマとティアは並んで歩いていた。

　学園へと向かう生徒たちに交じって、ユウマはぼんやり町を眺めながら声を掛ける。

「ずいぶん充実してるな。下手な町より栄えてるくらいだ」

「当然でしょう。インペリウム魔法学園は各国から資金援助を受けているし、それと学園に来る生徒は基本的には裕福な家系だもの」

「そういやティアも貴族だもんな。なんか貴族って聞くと憧れるよなぁッ！」

「この上なくバカっぽい感想ね」

「だって俺の国に貴族制は無かったし、そもそも仕事で各地を転々としてたから、身分とかについては実感が無いからさ」

「ああ……そういえば自称旅芸人だったわね」

「自称じゃねぇよッ!?　ほらハト出せるよハトっ!!」

　ぽんと目の前でハトを出してみたが、ティアは胡う散さん臭くさそうに眺めていた。

　取り出したハトを空に放したところで、ティアが深々と溜ため息いきをつく。

「まぁ……たしかにリーベシルトは六国の中では一番身分がはっきりしているわね。王家、貴族、聖職者がいる上流階級。魔法騎士、商人、医師などの技術や知識を要する中流階級。そして農民などの肉体労働を行う労働階級。それは建国時から続く身分制度よ」

「おー、そりゃすごいな。リーベシルトって六国の中で一番歴史が古い国家なのに、そんな身分制度がずっと続いてるとかすごいじゃん」

「あら、てっきり旧態依然の国って言われると思ってたけど」

「いやいや。建国時から体制を守り続けるってことは、個人じゃなくて国全体が意識しないといけないことだろ。俺はその連帯性を評価してるってこと」

　そう言葉を返すと、ティアは驚いた表情を浮かべてから笑みを作った。

「ええ。私たちリーベシルトの人間は自分に誇りを持っているもの」

　自国の美徳なのか、ティアが自慢げに胸を反らす。

「貴族は自身が治める土地や民を十全に管理する。騎士は祖国と国民の平穏を守る。農民は我が子のように作物を慈しみ育てる……全員が仕事をこなすからこそ不平はないのよ」

「悪徳貴族が農民から税収として作物や生娘を献上させる展開とかないのッ!?」

「ないわよ……絶対にないとは言い切れないけど、リーベシルトの上下関係は互いの実力と信頼によって成り立っている。それらを裏切ることは決して許されない──」

　一瞬、ティアは言葉を詰まらせる。

「──それは、『不義』というものだから」

　その声音が落ちたのを感じて、ユウマは内心で溜ため息いきをつく。

「なるほどねぇ。リーベシルトの国民はみんな真面目ちゃんってことか」

「真面目であることは美徳よ。それより……さっきから何キョロキョロしてるのよ？」

　ユウマが周囲を見回していると、ティアがじとりと視線を向けてくる。

　立ち並ぶ店の看板は全て大陸共通言語で書かれているが、店の雰囲気や品しな揃ぞろえには各国の特色が散見しており、なかなかに興味をそそられる。

「いやぁ、六国の文化が一度に見られるのは壮観だねぇ」

「……あなた、本当は観光で来たんじゃない？」

「俺の目的はお嫁さん探しさッ!!」

「ああ、まだそれ続いてたのね……」

「そんなうんざりだって顔しないでくれないッ!?」

「そもそも、なんでお嫁さんなんて言葉が出てきたのよ。他人の注目を集めるだけなら、別に他の言葉でもよかったはずでしょう？」

　昨日の教室での一件を思い出してか、ティアが非難するように睨にらんでくる。

「んー、お嫁さん探しが目的ってのも嘘うそじゃないってことだよ」

「…………どういうこと？」

「じーさんから魔ま法ほう士しの嫁さんを見つけて来いって言われてさ。家庭の事情ってやつだよ」

「たしかに魔法士は国を問わず社会的地位があるし、あなたのお祖じ父いさんが伴侶を見つけて来いって言うのも理解できるけど……まさか、それが嘘とか言わないわよね？」

「疑いすぎだろ……まぁ、俺としてはなんだっていいよ」

　呆あきれるティアに対して、ユウマはひらひらと手を振って否定する。

　しかし、その様子を見てティアは小さく首を傾かしげた。

「……なんというか、あなたみたいな優れた人がそう言うのは不思議だわ」

「お、もしかして俺ってティアの中では高評価？」

「あなたの人間性は最悪だけど、少なくとも能力はあると思っているわ」

　そうユウマを評してから、ティアは改めて尋ねる。

「あなたについて知っていることは少ないけど、凡庸な人間ではないことは理解している。だけど、あなたからは何かを為なそうって意思が感じられないんだもの」

「能力があったら何かしないといけないのか？」

「当然でしょう。他者より優れているなら、その力を役立てるべきよ」

　会話に熱が入ってきたのか、ティアがじっとこちらを見つめてくる。

　真まっ直すぐ、眩まぶしすぎる純粋な瞳を向けてくる。

　だからこそ……ユウマは普段通りの調子で答えた。

「あんまり、俺はそんな風に思えないなぁ」

　眩しすぎるティアの瞳に対して、やる気なく苦笑を返してやる。

　その言葉に対して、ティアが何か言おうと口を動かした時──




「──うぇーいっ！　あたしはだーれだっ!!」




　背後から少女の溌はつ剌らつとした声が響いた直後、ユウマの視界が真っ暗になった。

　柔らかい手の感触と、頭の後ろからほんのりと甘い香りと体温が感じ取れる。

「うわあああああッ！　助けてティアさん暗いよ狭いよ怖いよおおおおおおおおッッ!!」

「うるさいから突然叫ばないで」

　叫び声を上げた直後、ティアが鳩尾みぞおちにゴリィッと肘を入れてきた。これは酷ひどい。

「ねぇちょっとーっ！　あたしのこと無視しないでってばーっ！」

　そんな中、背後から少女の不服そうな声が聞こえてくる。
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　そして──視界を覆っていた手が退どけられ、ユウマは振り返る。

　燃えるような真紅の髪とサイドテール。

　くりくりと好奇心に満ちた紫玉の瞳。

　そんな赤あか髪がみの少女が、ぷくりと頬ほおを膨らませて立っていた。

「もうっ、ノリ悪くなーい？　せっかく挨拶したのにさぁ」

「挨拶じゃない上に、君が誰かマジで知らないから答えられねぇだろ……」

「そんじゃ自己紹介っ！　あたしはリフィル・オフェンシブ、ストレガ魔法帝国出身っ！　はい、あたしのことを知ったということで先ほどの答えをどうぞっ!!」

「えー、あー……リフィルさん？」

「うぇーいっ！　だーいせーいかーいっ!!」

　全力ハイテンションといった具合に、リフィルが背中をてちんと叩たたいてくる。

　だが、その出身国を聞いて妙に馴なれ馴なれしい態度にも納得がいった。

　ストレガ魔法帝国は皇帝を国家元首としているが、君主である皇帝自身が『俺に敬語とかいらねぇッ！　俺たち国民は全員兄弟姉妹だぜッ!!』と公言したような国である。

　そのため、ストレガの人間は誰であろうと自然体で接し、初対面の人間でも旧来の友人であるかのように接してくる。簡単に言えばお国柄ってところだ。

「ねーねーっ！　キミって学園長が紹介した例外生でしょっ!?　系統不明の魔法ってどんな感じっ？　すごく強い魔法とかなのっ!?」

「あー……俺、そんな大層なもんじゃないんで……」

　リフィルがめっちゃキラキラした目を向けながら、腕に絡みついてくる。なんだろう、本人としては軽いスキンシップなんだろうけどドキドキしちゃう。

　とりあえず、どうにかリフィルを引ひき剥はがそうとした時──

「──朝からハレンチな行動をしないでちょうだい。黒魔ま法ほう士し」

　ガシィッ、とティアが思い切りリフィルの頭を掴つかみ上げた。

「へ？　は？　あんた何──って、いだだだだだだだだだッッッ!?」

「待ってティアさんッ！　初対面の人にアイアンクローはいけないッッ!!」

「あら、これがリーベシルト流の挨拶よ」

　リフィルの頭を掴みながら、ティアがしれっと答える。

　そして満足したのか、そのままポイッとリフィルを放り捨てる。

「いったぁぁぁ……っ！　何すんのよ、この白チビっ！」

「それはこっちのセリフよ。黒魔法クラス『魔ま煌こう』のリフィル・オフェンシブ……朝っぱらから私たち白魔法クラスに絡んでくるとは良い度胸じゃない」

「べっつにぃー？　あたしはこの人に用があるだけだしー？」

　そう言って、リフィルは頬ほおを膨らませながらユウマの腕にしがみついてくる。

　その態度を見て、ティアの表情がますます険しくなった。

「私たちは急いでいるの。迷惑だからどこかに行きなさい」

「え、俺は女の子に抱きつかれて超絶ハッピーだけど」

「わかったわ。それじゃさようなら」

「ティアさんクールに去ろうとしないでッ!!　俺を置いていかないでッ!!」

「あなたは何がしたいのよ……」

　一度は背を向けたものの、ティアが半眼で睨にらみながら戻ってくる。たぶん、懇願しなかったら本気で置いて行くつもりだったと思う。

「というか、さっきの『魔ま煌こう』ってなんだ？　二つ名みたいなもん？」

「簡単に言えば各魔法クラスの首席合格者よ。入学式の時に説明されたでしょう」

「うん全然聞いてなかった」

「そう。それじゃ次からは真面目に聞いておきなさい」

　今度はこちらの頭を掴つかみ上げ、ギリギリとアイアンクローをかましてきた。問答無用で制裁を与えてくるあたり、こちらの扱いに慣れてきたらしい。

　そして掴んでいる頭をぐりんとリフィルの方に向ける。

「それで、さっき私にアイアンクローをされたハレンチ娘は黒魔法の首席ということよ」

「そそっ！　つまりあたしは黒魔法クラスでイチバンっ！」

　びしりと額に手を当てながら、リフィルが歯を見せて笑う。

　しかし、その様子を見てティアが深々と溜ため息いきをついた。

「一応、私も白魔法クラスの『魔煌』として入学したけれど……正直、こんなチャラチャラした子と一緒にされるのは不快で仕方ないわ」

「はぁーっ!?　こんなん普通じゃんっ！　というか初日だから控えめだしっ!!」

　心外だと言わんばかりにリフィルは反論するが、今回はティアの言葉が正しい。

　黒のブレザーはボタンが全開、ブラウスは第二ボタンまで外され、胸元のリボンはゆるゆる、両手や鞄かばんには多様なアクセサリーがぶら下がり、チャリチャリとやかましく音を鳴らしている。もう『チャラチャラしてる』って言葉を体現したような格好だ。

「まったくさー。お堅い白魔ま法ほう士しさまはこれだからイヤなんだよねー」

「だらしない格好をファッションと勘違いする黒魔法士にはわからないでしょうね」

　睨み合う二人を交互に見て、ユウマは納得したように頷うなずく。

　白魔法士と黒魔法士は仲が悪い。

　黒魔法を主系統とするストレガ魔法国、そして隣国である騎士国家リーベシルトは古くから深い因縁があり、国境付近では魔ま法ほう士し同士の小競り合いも多かった。

　今でこそ落ち着いているが、その関係は三百年経たった今でも良好とは言えない。

「だいたい、今時魔法を使うのに剣とか盾とかダサすぎでしょ。古臭い時代遅れの代物を伝統とか言って勘違いしちゃってる証拠だしさーっ！」

「新しい魔法具の開発しか頭に無くて、肝心の魔法が『遠距離から撃つ』しかできない人たちには理解できないでしょうね。そろそろ一周回って箒ほうきで空を飛ぶ頃かしら？」

　バチバチと火花を散らすように、再び両者が睨にらみ合い始める。

「とりあえず仲が悪いのはわかった。あとは二人でのんびり──」

　そう告げながら逃げようとした時──不意にユウマの視界に影が落ちた。

　ユウマの肩に手を掛け、宙を翻るリフィルの姿。

　そのままユウマを飛び越えるようにして、リフィルがすとんと眼前に着地する。

　その動きと身のこなしに目を奪われていると、にぱりと笑顔を向けて来た。

「はいストーップっ！　まだ君の自己紹介が済んでないじゃんっ！」

「あー……俺は御み影かげユウマ。例外生ってことで現在は白魔法クラスの所属だ」

「ん、オッケーイっ！　黒魔法クラスに来た時は一緒にあそぼーねっ！」

「おう。クラスを渡り歩くプータローだから仲良くしてやってくれ」

「あははっ！　プータローとかダメダメじゃんっ！」

　超適当に説明したのに、リフィルは嬉うれしそうにころころと笑っていた。箸が転んでもおかしい年頃ってのはこの子に相応ふさわしい言葉だ。

　そんなリフィルに笑みを返しながら、その様子を注意深く観察する。

「そんじゃ楽しみにしてるからね、ユーマくんっ！」

　にぱりと快活な笑みを浮かべてから、リフィルは身を翻して駆けていく。

　その後ろ姿を、ユウマはぼんやりと眺めていた。

「いやーなんかスゲー子だったな」

「……そうね。今の身のこなしには驚いたわ」

「いや、あの子の下着を見て『下着まで黒魔法士かよ』とか思っただけなんだけど」

　正直に答えたらティアに脇腹をつねられた。ヤバイ超痛い。

「あなたはッ……ふざけないと生きていけないの？」

「すみません真面目な話もするんで勘弁してくださいッッ!!」

「…………真面目な話？」

「さっきのリフィルって子、出身を偽いつわっている」

　そう告げると、ティアが足を止めた。

「……それってどういうことなの？」

「黒魔ま法ほう士しってのは本当なんだろうけど、出身国は別ってことかな」

「そうじゃなくて、何を根拠に言っているのかってことよ」

「アクセサリー。ほとんどはストレガ国産の物だったけど、一つだけ古いアクセサリーを付けていた。あれはトラスモス呪術連邦内にある小国で作られる伝統民芸品だ」

「……旅行へ行ってお土産で買ったとか、誰かにもらったとも考えられるでしょう」

「旅行はない。目を覆われた時に指先を見たら、薄い傷跡がいくつも残っていた。農作業、それらに近しい労働作業で付いたもので、他国へ旅行に行くような富裕層じゃない」

「それじゃ、誰かにもらったって可能性は？」

「それは合っている。ただし友人知人ではなく、肉親かそれ以上に親しい人間からの贈り物。だから古びていても大切に身に付けている。だけど大量のアクセサリーをつけて目立たないように誤ご魔ま化かしていたから、あまり他人には知られたくないんだなって思った」

「だけど……それだけで断言はできないでしょう？」

「そうだな。だけどあの子は『プータロー』って言葉を理解した。あれはトラスモスで一時期使われていたスラングで、逆算すると幼少期はトラスモスで過ごしてるよ」

　そう言葉を並べ立てると、ティアが珍しくぽかんと口を開けていた。

「あなた……いつもそうやって人を観察してるの？」

「気になったら観察するさ。動き、癖、言葉、表情、どんな些さ細さいなことでも情報に繋つながる。そして情報は金に、武器に、そして切り札にもなる」

　どんな些細な情報だろうと見逃さず、得た情報から先を予測して行動する。

　そして情報を使い、他者を操り、欺き、潜んできた。

　だからこそ、魔法士たちはニンジャたちの実態を掴つかめずに翻弄された。

「あ、それとあの子は良い匂いだった。なんか素朴で安心する感じの匂い」

「……本当に犬みたいね。ほら、お手」

「ティアさん、人間に向かって『お手』とか言っちゃいけないぜ？」

「犬みたいな行動をするあなたが悪いのよ」

「ちなみにティアは上品で爽やかな匂いだ」

「…………私の匂い、嗅いだの？」

「いや、なんかこう漂ってくる的な？」

　言い訳をしてみたものの、ティアがじとりと睨にらみながら距離を取っていた。これぞまさしくドン引きというやつだろう。

「ま、この話を信じるかはティア次第ってことで」

「それじゃ信じないでおくわ」

「俺に対する信用度低すぎじゃないですかねッ!?」

「信用して欲しいなら、今度は女の子の下着を覗のぞかないことね」

　再びティアに脇腹をつねられながら、ひょこひょこと学園へと向かっていく。

　その本心を、決してティアに悟られないように。





　　　　◇






　教室までの道中、入学式の前に説明を受けたというティアから魔法学園における授業内容について聞かされた。

　魔法の効率運用、魔法を用いた戦術や作戦に関する座学。

　それらを反映し、実戦に向けて訓練を行う実技授業。

　大まかに言えばそんなところだ。

　そして、それらの技術と知識を教授するのは現役の魔ま法ほう士しである。

　過去、インペリウム魔法学園の生徒として在学しただけでなく、一握りの者だけに与えられる優良成績者として世に送り出され、魔法士として魔獣狩りや魔法犯罪者を相手に数多くの現場と実戦を積んで来た人間。

　つまり、クラス担当の教員として選ばれた魔法士は疑う余地のない、正真正銘のエリート魔法士であり、後任の魔法士を育てるに相応ふさわしい人材ということになるが──

「──やーやー、どうも遅れてすみませんね」

　そんな軽い挨拶と共に、ガチャガチャと物々しい音が教室に響き渡る。

「いやはや、クラス担当として色々と準備に手間取っていたものでして」

　そんなごく普通の言葉を発してくる。




　兜かぶとと甲かつ冑ちゆうを完璧に身に付けた姿で。




「えーえー、私はマキシミン・ステラリア。これから一年間、白魔法における実戦、それらの運用方法などについてご教授しますので、どうぞよろしくお願いします」

　兜の隙間から教室を見回した後、マキシミンは篭こもった声で自己紹介をする。

　なんというか、誰もが反応に困っていた。

　なんで兜までバッチリ被かぶっているのか、そもそも教室で甲冑を身に付ける必要はないのではないか、というかその状態で授業を進めるつもりなのか。

　だいたいのクラスメイトの反応はこんなところだ。

　そんなクラスの様子を見て、ユウマは軽く手を挙げる。

「マキシミン先生、ちょっといいっすか」

「はいはい。えーと、君はイースト学園長の紹介した例外生の子でしたか」

「うっす。御み影かげユウマっす」

「ふむふむ。まだ挨拶の途中なのですが、さっそく質問ですか？」

「いえ、その甲かつ冑ちゆうは見苦しいのでやめて欲しいっていう苦言っすね」

　ユウマがしれっと言った直後、ティアに頭をスパァンッと叩たたかれた。

「……相手は教員なんだから、バカなことを言うのはやめなさい」

「だってせっかくの女性担任なのに、顔すら見えないってのはもったいなくない？」

「甲冑姿はリーベシルトの騎士なら普通──女性？」

　そうティアが訊きき返したところで、マキシミンがガチャガチャと甲冑を鳴らした。

「ふむふむ、まさかネタばらしの前に気づかれるのは予想外でしたが──」

　そんな言葉と共に、マキシミンは兜かぶとをゆっくりと脱ぐ。

　そして──透き通るような銀の髪が翻った。

「──君には、優良評価をあげましょう」

　マキシミンがニコニコと優しげな笑顔を向けてくる。

　その笑顔を見て、クラスメイトたちが先ほどとは別種の驚きを浮かべていた。

「さてさて、御影くんはどこで私が女性だと気づきましたか？」

「教室に入って歩くまでの歩幅と、身体からだが揺れた時の重心の位置っすね」

「ふむふむ。相手の動きを観察した上で正体を導き出す。それは相手の魔ま法ほう士しを対策する上で重要な事柄であり、見事正解した君は素晴らしい観察眼だと言えるでしょう」

　満足げな表情で、マキシミンが手を打ちながら称賛する。

「でもでも、私の甲冑姿を見苦しいと言ったのは減点ですねぇ。我々が甲冑といった重じゆう鎧がいを身に付けるのは、騎士である以上に白魔法を象徴する意味もあるのですから」

「そりゃそうかもしれないっすけど、せっかくの美人が台無し──」

　そうユウマが再び軽口を叩こうとした直後、




　マキシミンの姿が壇上から消えた。




「──つまるところ、私は授業中に軽口を叩くなと言っているんです」

　ユウマの喉元に剣を突きつけながら、マキシミンは変わらず笑みを浮かべている。

　見慣れない者からすれば、何が起こったのか理解すらできなかっただろう。

『白魔法』……六種に分類された魔法系統の一つ。

「我々の白魔法は『強化』を使うことで肉体強化を行い、超重量を持つ武具を生身で取り回し、常人を遥はるかに超えた速度で動くことができます。例外生のあなたは白魔法について詳しくなさそうだったので、まずは私の実力を見ていただくことにしました」

　ニコニコと笑いながら、マキシミンは突き付けていた剣を静かに下ろす。

　たしかに、今の一動作で教員として相応ふさわしい実力だと理解できた。

　速く動きたいからといって、脚部だけを強化するのでは意味がない。

　脚だけでなく連動する筋肉を把握して『強化』を付与し、部位ごとに強化量を変え、自身の動きを阻害しないように最小限の魔法に留とどめた。

　複雑で繊細な魔法操作を行うことで、マキシミンは壇上から消えるように移動した。

「いやーさすが白魔法の先生。マジすごい。ハンパない。感動して言葉が出ねぇや」

「いやいや、薄っぺらい賛辞がペラペラ出てますけど」

「もっと感情に溢あふれた豊かな表現の方が良かったですかね？」

「いえいえ結構です。先生はあなたが剣を突き付けられて、恐怖に怯おびえながら歯をガタガタと鳴らす姿を見たかっただけなので」

「体育会系のヤバい先輩みたいっすね」

「そんなそんな、生意気な生徒を教育するのも私の務めというだけですよ？」

　剣を引いてから、マキシミンがわざとらしく首を傾かしげる。優しそうな人かと思ったら、予想以上に歪ゆがんだ性格の持ち主だった。

　そして、マキシミンは兜かぶとを被かぶり直してからガチャガチャと壇上に戻る。

「ではでは、まずは白魔法の基礎、そして白魔法における戦闘について説明しましょう」

　篭こもった声と共にチョークを走らせ、黒板に文字を書き込んでいく。

「さてさて、我々白魔ま法ほう士しは魔法を使った近接戦闘に優れています。一対一の状況や、白兵戦といった近接戦闘に持ち込めば敗北は皆無と言っていいでしょう」

　魔法による『強化』を加え、常人を遥かに凌しのぐ卓越した近接戦闘術。

　それらを以もってすれば、単身で相手を屠ほふることも難しくない。

　しかし、戦いはそれほど単純ではない。

「ではでは、相手が複数いた場合、もしくは相手の遠距離攻撃に対応できない場合、白魔法士の戦力は大きく削そがれることになります。その対処法をアルフティアさんどうぞ」

「……複数の白魔法士で部隊編成を行い、各部隊で役割分担を行うことです」

「はいはい。模範的な解答で素晴らしいです」

　ティアの答えに深く頷うなずいてから、『強化』『魔壁』『活性』と文字を連ねていく。

「一つ目は先ほど見せた『強化』。こちらは身体強化による近接戦闘を主体とした前衛部隊、対象の殲せん滅めつ、遊撃、場合によっては私が先ほど見せたように奇襲を行います」

　コツコツと黒板を叩たたいてから、次の説明に移っていく。

「二つ目は『魔壁』。魔力で生成した障壁を展開し、中衛として前衛部隊と入れ替わる形で攻撃を防いで戦線を維持します。そして相手が遠距離魔法を主体とする場合は、『魔壁』を得意とする者たちで戦線を拡大して対象に接近して近接戦闘に持ち込みます」

　両者に矢印を書き加えた後、『活性』の文字の下に二重線を引く。

「そして最後に『活性』です。戦闘で負傷、後衛で治癒魔法による回復を行って損耗を防ぎ、自陣優勢の維持、もしくは態勢を立て直す際に重要な役割を担うことになります」

　そこまで語ってから、マキシミンは三種全てを大きな丸で囲んだ。

「我々は個であり群である。その考えを徹底し、各々が自分の役目を確実にこなし、戦術と戦略によって相手を打倒する──それが我々白魔ま法ほう士しの戦い方です」

　そうマキシミンは白魔法士の戦いについて語る。

　しかし、ティアは眉根を寄せながら手を挙げた。

「……それは、突出した個人の能力は不要ということでしょうか？」

「いえいえ、そういった意味ではありません。突出した能力があれば、その魔法を主軸とした戦略、戦術を組むことが可能となりますからね」

　ティアの質問に答えてから、マキシミンは軽く兜かぶとを揺らす。

「ではでは……どなたか、『強化』に自信がある方は名乗り出てもらえますか？」

　そうマキシミンが教室を見回し……手を挙げる生徒に視線を留めた。

「はてはて、君は……ラウル・ギマインくんですか」

「ギマイン家は『強化』を得意としています。僕が実践してもよろしいでしょうか？」

「はいはい。ギマイン家の方でしたら、適任だと思いま──」

　マキシミンが頷こうとした時──バギンと金属の割れる異音が響いた。

　兜を弾はじき飛とばされ、素顔を晒さらすマキシミンの姿。

　その眼前で、翠すい玉ぎよくの斧ふ槍そうがぴたりと止まっている。

「これが──僕の《嵐翼槍シユネルモート》という魔法です」

　マキシミンに斧槍を向けながら、ラウルは爽やかな笑みを浮かべる。

　両断されて床に転がる兜を見てから、マキシミンは改めて大きく頷いた。

「なるほどなるほど。『強化』に加えて風の属性を利用して速度を追究した形ですか。この魔法ならラウルくんを主軸とした奇襲、遊撃部隊を別個で作る戦術もありでしょう」

「はい。ありがとうございます」

「でもでも、兜かぶとを壊しただけで満足してはいけません。樹じゆ帳ちようがある限り相手は死なないのですから、次は寸止めではなく先生を殺す勢いでやらないとダメですよ？」

　そんな狂った言葉を口にしながら、マキシミンは樹帳を手にニッコリと笑う。

「さてさて、次は指名させていただきましょう。アルフティアさん、白魔法クラスの『魔ま煌こう』として、その実力を見せていただけますか？」

「はい、わかりました」

　短い返事と共に立ち上がった直後──ティアの頭上に白光が舞った。

　試験場で見た十二の光盾。

　しかしそれは以前よりも小振りで、盾というより純白の光羽のように漂っている。

「ほうほう……『魔壁』の出力調整、同時展開数、操作性も素晴らしいですね。拠点防衛から陣形守護、他にも多くの戦術に応用できそうです」

「ありがとうございます」

　淡々と言葉を返してから、ティアは静かに着席する。

「ではでは、次に『活性』の魔法です。たしかエミルさんが優良生徒でしたね？」

「はい……至らぬ身ですが、皆さまの参考になれば幸いです」

　エミルと呼ばれた女生徒が、優雅に微笑ほほえんでから静かに一礼する。少しだけ頼りない印象というか、どこか深窓の令嬢といった雰囲気の子だ。

「ふむふむ。治癒力を見てもらうためには怪け我が人にんが必要となるので、実験台として御み影かげくんにお願いすることにしましょうか」

「先生ッ！　生徒を実験台とか言わないでくださいッ!!」

「ではでは、さっき軽口を叩たたいた罰ということで」

　にっこりと笑いながら、マキシミンがちょんちょんと手招きしてくる。さっき甲かつ冑ちゆうが見苦しいと言ったことを根に持っているらしかった。

　仕方なくユウマが立ち上がると、ティアがくいくいと袖を引っ張ってくる。

「……本当に大丈夫なの？　別に私が代わってあげてもいいけど」

「まぁ怪我とか痛みは慣れてるし、治してもらえるなら問題ないだろ」

　自信満々に親指を立ててから、ユウマは壇上に登る。

　そしてマキシミンとエミルに向き合った。

「それで俺は何をすればいいんすかね？」

「まぁまぁ、ちょっと指を切ってもらう程度で構いませんよ」

「ああ、了解っす。そんじゃみんな、エミルさんの実力ちゃんと見ておけよーっ！」

　そして、ユウマはマキシミンから剣を受け取り──




　ダァンッ、と勢いよく親指を斬り飛ばした。




　ぴしゃり、とエミルの顔に赤い液体が飛ぶ。

「…………はい？」

「そんじゃエミルさん、これくっつけてもらえる？」

　だらだらと血が流れる手を見せながら、エミルに切れた親指を差し出す。

　そして……エミルが青ざめた表情でふらふらと壁にもたれかかった。

「ゆ、指っ……これ、ほんとうに切れて……っ!?」

「いやいやいやいやッ!!　御み影かげくんは何をしているのですかッ!?」

「え、だってマキシミン先生が指を切れって言ったじゃないっすか」

「浅く皮を切るだけに決まっているでしょうッッ!!」

　さすがのマキシミンも想定外だったのか、わたわたと珍しく慌てた様子を見せる。

「マジかー。エミルさん、これどうにか治ったりしない？」

「き、切れた直後なら、まず骨をくっつけて、その後に血管をちゃんと繋つないで……ッ！」

「ヒューッ！　さすが優良生徒ッ!!　指すらくっついちゃうぜーッ!!」

「なんで御影くんは楽しそうにしているんですかッ!?」

　マキシミンの言葉を無視して、エミルに『活性』の治癒を施してもらう。

　血ち塗まみれの左手をエミルが両手で優しく握りしめた直後、傷口が淡い光によって包まれ、ほんのりと温かい感覚に包まれていく。

　しかし……傷口から血は止まらず、指がくっつく気配もない。

「…………はふん」

「あのあのエミルさんッ!?　しっかりしてください諦めないでッ!!」

「ごめんなさい……私の力が及ばないばかりに……っ」

　自分の無力さを嘆くように、エミルがその場でぺたんと座り込んでしまった。

　その様子を見て、ユウマはにっこりと笑ってから切れた指を握り締める。

「それじゃ──誰か治せる人、この指とぉぉぉまれッッ!!」

　そして、勢いよくクラスメイトたちに向かって指を投げた。

　血を撒まき散らしながら飛来する指を見て、各所から悲痛な叫び声が上がる。

　放られた指は放物線を描き──ぽてん、とティアの前に落ちた。

　眉一つ動かさず、ティアは眼前に落ちた指を見つめる。

「…………ねぇ、ちょっと」

「おっとぉ!?　ここで嫁さんが俺のために尽力しちゃう展開かーッ!?」

「そうね。バカを止めるために尽力しましょう」

　淡々とした言葉と共に、ティアがひょいと指を摘つまみ上あげる。

　そのまま指をぐにぐにいじってから、グチャッと握りつぶした。

「……あなた、よくこんなオモチャを用意してたわね」

「へ……お、オモチャ……？」

　悲嘆に暮れていたエミルが、ゆっくりとユウマの手に視線を向ける。

　そこには……ワキワキと動くユウマの親指があった。

「エミルさん、あなたの『活性』は失敗したんじゃなくて、元から繋つながっていたから効果が無かっただけよ。だから気にする必要はないわ」

「はいッ！　というわけで親指切断マジック大・成・功ッ!!」

　意気揚々と種明かしをした直後、ティアの鉄拳がメリィッと飛んできた。

「ティアさん……せめて顔面じゃなくてボディにお願い……っ」

「安心しなさい。ボディに入れるのは後よ」

　額に青筋を浮かべながら、ティアはユウマの襟を掴つかんでズルズルと引きずり、そのまま教室の外に向かってポイッと放り投げる。

　その直後、ユウマの周囲を光の盾が取り囲んだ。

　ティアの魔法によって生成された即席の檻おり。

「授業が終わるまでおとなしくしてなさい──この駄犬」

　背筋の凍るような声音と共に、ティアが鋭い眼光を向けてくる。

　そして、慈悲もなく教室のドアはピシャリと閉ざされた。





　　　　◇






　インペリウム魔法学園のクラス授業は午前中に行われる。

　現役魔ま法ほう士しによる魔法戦闘における基礎、知識、戦術。

　場合によっては教室の外で実践的な戦闘訓練も行われることもある。

　しかし午後は定刻まで自習時間となっており、その時間で自身の魔法に則した鍛錬、授業の反復、精神統一、召喚獣の世話、研究、祈き祷とうなどを行うことになる。

　出身国は同じであっても、出身地域や使う魔法によって調整方法は個人で異なる。また国の宗教行為を必要とする者もいるため、午後は自習時間が設けられているというわけだ。

　そしてティアたちも、ひとまず昼食を取る予定だったが──

「……大変申し訳ございませんでした」

　部屋に戻った後、ユウマはうなだれながら謝罪を口にした。

　しかし、ティアはぺぇーんとユウマの頬ほおを張り飛ばす。

「違うでしょう……あなたは犬、どうしようもない駄犬。だから私が『ワン』と言ったら、あなたはそれに従って鳴き声を上げなきゃいけないの。さんはい、ワンワン」

「ワンワンワンワンワンッッ!!」

「鳴き声が汚い。やり直し」

「どうしようもなく理不尽ッッ!!」

「誰が喋しやべっていいと言ったの」

　ジトりと視線を向けながら、ユウマの頬をぺちぃーんとビンタする。

　ユウマが授業を台無しにした後、教室の掃除をマキシミンに命じられ、二人して飛び散った血ち糊のりの後処理をするはめになった。

　そして一番の被害者とも言えるエミルには丁重に謝罪した。本人は「私は気にしておりませんので」と笑ってくれたが、逆にその気遣いが心苦しい。

　今回はルームメイトの連帯責任ということで付き合ったが、二度とバカなことをしないように、この男を躾しつけておく必要がある。

「ほら、もう一度よ。ワンワン」

「ワンワンワンッ！」

「はい、いい子。次に粗相をしたらまたおしおきよ」

「くッ……俺はじーさんと親父おやじとお袋と親戚一同にしか殴られたことないのにッ!!」

「何をやらかしたら一家総出で殴られるのよ」

　溜ため息いきをついてから、ティアはパチンと指を鳴らした。

　光盾がユウマの周囲から消え、そのまま外へと放り出される。

「あぁー……肩が凝っちまいそうだった」

「自業自得よ。ほら、さっさと食堂に行くわよ」

「ん？　食堂って寮内のやつか？」

「そっちとは別よ。さっきマキシミン先生に聞いたら、古城の方に教員や職員が使う共用食堂があるそうなの。生徒の利用も許可されているから、私はそっちに行くわ」

　そう答えると、ユウマがこちらの顔を観察するように覗のぞき込んでくる。

「なるほどねぇ。ティアって他人と接するのが苦手そうだもんな」

「余計なお世話よ。それに……寮内の食堂は少しだけ居心地が悪いの」

　昨日、ティアは寮内で夕食を取ったが、お世辞にも良い空気とは言えなかった。

　騎士国家リーベシルトの人間は階級を重んじる縦社会だ。

　そして魔ま法ほう士し……魔法騎士となる人間は大半が貴族やその傍流といった出身であり、騎士学校を出て平民から騎士階級を賜った家系は少数だ。

　そんな平民上がりの者たちが肩身が狭そうに食事を取っている姿を見て、貴族筋の者たちは聞えよがしにバカにする言葉を口にしていたり、嘲ちよう笑しようを向けていた。

　以前なら──そんな光景はなかったはずだというのに。

「食事くらい気兼ねなく取りたい。それだけよ」

　それだけ伝えると、ユウマは何も聞かずに頷うなずいた。

「わかったよ。それじゃティアに頼み事をしていいか？」

「…………頼み事って？」

「少しばかり調査に協力してもらおうと思ってな」

　そう言いながら、ユウマは懐からある物を取り出した。

　年季の入った巻物。

　それを片手で器用に広げると、その中には文字のようにも絵のようにも見える不可思議な羅列がびっしりと書き込まれていた。

「……それって、あなたの魔法具？」

「そんなところだ。飯に行くなら学園内を回るだろうし、匂いを辿たどってきてくれ」

「……いや、あなたと違って匂いなんて辿れないけど？」

　意味がわからず、ティアはこくりと首を傾かしげる。もしかして叩たたきすぎたんだろうか。

「さてティアちゃん、ちょっと巻物に手を置いてみ」

「嫌に決まってるでしょう」

「バッサリ切り捨てるねぇッ!!」

「協力は部屋の提供。それ以上のことはしないわ」

　ぷいと首を背けると、ユウマがわざとらしく溜ため息いきをつく。

「協力してくれるなら、報酬を出そうと思ったのになぁ」

「報酬って……どうせロクなものじゃないでしょう」

「それじゃ、協力したら俺が何でも一つ言うことを聞くって言ったら？」

「…………なんでも？」

　確認するように、ユウマの言葉を繰り返す。

「なんでもいいぞ。犬になれって言われたら犬になるし、おとなしくしろって言われたら何もしないし、死ねって言われたら俺は死ぬ」

「最後のは極端だけど……本当に言うことを聞いてくれるのよね？」

「約束や契約の類なら俺は何があろうと守る。それは絶対だ」

　少しだけ表情を改めながら、ユウマはそう断言する。

　正直、その報酬はかなり魅力的だ。

　何をするかわからないユウマの抑止力になるし、こちらの秘密に繋つながりそうなことを口止めできるし、万一の時には助力を請うことだってできる。

　少しだけ、ティアは俯うつむきながら思案して──

「……わかったわ。それじゃ協力してあげる」

「お？　てっきり『信用できない』とか言われると思ってたんだけど」

「信用はできないけど信頼はするってことよ。協力した私に対して、あなたが少しでも恩義を感じるなら妙な行動も自粛するでしょうし」

「なるほど。信頼するって言われたら俺も応えないといけないなぁ」

　そう苦笑するユウマを見てから、ティアは改めて巻物の上に手を置く。

「ところで……これってどこの国の文字なの？　今まで他国の書物を読んだこともあったけど、こんな字は初めて見──」

　そう、巻物に記された文字をティアが見つめていた時、




　その文字が、ゆらりと浮かび上がった。




「────ッ!?」

　ティアが咄とつ嗟さに巻物から手を放すものの、浮き上がった文字はティアの手から離れることはなく、白い肌の上をぐるぐると蠢うごめめいている。

「あなた……いったい何したのよッ!?」

「別に危害を加えようってわけじゃない。俺に協力してもらう間、そいつをティアに貸しておけば色々と便利になると思ってな」

　そう言いながら、ユウマは這はい上がっていく文字を見つめる。

　そして、ぐるぐると回っていた文字がティアの腕に同化して消えたのと同時──

　ぽんっ、と小さな音がティアの頭上で響いた。

「…………は？」

　戸惑っていたティアが、その音を聞いて間抜けな声を上げる。

　キョロキョロと周囲を見回してから、しばらく硬直する。

　そして、ティアはゆっくりと頷うなずいた。

「なにをしたのか説明しなさい……っ!!」

「おうおうティアちゃん。全力で首を絞められたら俺も説明できないよ……ッ!!」

「何をしたの、正直に言わないとまた怒るわよ……っ！」

「あーうん、説明するより自分で見た方が早いぞ？」

　そう指摘すると、ティアが窓ガラスに映った自分の姿を見る。

　頭の上に生えた、ピコピコ動く尖とがった耳。

　スカートの中から伸びる、ひょろんとした細長い尻尾。




　猫耳と尻尾を生やしたティアが、窓ガラスに映り込んでいた。




「………………はぁ」

「物憂げな溜ため息いきをつきながら首を変な方向に曲げようとしないでッッ!!」

「というか、あなた首絞めてるのにどうやって声出してるのよ」

「俺は鼻からも声が出せるんだ」

「……そう。それなら妙な猫耳と尻尾を生やされたのも納得だわ」

　まったく納得していない様子で、ティアがきゅっきゅと首を絞めてくる。

「いやぁ……そんな状態になってもティアさんマジで動揺しないっすね……」

「今ならあなたを絞め殺しても動揺しないでしょうね」

「まぁまぁ──だけど、これでちゃんと視みえるようになったはずだ」

　指先を下に向けて、ティアの視線を誘導してやる。

　その瞬間、ティアは大きく目を見開いた。

　先ほどまで何も無かった床。

　そこには──金色に輝く足跡がついていた。

「これ……もしかして私たちの足跡？」

「そういうこと。微量の匂いを発し続ける無色透明な粉末を教室の入り口に撒まいておいた。その匂いを可視化できるようにしたってわけだ」

　そこでようやく、ティアは教室での騒ぎを理解した。

　騒ぎによって自身に注目を集めた後、切断したと見せかけた指を宙へ放り、視線を上に誘導した際を見計らって床に細工を施す。

　そして……その細工は、血ち糊のりの掃除と同時に隠滅された。

「霊獣『金きん華か猫びよう』──それがティアに憑ついた獣の名前だ」

　その名を呼ばれた直後、猫耳と尻尾が反応するように揺れる。

「その足跡を辿たどって、白魔法クラスの連中の動向を調べておいてくれ。普段行かないような場所に足跡とかがあったら、そこも報告してくれると助かる」

　そう指示を出してから、ユウマはぽんとティアの肩を叩たたく。

「そんじゃよろしく、アルフティアにゃん？」

　死ぬほどムカついたので、とりあえず思い切り顔をひっかいておいた。





　　　　◇






　ユウマに追跡調査を依頼された後。

　ティアは再び学園内に戻り、学園内にある共用食堂へ足を運んでいた。

「…………落ち着かない」

　食堂内でサンドイッチを食べながら、なんとなく身を縮こまらせてしまう。

　理由は単純、突然生えてきた猫耳と尻尾のせいだ。

（まぁ……他の人たちには見えてないみたいだけど）

　共用食堂までの道中に何度か人とすれ違ったが、ティアに対して奇異の視線を向けている人間は一人もいなかった。

　しかし見えていないとはいえ、猫耳を生やした恥ずかしい格好で学園内を練り歩くのは嫌だったので、今も念のために帽子は被かぶり続けている。要は気分の問題だ。

　そしてもう一つの問題は──

「…………こら、おとなしくしなさい」

　背中でフリフリと楽しげに揺れる尻尾の先を、ちょんちょんと突つついてやる。

　この猫耳と尻尾だが、ティアの意思に反して勝手に動いている。

　周囲の物音に反応して耳がピクピクと忙せわしなく動くし、何かが視界に入る度に尻尾がフリフリと激しく揺れる。まるで本物の猫のようだ。

　こんな魔法、ティアは今までに見たことがない。

（似ているとしたら物質の特性を自身や周囲に与える付与魔法だったり、霊体を使役する呪術魔法に近いけど……視覚や嗅覚に影響を及ぼすなら白魔法にも近い気もするし）

　ユウマが使った魔法について、ティアはなんとなく考察する。

　系統不明の魔法を使う例外生として入学したのだから、特異性や他の魔法に似て非なる能力であるのは当然だが、やはり違和感は拭えない。

　そもそも──これは魔法なのだろうか。

　なんとなく、そんな疑問が頭をよぎった時──

「──あれ？　アルフティアさん？」

　弾むような声音を聞いて、ティアはそちらへと振り返る。

　茶髪を後ろでまとめたポニーテールの少女。

　その制服は純白……つまり白魔法クラスの物だ。

「あなた……ヘルミナ・ロエアスさん？」

「うぇっ!?　なんでわたしの名前知ってるのっ!?」

「クラスメイトの名前は全員覚えているの。今後一年間、共に過ごすわけだしね」

「ほぇー……それで全員覚えちゃうってすごいなぁ……」

　感心したように、ヘルミナがふんふんと何度も頷うなずく。

「ところで、ロエアスさんは私に何の用かしら？」

「ヘルミナでいいよー。アルフティアさんは貴族だし、わたしたちは階級が──」

「それなら私もティアでいいわ。今はクラスメイトなんだから」

　そう答えると、ヘルミナは少しだけ驚いてから……嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

「えっと、同じ制服の人を見かけたから、それでティアさんに声掛けたんだよっ！」

「ああ……たしかに、私たち以外に白魔法クラスの人はいないようね」

　食堂には他にも黒や青、緑や紫といった制服姿の生徒も見られるが、昼時から少し過ぎていることもあって数は少ない。他にいるのは教員や職員くらいだ。

　そもそも共用食堂は魔法クラスに関係なく利用できる場所だが、各寮にも食堂は併設されているので、学園に用がない限り生徒はあまり使わない場所なのだろう。

「ということで……わたしたちも同席していいかな？」

「たち、ということは他にも誰かいるの？」

「うんうんっ！　あいつは見つけやすいから──っと、こっちだよセオドールっ!!」

　ヘルミナがぱたぱたと手を振った先──

「──おおッ！　アルフティア殿ではありませんかッ!!」

　食堂中に響き渡る大音声と共に、白魔法クラスの制服を着た男子生徒がドスドスと音を立てながら駆け寄ってきた。

　持っているトレイが小さく見えるほどの巨漢。

　魔法によって伸縮性を高めている制服だというのに、その下は隆起した筋肉がはち切れんばかりに膨らんでおり、純白の制服が大きく歪ゆがんでしまっている。

「あなたも一緒だったのね。セオドール・ドランシアくん」

「なんとッ!?　なぜ我輩の名前をッ!!」

「あ、セオドール。その流れはさっきやったからいいや」

「ぬぉぉぉぉッ！　ヘルミナ殿からの扱いが雑ですぞッ!!」

　そう口にしながらも、セオドールは糸目をさらに細めて朗らかに笑う。

「すみませんアルフティア殿、我輩もお邪魔してよろしいですかなッ!?」

「え、ええ……だけど、もう少し声を抑えてもらえると嬉うれしいわね」

「申し訳ないッ!!　訓練校時代の癖が抜けないものでッ!!」

　変わらぬ大音声を発しながら、セオドールは丸めた赤あか髪がみを軽く掻かく。

　その言葉を聞いて、ティアはセオドールの胸元に輝く徽き章しようを見つめる。

「付けているのが三等徽章ということは……一般公募から訓練校に入ったのね」

「その通りでありますッ！　リーベシルト王立騎士訓練校、九六期生でありますッ！」

「あたしも同じだよー。それでセオドールとは同期だったんだ！」

　リーベシルトには騎士訓練校という教育機関がある。

　警けい邏らといった巡回業務、関所の警備や見張り、担当区域の治安維持を主とする騎士を育成する教育機関だが、魔ま法ほう士しとして才覚を持つ者には魔法と武術の訓練も施している。

　そして卒業後は魔法学園を受験する流れとなっているが、幼少時から魔法士の訓練を積んでいる貴族たちと違い、訓練校の人間は中途から魔法を学ぶため練度が低い。

　騎士訓練校の出身で合格する者は稀まれで、不合格となって一般兵として配属されるのがほとんどだが、合格したということは相応の実力を持つ優秀な人間ということだろう。

「ところで、二人はどうしてこっちの食堂に来たの？」

「ええと……まぁ、寮内食堂はちょっとね？」

　ヘルミナが歯切れの悪い返答を寄こしたのを見て、なんとなくティアも察した。

「……なるほど。あなたたちもあの空気に耐えられなかったのね」

「あはは……時間をズラせば平気かなって思ったんだけどねぇ……」

「食事を終えた後も、貴族の方々が談話をしておりまして……それで結局、こんな時間に食事を取ることになってしまった次第ですなッ！」

　なんとも言えない表情で二人が答える。ティアが感じていた通り、やはり貴族筋ではない生徒にとっては居心地が悪かったのだろう。

「だけど、私もそんな性格の悪い貴族たちの同類よ？」

「いやいや、自分で性格悪いって言う人は違うでしょ！」

「ですなッッ！　他の方は連絡業務で話し掛けても嫌な顔をしますが、アルフティア殿はこうして普通に会話しているわけですからッッ!!」

　二人の言葉を聞いて、ティアは何も言えずに苦笑を返す。

　同じ騎士であるなら、そんな肩身の狭い思いをする必要はないはずだというのに。

「ところで、なんでティアさんは帽子を被かぶってるの？」

「……さっきまで外を歩いていたからよ」

「ええと……脱がないの？」

「…………母からもらったお気に入りの帽子なの」

　ヘルミナに指摘されてしまい、視線を逸そらしながら帽子をぎゅっと握る。なんで自分がこんな言い訳をしなきゃいけないのか。

　その様子を見てか、ヘルミナが何か思い出したように顔を上げる。

「そういえば帽子で思い出したっ！　向こうに召喚クラスの『魔ま煌こう』がいたんだよっ！」

　そう言われて、ティアはヘルミナの指さした方向を見る。

　深しん碧ぺき色のフェルトケープを羽織った、翡ひ翠すい色の髪を揺らす少女。

　それは召喚クラスの所属を表す制服だ。

　フェルトケープはティルカト部族連合でよく見られる衣装であり、刺し繍しゆうによって部族の出身を表すと聞いたことがある。弛たるんだベレー帽もその一つだろう。

　そして何より──帽子の上には、白銀に輝く小さな竜がちょこんと乗っている。

「彼女は……召喚クラスのシャーリ・セントラルさんね」

「入学式でちょろっと説明を聞いたけど、神使級の召喚獣を扱う子なんだっけ？」

「そうね。召喚獣の中でも最上位の神使級、しかも竜種を呼び出したなら『魔煌』として選ばれるのも納得だし、白竜を常に顕現しているということは本人の魔力も高いはずよ」

　そう補足を加えながら、ティアは遠目に見えるシャーリの姿を観察していた。

　だが、その表情はどこか浮かない様子だった。

　それだけでなく、不安そうに眉を下げながら周囲をきょろきょろと見回している。

「他に召喚クラスの制服は見えないけど……彼女一人で来たのかしら？」

「しかし我々が言うのもなんですが、この時間に食事でありますか？」

　時刻は既に十四時近くで、昼食にしてはずいぶんと遅い。

　しかもシャーリは料理を頼まず、白竜を両手で支えながら右往左往している。

　それを見て……ティアはゆっくりと立ち上がった。

「ちょっと、あの子から話を聞いてくるわ」

「え、だけど他クラスの子だよ？」

「困っている人間がいたら手を差し伸べる。それがリーベシルトの騎士というものよ」

　そんなティアの言葉を聞いて、ヘルミナとセオドールは互いに笑みを浮かべた。

「そんじゃ、わたしも行くよっ！」

「我輩も同行しましょうッ！　他者を助けることが騎士の務めですからなッ!!」

　そう答えた二人に驚きながらも、ティアは口元に微笑を浮かべる。

　そして、一人でうろうろしていたシャーリに声を掛けた。

「どうかしたの、シャーリ・セントラルさん」

「はうっ!?　な、ななななんでしょうかっ!?」

　声を掛けられた瞬間、シャーリがびくんと大きく身体からだを跳ねさせた。

「あ、あなたたちは、白魔法クラス……っ!?」

「私はアルフティア・フォン・フォワード。白魔法クラスの『魔ま煌こう』よ」

「ま、まさか……ここで他クラスのわたしをシメてやろうってやつですか!?」

「……ええと、そんなことはしないわよ？」

「そ、それじゃお金ですか!?　お金を巻き上げようって言うんですかっ!?　いいでしょう、どうぞ好きなだけ持って行って見逃してくださいお願いしますっっ!!」

　事態が飲み込めずに混乱しているのか、シャーリが半泣きでぺこぺこと頭を下げてくる。その度に頭上の白竜がキューキューと悲痛な声を上げていた。

「その、私たちはあなたが困っていると思って声を掛けただけだから」

「うぅぅっ……ごめんなさいごめんなさい、お金は出しますのでぇぇ……」

　シャーリを宥なだめようとするが、当人は困惑するばかりで話を聞く気配がない。

　そして、その騒ぎに周囲の人々が何事かと視線を向け始めた時──

「──おやおや、これはいったいどういう状況でしょう？」

　そんな篭こもった声と共に、ガチャガチャと物々しい音が響いてきた。

「あらあら……できれば食事の場で私闘を行うのは勘弁願いたいところなんですが」

　全身を甲かつ冑ちゆうで覆ったマキシミンが、そんな言葉と共に近づいてきた。

「か、甲冑……っ！　うあああああ首を刎はねられますぅぅぅぅぅうううっ!!」

「マキシミン先生ッ！　一旦そこで止まってくださいッ!!」

「それ以上近づくとこの子が限界迎えちゃいそうだからっ!!」

「えぇぇ……先生、さすがにその扱いは悲しくなるんですけど……」

　ティアとヘルミナの二人に押し止とどめられ、マキシミンが悲しげな声を兜かぶとから漏らす。

　そんな時、不意にティアは違和感を覚えた。

　背中の方でくいくいと尻尾が動いている。

　しかしそれは先ほどの奔放な動きではなく、何かを示そうとしているものだった。

　その尻尾が示す先を見て、ティアは声を潜めながら尋ねる。

「……もしかして、あの子はメニューを見ていた？」

　帽子の中でパタパタと耳が激しく揺れる。たぶん『正解！』みたいな反応だろう。

　そして次に、尻尾はシャーリの上に乗る白竜を指し示す。

「…………召喚獣のごはん？」

　パタパタパタッと耳が動き、尻尾がくるんと丸を作った。器用な子だ。

「マキシミン先生、召喚獣の食事って共用食堂にもありますか？」

「はいはい？　三番受付がティルカトの郷土料理などを扱っているので、そこで注文すれば召喚獣向けの食事も出てくると思いますよ？」

「か、甲かつ冑ちゆうが親切に教えてくれたのです……っ！」

「この甲冑はうちのクラスの教員なの。見た目は恐こわいけど安心してちょうだい」

「いやいやアルフティアさん、私は人間なので甲冑って紹介はやめましょう……？」

　人ではなく甲冑と認識されたのがショックだったのか、マキシミンがガクンと肩を落としていた。それなら甲冑を脱げばいいのに。

「ヘルミナさん、セオドールくん、悪いけどこの子に付き添ってもらえる？　こういった場所に慣れていないようだし、注文の仕方を教えてあげてちょうだい」

「あいあいー。そんじゃシャーリさん、一緒に行こっか？」

「承知しましたッ！　我々が注文完了までしっかりと見届けてきますッ!!」
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　快諾して、二人はシャーリに付き添いながら受付に向かっていく。

　その後ろ姿を眺めていた時、マキシミンがおもむろに兜かぶとを脱いだ。

「いやはや……よくあの子が召喚獣の食事を探していると気づきましたね？」

「……ええと、それは」

　まさか尻尾が教えてくれましたとは言えず、ティアは口ごもる。

「か、彼女を観察して気づいたんです」

「おやおや、まるで御み影かげくんみたいなことを言いますねー」

　何かおかしかったのか、マキシミンがくすくすと笑みを零こぼす。なんだろう、咄とつ嗟さだったとはいえ似たようなことを言ってしまった自分に腹が立つ。

「ですがですが……正直、あなた方が他クラスの子に声を掛けた時は驚きました。てっきり、この場で私闘でもやるのかと思いましたから」

「……私が言うのもなんですが、先生もすごく好戦的ですね」

「ですです。なにせ私はリーベシルトの政治体制が変わる前の人間ですから」

　それを聞いて、ティアは思わず言葉を止める。

　十五年前、騎士国家リーベシルトの政治体制は大きく変わった。

　現王が不祥事を起こしたことで議会での発言権を失い、諸侯派が実権を得たことで貴族階級の者たちが幅を利かせ、昨今では貴族本位の政策が行われつつある。

　その結果……階級による差別が国民たちの中で生まれるようになってしまった。

「……マキシミン先生は、今のリーベシルトの在り方に疑問を抱いていますか？」

　なんとなく、ティアはそう問いかけていた。

　その言葉に驚きながらも、マキシミンは小さく笑みを作る。

「私はリーベシルトの魔法騎士である以上、国の方針に従うまでです」

「……そう、ですか」

「ですが、私個人としては以前の方が好きでした」

　昔を懐かしむように、マキシミンは目を細める。

「かつて私はこの学園で仲間たちと戦い、祖国に神樹の加護をもたらしました。そして名誉騎士として叙勲を受け、今ではこの学園に講師として呼ばれるまでに至りました」

　リーベシルトにおいて、神樹の加護を勝ち得た者たちは『名誉騎士』の称号を賜る。

　祖国に神樹の加護をもたらした貢献、他国との激戦を勝ち抜いた栄誉ある騎士として国民から多大な信頼と羨望を向けられ、国の要職に就く者も多い。

　名誉騎士として叙勲を受けたのは、マキシミン個人の実力もあっただろう。

「しかし私たちが勝つことができたのは、共に戦った仲間たちがいたからです。戦いの中であれば階級や出身など気にしない、仲間たちが団結して動き、互いを守りながら全ての困難を乗り越える……それこそが『愛の盾』の名を冠するリーベシルトの騎士です」

　少しだけ照れくさそうに語ってから、マキシミンはティアの頭をぽんと叩たたく。

「今の時代を担うのはあなたたちです。がんばってくださいね」

　そう励まされ、ティアはこくんと小さく頷うなずいた。

「……ところで十五年前から魔法騎士だったということは」

「はいはいアルフティアさん、同じ女性なんですから歳としのことを考えちゃダメです」

　ガシッと肩を掴つかみながら、マキシミンが笑顔で迫ってきた。なるほどこれは怖い。

　そんなやり取りを交わしていた時、受付からヘルミナたちが戻ってくる。

　しっかりとトレイを握りながら、シャーリはニコニコと笑みを浮かべていた。

「ちゃんと料理を頼めましたっ！　わたしは偉い子ですっ！」

「うんうん。シャーリさん頑張ったねー」

「少々戸惑っておりましたが、徐々に慣れていくでしょうッ!!」

　表情を輝かせるシャーリを見て、付き添いの二人が和わ気き藹あい々あいと会話を交わしていた。

　そして、シャーリはてててとティアの下に歩み寄る。

「アルフティアさんっ！　声を掛けていただいてありがとうございますっ！」

「ええ。こちらも力になれて良かったわ」

　ティアが手を差し伸べると、シャーリもにぱりと笑みを浮かべながら握り返した。

「本当に本当にっっ！　感謝の舞を捧ささげたいくらいですっ！」

「……そこまで気にしなくてもいいわよ？」

「いえいえっ！　このシャーリ・セントラル、このご恩は忘れませんっ！」

　感謝の意を表すように、シャーリはぺこぺこと何度も頭を下げる。

　そして──




　べしゃり、と頭に乗っていた白竜がトレイに落下した。




　からん……とトレイに乗っていたスープの皿が虚むなしく床に落ちる。

「うあああああああああああああああああっっっ!?」

「ああ……これは、なかなか派手にやったわね」

　スープ塗まみれになった白竜を抱きながら、ティアが自身の惨状を眺める。

「すみません今持ってるお金ってこれだけなんですけどッッ!!」

「別に大丈夫よ。だからそのお財布はしまいなさい」

「ならば死で償うべきですかッ!?」

「あなたの謝罪ってお金か死の二択しかないの……？」

　地面に頭を擦こすりつけるシャーリを見て、ティアは淡々と顔のスープを拭い取る。

　そんな中、白竜はティアの胸に抱かれながらスープをちろちろと舐なめていた。





　　　　◇






　ティアが食堂で一騒動を起こしていた時。

　ユウマは部屋に篭こもりながら、会話に耳を傾けていた。

「うんうん、順調そうで何よりだ」

　満足そうに頷うなずいてから、ユウマは軽く身体からだを伸ばす。

　ティアに対して行ったのは、ニンジャたちが用いる術法の一つだ。

『忍にん獣じゆう契けい約やくの法』

　巻物に封じられた霊獣を契約対象に憑ひよう依いさせ、口寄せの対象とする術法。

　これによってティアはユウマの使役対象となり、魔力を通じて会話内容をこちら側が傍受することができるようになった。

　ティアを介することで、ユウマ自身は大きく動く必要が無くなる。

　そもそも──ユウマは下手に動くことはできない。

「トトリちゃんも余計な物を渡してくれちゃって」

　愚痴を零こぼしながら、ユウマは懐に手を入れる。

　全ての生徒に対して配られた樹じゆ帳ちよう。

　しかし、ユウマに渡された物には別の機能も組み込まれている。

　学園の規則が書かれているページを飛ばし、ユウマは最後のページを開く。

　そこには──今朝からユウマが取ってきた行動記録が記載されていた。

「なになに……時間は分刻み、位置は花壇の位置まで把握、他者との会話は記録される。筆記も検知される。あとは周囲で魔法が使われた際の魔力検知と──」

　行動記録の内容を読みながら、その仕組みを把握していく。

（何も言わずに首輪を渡すとは……トトリちゃんも抜け目ないねぇ）

　トトリは樹帳の機能について語らず、『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の容疑者を生徒と断定していた。

　つまり、学園の職員には容疑者から外れる理由があるということ。

　そして生徒用と職員用に区別していることから、その理由が樹帳にあると考えて色々と試してみたら……まぁ、案の定どっさり監視機能が付いていたといったオチだ。

　そしてもう一つ、調べておくべきことがある。

「ティアが着替えに戻ってくる前に済ませておくか」

　先ほど使った巻物を机に広げてから、その上に手を置く。

　そして──再び巻物の文字が浮かび上がった。

　文字がユウマの腕へと這はい上がり、消失したのを確認してから軽くこめかみを叩たたく。

「へいへい、カラスさん。手品の出前を頼みたいんだが」

『ういういー！　カラスが飛び出るビックリショーが御所望でーっ!?』

　ユウマが言葉を口にした直後、アホっぽい女性の声が頭の中に響き渡った。

『ひゃっほうユウマっち久しぶりだー！　もしかしてうちが恋しくなっちゃったッ!?』

「え、別にそんなことないけど」

『やめて素で返さないでッ！　幼なじみを蔑ないがしろにしないでッ!!』

「まぁどうでもいいや。ヤッちんに聞きたいことがあるんだけど」

『ちぇー……久々だってのにユウマっちがツレないよー……』

　しょんぼりとした声を聞きながら、ユウマは改めて本題に入る。

「今リーベシルトを担当してるのってヤッちんだよな。ちょっと情報が欲しい」

『なになに、なんか問題でも起こりそうな気配ー？』

「そんなところだ。最近リーベシルトで目立った事件とかあったか？」

『うんや、ないよー？　十五年前に体制が変わって階級格差は酷ひどくなったけど、うちらが関わるような大きなことは起こってないかなー？』

「それじゃ十五年前の出来事について詳しく」

『そりゃアレだよー。「ヴェルフレッド王の不義」ってやつだー』

　その言葉を聞いて、ユウマはその一件について思い返す。

　リーベシルト国王、ヴェルフレッド・フォン・リーベシルトが起こした不祥事。

　国王として婚約者を持ちながら、どこの身とも知れぬ女性に子を孕はらませた件について、諸侯派は「騎士国家の王としての意識に欠ける『不義』である」と王を激しく非難した。

　しかしヴェルフレッド王は弁解することなく、一切の沈黙を貫いた。

　その結果、王は議会における発言権を失い、擁護していた王党派の発言力も弱まる形となり、リーベシルトの政治体制は大きく諸侯派へと傾いた。

『あれは色々大変だったねー。諸侯派のトップが裏で動いていたこともあって王家大炎上、関係者やら側近やらが大粛清を受けたもんだよー』

「……その諸侯派のトップってのは、ギマイン家か？」

『およ、よく知ってるねー？』

「最近、そんな奴やつの名前を聞いたもんでな」

　適当に言葉を返しながら、ユウマは情報を整理していく。

「んじゃ、その件について情報をまとめておいてくれ。またこっちから連絡する」

『あいあい任されたー。他に何か聞きたいことあるー？』

「あとは……ギマイン家とフォワード家の関係について教えてくれ」

『うんー？　なんでそんな辺境貴族の名前が出てくるのー？』

「質問は無しだ。知っている限りでいいから教えてくれ」

　そう急せかすと、しばらく唸うなり声ごえが聞こえてくる。

『んとー、覚えてる限り関係は無いはずだけどなぁ。フォワード家も旧ふるくから続く名家だけど、自分の領地以外には影響力も無いって感じだしねー』

「それなら家柄じゃなくて個人だ。フォワード家の娘との関係性はないか？」

『んんー？　娘ってどういうこと？』

「だから質問は無しだって言っ──」

『そうじゃなくて、フォワード家に娘なんていないよ？』

　そう、相手の女性は告げた。

『フォワード家における現在の家族構成は当主のジョシュア・フォン・フォワード、夫人、あとは息子が一人と犬が一匹、それ以外だと使用人の女性が五名って感じかなー？』

「……ちょっと待て、それは間違いないよな？」

『うちらが間違うわけないって、ユウマっちが一番知ってるっしょー？』

　たしかに、ニンジャたちによる情報収集の手腕は誰よりも理解している。

　だが、それならアルフティアという少女は──

「ヤッちん、今すぐ『ヴェルフレッド王の不義』について全ての情報をくれ」

　言葉の雰囲気を変えてから、ユウマは静かに告げる。




「こいつは──俺たちが動かなきゃいけない案件だ」
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●三章




　インペリウム魔法学園に入学してから、二週間ほどが過ぎた。

「んっ──く、ぅ……」

　軽く身体からだを伸ばしてから、ティアは小さく欠伸あくびをした。

　むにむにと目元を擦こすってから、そのまま室内を仕切るカーテンを開ける。

　すると──香ばしい匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　それだけでなく、フライパンを揺する音と油の跳ねる小気味の良い音が聞こえてくる。

　匂いと音に釣られるように、ティアがぽてぽてとキッチンに向かっていくと……何やら、ユウマが手慣れた様子で作業をしていた。

「…………なにしてるの？」

「おはようさん。ちょっと料理でもしようかと思ってな」

　そう言って、ユウマはキッチンに置かれている物を指さす。

　食材が置かれているのかと思ったが、そこには乾燥させた草、湯ゆ掻がいた花、泥を落とした根、大きな樹皮、そして何かの粉末などが所狭しと置かれている。

「…………料理？」

「そっちは薬だ。朝食はテーブルの上に置いてあるよ」

　そう言われて、ティアはテーブルの上に視線を向ける。

　綺き麗れいに焼かれた目玉焼きとベーコン、鮮やかに盛られたサラダ、香ばしい匂いの白パン。

　それらをぼんやりと眺めていたら、くぅとお腹なかが鳴った。

「俺はまだ作業があるから、ティアは先に食べていいぞ」

「…………パン、もっと欲しい」

「おかわりはバスケットの中だ」

「……ん、ありがとう」

　まだ頭が回り切っていない中、ユウマの頭をわしわしと撫なで回す。

　しばらく頭を撫で回していると、ユウマが驚いたように目を丸くしていた。

「あー、朝はそうやって実家の犬を撫でてたってことか」

「うん……私の寝起きが良くないから、よく起こしに来てくれたのよ」

　以前にも思ったが、やはりユウマの髪質は犬のようだ。撫でているだけで懐かしい気分になるし、なんとなくフォワード家で過ごしていた日々を思い出してしまう。

「イイ子、イイ子」

　あの頃のことを思い出していたせいか──そんな言葉を口走ってしまった。

　そのせいで急激に頬ほおが熱くなり、一気に眠気が吹き飛んでいく。

「…………今のは忘れなさい」

「うっす。犬、しっかり忘れました」

「調教の甲か斐いがあって何よりよ」

　照れ隠しでユウマの頭をてしんと叩たたいてから、ティアはそっぽを向く。

　その直後、ぴこんと頭の上に妙な感触が生まれた。

「ああ、うん……あなたもイイ子だから戻りなさい」

　ぴこぴこと動く猫耳を指先で触ってやると、生えた猫耳がスッと消えた。

「えぇ……なんでティアさん動物霊を飼い慣らしちゃってんの……？」

「慣れたのよ」

「慣れってスゲーなッ!!」

「この子って好奇心旺盛なのか、気を抜いた時によく出てくるんだもの。だけどちゃんと言ったら戻ってくれるから、あなたより聞き分けが良い子よ？」

「ついに俺の比較対象が犬だけでなく猫にも及んだか……」

　落ち込んでいるユウマを放置して、ティアはテーブルの椅子に腰かける。

「ところで……あなたは何もしなくていいの？」

　それは当然、学園長から命じられた『犯人探し』についてだ。

　この二週間、ユウマと一緒に生活しながら様子を観察していたが……初日以降、特に目立った行動を取っていない。

　朝起きて、一緒に登校して、授業中は静かに板書を写し、午後はティアの鍛錬に付き合って、食堂で一緒に夕飯を食べて、ベッドに入って一日を終える。

　何の変哲もない学園生活を過ごしているだけで、他に何かをしている様子はない。

「それに……足跡を辿たどって色々場所を教えたけど、怪しいところも無かったでしょう」

　ユウマの指示でクラスメイトたちの足跡を辿ったが、ティアの見た限りでは怪しい場所に出入りしている様子も無かったし、そんな行動を取っている人間はいなかった。

　正直、あの足跡を調べる意味がわからない。

　そんな疑問を汲くみ取とったのか、ユウマが作業の手を止めてこちらに振り向く。

「あの足跡は行先や動向じゃなくて、クラスの人間関係を調べるためだ」

「……人間関係？」

「足跡は情報の塊だ。足の大きさ、歩幅、力の掛け方、癖で個人を特定できるし、劣化具合で時刻、そして二つの足跡が一緒に歩いた距離や間の広さで親密度までわかる。あとは足跡の掠かすれ方かたや普段と違う歩幅などから、当時の状況も推察できるってわけだ」

　言われてみれば、辿っていた足跡の輝きには濃淡があったし、形がくっきりと残っているものもあれば、中には擦こすれて途切れたような足跡もあった。

「その足跡から、具体的にはどんなことがわかったの？」

「まぁ、たとえばクラスメイトのヴァンデルくんとエイシスさんが恋人関係とか？」

「………………え」

「ヴァンデルくんはエイシスさんの足跡と合流した後、普段と比べて歩幅を狭めて歩調を合わせてる。そして二人の足跡が一緒だった距離は長く、長時間一緒にいたことを示す。その後、二人は道を外れて人気の無い林に入った後、エイシスさんの足跡が爪先だけ残っていたことから、おそらくヴァンデルくんに向かってズギューンと──」

「わ、わかったからっ！　それ以上言わなくていいからっ!!」

　その先を聞くのは二人に悪い気がして、ティアは慌てて言葉を遮る。なんというか、教室で見た時の二人にはそんな雰囲気が無かったので意外だ。

　軽く咳せき払ばらいをしてから、ティアは話を元に戻す。

「それで……あなたから見て怪しい人間はいたの？」

「ああ。明らかに怪しい動きをしている足跡があった」

　はっきりと、ユウマは断言する。

「だけど、まだ学園側には報告しない」

「……どうしてよ？」

「足跡は状況証拠でしかない。だから決定的な証拠を用意する必要があるってこと」

　珍しく、ユウマは空虚な表情を浮かべていた。

　見えない何かの先にある、その事実を眺めるように。

　その横顔を眺めていた時──不意に甲高い音が鳴り響いた。

「さて、湯が沸いたから話はおしまい。早く食べないと時間無くなるぞ」

　軽く身体からだを伸ばしながら、ユウマがゆっくりと歩み寄る。

「こっちのことは心配しなくていい。ティアは普段通り過ごしていればいいんだよ」

　苦笑しながら、ユウマがぐりぐりと頭を撫なで回してくる。

　一度だけ、子供の時にそんな手で撫で回されたことがあった。

　そのことを思い出してしまったせいか、なんとなく居心地が悪くなり──

「……別に、心配してたわけじゃないわよ」

　そっぽを向きながら言葉を返すと、再び猫耳がぴこんと生えた。





　　　　◇






　普段と何一つ変わらない日常。

　しかし、その日から日常は大きく傾かしいだ。

「はいはい、本日の座学は白魔法に関するものではありません」

　始業と同時に姿を現したマキシミンは、開口一番にそう告げた。

「これから皆さんには──『六法戦』についての説明を行います」

　兜かぶとを脱ぎ、マキシミンは微笑ほほえみながらクラス内を見回す。

「皆さんもご存ぞん知じとは思いますが、神樹インペリウムに蓄積された魔力を引き出し、放散させるめには豊ほう穣じようの儀と呼ばれる工程を必要とします。それが六魔法混交戦闘、通称『六法戦』と呼ばれる合同戦闘ですね」

　カツカツとチョークを走らせながら、マキシミンは説明を続けていく。

「『六法戦』は毎月末、一年間で合計十二回行われます。これらの戦績はあなたたち生徒にとっての試験であり、国にとっては神樹の魔力取得権を決める重要な戦いです」

　表情を改めながら、マキシミンは生徒たちを見回す。

「そしてそして、『六法戦』で重要なのは戦闘形式が毎回異なるところにあります」

「はいはーい！　戦闘形式って、たとえばどんなのがあるんですか？」

　ヘルミナの質問に対して、マキシミンは微笑と共に指を立てる。




「今回の戦闘形式は──『オリエンテーション』です」




　訝いぶかしむ生徒たちとは対照的に、マキシミンはニコニコと楽しげに説明を続ける。

「今回、皆さんはインペリウム魔法学園で初めて『六法戦』を行います。それがどのようなものか慣れていただくための『オリエンテーション』という意味でもありますね」

「それは……具体的にはどのような内容なんでしょうか？」

　小さく挙手をしたティアに対して、マキシミンはゆっくりと頷うなずく。

「内容の概要は『魔法具の回収』となります。学園内に隠された魔法具を回収し、所属クラスの陣地まで運搬する。その数と種類によってポイントが与えられます」

　そう言って、マキシミンは三種類の絵を描いた。

「目標物の魔法具は指輪などの装飾品が一点、魔導書や儀式短剣などが三点、長剣、杖つえ、盾や鎧よろいといった大きな品は五点と、種類と大きさで取得ポイントが割り振られています。目標物の詳細リストを渡しておきますので、しっかりと目を通しておいてくださいね」

　授業前に配られていたリストを眺めながら、クラスメイトたちは困惑する。

　とても国の威信と利益を懸けた戦いとは思えないと表情が物語っている。

　しかし、これは単に『目標物を回収してくる』という話ではない。

「この『オリエンテーション』は、魔法犯罪に関わる者たちが保有する違法薬物や魔法触媒を奪取するという想定で行います。なので目標物を回収した後、それらを自陣にまで運び込むことでポイントになるということですね」

「ふむ……つまり運び入れてしまえばこちらのもの、ということですなッッ!!」

「いやいや、何をバカなことを言っているのですか？」

　セオドールの発言に対して、マキシミンはにっこりと笑みを向ける。

「たとえ自陣に運び入れても、その後に奪われたらポイントにはなりません。他にも勘違いしている方がいそうですが……これは紛まぎれもなく実戦を想定して行う戦いです」

　クラス内を見回してから、マキシミンは目を細める。

「運搬途中に他クラスを襲撃しても構いません。他の陣地から目標物を奪取しても構いません。あらゆる妨害や罠わなも許可します。どのような手を使ってでも目標物を手に入れ、そして最後まで守り切ることが今回の趣旨となります」

　マキシミンは笑みこそ浮かべているが、その目は一切笑っていない。

「実戦にルールは存在しない──それを忘れないように」

　脅すように声音を低くしてから、やがて普段の柔和な笑みに戻った。

「まぁまぁ、実戦と違う点は戦いで死ぬことは無いということです。樹じゆ帳ちようを持っている限り、君たちの安全は確実に保証されますし、治療魔具には最先端の技術が用いられています。少しくらい足とか腕が吹っ飛んでも、時間を掛ければ元通りになりますので」

　しかし、とマキシミンは言葉を続ける。

「樹帳の障壁を発動させた場合は死亡扱いとして脱落となり、人数に応じてポイントが減点されます。くれぐれも無む茶ちやな行動を取って死なないように注意しましょう」

　ニッコリと圧のある笑みを向けてから、マキシミンは兜かぶとを抱える。

「はいはい。ということで『六法戦』の説明は以上となります。我々学園側の人間は公平性を期すため、『六法戦』には一切関わらないように厳命されています。作戦、戦術、それらを生徒たちに自分で考えてもらうのも目的の一環ですから」

　インペリウム魔法学園の理念は「魔ま法ほう士しの育成」だ。

　生徒自身に作戦の立案や有効性を考えさせ、『六法戦』という模擬戦で実践することによって地力を向上させる意図があるのだろう。

「ではでは、今日の授業は『六法戦』に向けてクラス全員で作戦会議などを行ってください。国の将来を担うあなた方が、祖国のために勝利をもたらしてくれると期待しています」

　教え子たちに期待の言葉を掛けてから、マキシミンは教室を後にした。

　ざわつく教室内で、ティアは腕を組みながら思案する。

　学園で行われる『六法戦』は十二回。

　初戦となる今月の『六法戦』は、六クラス全体の練度がほぼ同じ条件下で行われる。

　しかし回数を重ねるごとに各クラスの練度は洗練され、クラス間における実力が拮きつ抗こうするだけでなく、戦闘が激化して容易に勝利するのが難しくなる。

　勝てる可能性が高い時に、確実に勝利を取りにいかなくてはいけない。

　そのために、まず必要となるのは──

「──ほい、ちょっと提案があるんだけどいいか？」

　ティアが思考に没頭していた時、不意にユウマが声を上げた。

　クラス中の注目を浴びる中、ティアはユウマの袖をちょんちょんと引く。

「ちょっと、またふざけたことを言うんじゃないわよね？」

「いや真面目な提案。まずクラスのまとめ役を決めようぜ」

「…………まとめ役？」

「白魔法士ってのは連携とか集団行動が主体なんだろ？　クラス全体の指揮を執る人間が必要だし、今後『六法戦』に向けて作戦会議をする機会も多い。それなら最初にリーダーを決めておいた方がスムーズなんじゃないかなって」

　そう、ユウマが気の抜けた表情と共に提案した。

　その提案を聞いて、ティアは目をくりくりと開き──

「あなた……もしかして調子が悪いの？」

「ティアちゃん、俺がまともだとおかしいって風潮は良くないぞ？」

「だって急にまともなことを言うんだもの」

　ユウマの頬ほおをぺちぺち叩たたいてから額に手を添えてみる。うん、熱は無い。

「『六法戦』とやらが始まるまで十日。それを長いか短いかと捉えるかはともかく、こうしてグダグダ時間を浪費するより建設的だと思うぜ？」

　ユウマの言葉を聞いてクラス内のざわめきが徐々に収まっていく。以前のこともあって訝いぶかしむ者もいたが、言い分は正しいと理解してのことだろう。

　しかし立候補する者はいない。

　魔法を習得しているとはいえ、この場にいるのは二十歳にも満たない者たちだ。

『六法戦』という実戦形式の場というだけでなく、その勝敗によって国の趨すう勢せいが決まる以上、その重責を自ら負おうとする人間は稀まれだろう。

「ほらほら、立候補者がいないならティアちゃんに決まりだぞー」

「なんであなたが勝手に決めてるのよ……」

「だって一番の適任だろ？　あんまり物事に動じないし、他人相手に指示を飛ばす時も遠慮しない。上に立つ人間ってのは実力以上に性格や人柄が重要だと俺は思うぜ？」

　へらへら笑いながら言われたので癪しやくだったが、間違ってはいない。

　言葉にすれば簡単だが、戦況を正しく分析して把握するには平常心が必要であり、性格的に他人に対して指示を出すのが苦手という人間もいる。

　それで言えばティアは物事に動じる方ではないし、他人への指示も躊ちゆう躇ちよしないが──

「……それなら私以上に適任がいるわ」

　ゆっくりと首を横に振ってから、適任者の名を挙げる。

「ラウル・ギマインくん──私は、あなたを指揮官に推薦するわ」

　事の次第を静観しているラウルに対して、ティアはその理由を語る。

「あなたはリーベシルトの魔法騎士団総帥、ギマイン家の嫡子よ。その才気と手腕は血筋に受け継がれ、幼少の頃から総指揮を執る父君や部隊指揮を任される兄君の姿を見て育ってきている。このクラスであなた以外の適任はいないと私は思っているわ」

　ラウルに対して、ティアは良い感情を抱いていない。

　しかし、今は自分の感情を捨てるべきだ。

　祖国に勝利をもたらし、神樹の加護を得るためには最善を尽くす必要がある。

　騎士国家リーベシルトが加護を得たのは十年近く前であり、このまま負けを重ねていく事態に陥れば……国は緩やかに衰退していくことになる。

　その未来だけは、何があろうと回避しなくてはいけない。

「だから、私は指揮官を辞退し──」

「──いいや、僕よりもアルフティアさんの方が適任でしょう」

　人の好よい笑みを浮かべながら、ラウルがこちらに視線を向けてくる。

「たしかに僕は父や兄から魔法騎士としての薫陶を受け、作戦指揮について多く学ぶ機会がありました。ですが……階級を重んじるリーベシルトの人間として、自身より位の高い人間を差し置いて指揮を執るなどできません」

　笑顔の裏に見える、邪悪で悪意に塗まみれた感情。

　それを感じ取った瞬間、ティアの心臓が大きく跳ねた。




「そうでしょう──アルフティア・フォン・リーベシルト王女殿下」




　ラウルがその言葉を口にした直後、クラス内の空気が一変する。

「王女って……まさか、『不義の娘』ってことか？」

「でも、それは公にはされていないはずじゃ……」

「ギマイン家は国事にも関わる大家だ。知っていても不思議ではない」

　ティアへと視線を向けながら、クラスメイトたちが口々に言葉を交わしていく。

　その言葉が、視線が……まるで毒のように全身を駆け巡っていく。

「父上の事情もあり、今まで御身を偽いつわってきたとはいえ……アルフティア様が王女であることに変わりありません。だからこそ、僕は貴女あなたを指揮官として推薦致します」

　慇いん懃ぎんな言葉と共に、ラウルはティアに対して恭しく頭を下げる。

　それを見た瞬間、ティアは奥歯を噛かみしめていた。

　ここで怒りを見せるわけにはいかない。

　今まで通り──自分を殺さなくてはいけない。

「ひとまず今日は解散にしよう。みんなも今は困惑しているだろうし、明日の自習時間から『六法戦』に向けて作戦会議をしようじゃないか」

　そう言い残して、ラウルは一礼と共に教室を出ていく。

　そんなラウルの行動に倣って、クラスメイトたちは困惑しながらも席を立ち始めた。

　一人、二人、三人──誰もが無言のまま教室を去っていく。

　その中で、ティアだけは立ち上がることができなかった。

　俯うつむき、自身の中にある黒い感情を抑え込んでいた。

　そして、ティアがゆっくりと顔を上げた時──

「──ん、それじゃ俺たちも飯に行こうぜ」

　普段と変わらない、気の抜けるような笑みを浮かべるユウマの姿があった。
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　共用食堂に来るまでの間、二人の間に会話はなかった。

「……何も訊きかないのね」

　ぼんやりと食事を取っていた時、不意にティアが言葉を漏らす。

　それを聞いて、ユウマは気だるそうに頭をもたげた。

「だってティアの秘密に関することだろ。それなら訊かないって約束だ」

「別に構わないわよ。だって……もう秘密じゃなくなったんだから」

　自嘲気味に、ティアは口元に笑みを作る。

　ティアが隠し通してきた、自身の出生に関する秘密。

「私は国王ヴェルフレッド・フォン・リーベシルトの娘……王家の血筋を引く人間よ」

「なるほどなぁ。つまりフォワード家の娘っていう俺の読心術はハズレだったわけだ」

「そうね。だけど……フォワード家は父の命で私を匿かくまってくれて、私を本当の娘のように育ててくれた。だから半分アタリってことにしてあげる」

　初めて会った時の会話を引き合いに出しながら、ティアは力無く笑う。

　しかし、ユウマは何も答えない。

　その様子を見て、ティアはぽつぽつと自身について語り始めた。

「あなたは……『ヴェルフレッド王の不義』については知っている？」

「ああ、知ってるさ。騎士国家リーベシルトの君主が起こした不祥事だろ」

「ええ。私の父は十五年前、リーベシルトの全国民に対して『不義』を働いたの。婚約者がいる身でありながら、他の女性に手を出して子供を孕はらませるっていうね」

　もしも他の者であれば、一時の過ちとして片づけられただろう。

　もしも他国であれば、ここまでの事態に発展することは無かっただろう。

　だが──騎士国家として忠誠と廉潔を掲げる国の王だからこそ大きく燃え広がった。

「『騎士国家リーベシルトの君主は、王であるのと同時に騎士である。国に対する忠誠と廉潔を貫けぬ者に王たる資格はない』……それが建国当時、初代リーベシルト国王が国民たちに対して誓った文言なの」

　そして、王家はその文言を守り続けてきた。

　建国当時……それこそ数百年近い間、その誓約を守り続けた。

　王として国に対する忠誠と廉潔を守り、騎士国家を統べる者として相応ふさわしい姿を示すことで、国民たちも忠誠と廉潔を守り、自身の在り方に誇りを持って生きてきた。

　しかし、ヴェルフレッド王は誓約を破った。

　婚約者を持ちながら、一時の感情に溺れて他の女性を孕はらませた。

　数百年間、今代まで守り通してきた王家の誓約を蔑ないがしろにした。

「それは不祥事なんて言葉では済まされない。誓約を蔑ろにするということは、今まで築き上げてきたリーベシルトの歴史を踏みにじることであり、王家を信頼して従ってきた国民たちを裏切ることであり、掲げてきた騎士としての誇りを否定する行いだから」

　王家が騎士国家の君主として相応しく振る舞い、その立場に甘んじることなく責務を果たしていたからこそ、下にいる者たちは王と国の名に誇りを持って生きてきた。

　しかし最高位の王家が『不義』を働いたことで、国民たちは王家に対して不信感を抱き、国の在り方に迷いを抱き、自分たちの誇りに疑念を抱いた。

　その後の結果は容易に想像できる。

「私は母の伝聞と歴史書を読んだに過ぎないけど……当時、ずいぶんと国は荒れたそうよ。労働階級の民は雇用者に不信感を抱き、中流階級の民は暴徒となった者たちを鎮圧することに疑念を持ち、貴族たちは元凶となった国王を激しく非難した」

　その事態を収拾するため、ヴェルフレッド王は議会における発言権を剥はく奪だつされた。

　それに準じて王党派の発言力も弱まり、議会の主導権は諸侯派たちに握られ、一部の貴族たちが優位になる政策が可決されるようになった。

　そうして……騎士国家リーベシルトの信頼で成り立っていた関係は崩れ去った。

「クラスメイトたちの反応も当然よ。私の父は長くから続いた王家の誓いを破り、それを蔑ろにした。そして──私はそんな『不義』によって生まれた娘なんだから」

　ティアの存在はリーベシルトの汚点であり、王が犯した『不義』の象徴と言える。

　それと同時に、今現在国に起こっている不平不満の元凶を作った人間とも言えた。

「だから──お前は『不義の娘』と呼ばれるのか」

　ユウマの言葉に対して、ティアは静かに頷うなずく。

「そして私は遠縁であるフォワード家に身を隠し、その娘として生きてきた。王家の血族という立場を捨て、父のことを忘れるように努めてきた」

　そこまで語ったところで、ティアは軽く頭を振った。

「だけど、まさかラウル・ギマインが正体をバラすとは思っていなかったわ。ギマイン家が私の存在を知る数少ない立場だったとはいえ、それを息子に伝えているなんてね」

　ギマイン家は『ヴェルフレッド王の不義』について全てを知り、『不義』によって生まれたティアの存在を知りながらも、それを公にはしなかった。

　だからこそ、アルフティア・フォン・フォワードとして生きてこられた。

　しかし、素性を明かされた以上は『不義の娘』として生きて行くしかない。

「私の秘密は知られてしまったけど、部屋はそのまま使い続けて構わないわ。これから忙しくなるから、協力については約束できなくなるけど」

　そう締めくくってから、ティアはおもむろに立ち上がり──

「──だが、それは事実であって真実ではない」

　肘をつき、口元に笑みを作りながらユウマは語る。

「ヴェルフレッド王はお前の実父だ。ラウルが明かしたということは、お前が王家の血筋であることは間違いない。だが、お前は一度も父親の無実について唱えなかった」

　父親が間違いを犯したという件について、ティアはその事実を他ひ人と事ごとのように語った。

　娘として、父親の無実を一度として口にしなかった。

「だが、お前は父親を憎んでいるわけでもない。少しでも憎悪や嫌悪を抱いているのなら、その人物について語る時に少なからず感情が入るからだ」

　他人事のように語ったということは、その事実に対して大きな感情を抱いていない。

　もしくは、感情を押し殺して語ったということだ。

　その言葉を聞きながら、ティアは唇を震わせる。

「私は……父について詳しく知らないだけよ」

「いいや嘘うそだ。お前は父親がどんな人間か深く知っている。母娘おやこを王都から逃がし、他家の力を借りて匿かくまい、援助を行ってきた父親についてな」

　それは愛あい妾しようとその子供に対して行うには、あまりにも過ぎた行為だ。

　それは──本物の妻と娘に対する、深い情愛によって行われたものだ。

「お前たちを王都から逃がして匿ったということは、母娘に何かしらの危険が迫っていたということだ。そしてヴェルフレッド王は事実について一切の『沈黙』を貫いている」

　肯定でも否定でもなく、王は事実について沈黙し続けた。

　肯定すれば民に虚偽を示すことになり、否定は妻子を裏切ることに繋つながる。

　だからこそ、忠誠と廉潔の王は沈黙している。

「お前は父の人間性を知り、事実が真実でないことを知った。それでも先の会話で無実を主張せず、感情を殺してまで語ってみせたのは──」

「──ええ、そうよ」

　ユウマの言葉を遮るように、ティアが口を開いた。

「私は全てを知った上でこの学園に来たんだもの」

　先ほどとは違う、毅き然ぜんとした態度と共に告げる。

「これは──私にしかできないことだから」

　不格好な笑顔と共に、そんな言葉を口にする。

　そしてティアは静かに席を立ち、ユウマに背を向けて立ち去っていく。

　どこまでも小さい、無力な背中を見せながら。

「……カッコいいねぇ」

　その背を眺めながら、ユウマはそんな言葉を口にする。

　先ほどの会話で、ティアは父について語る時に手を震わせていた。

　そのやりきれない想おもいを隠すことができなかった。

　一人で、その胸の内に秘め続けてきた想いを。

「まったく……『正義』ってのは眩まぶしすぎて嫌になっちまう」

　自分とは違う『正義』と呼ぶに相応ふさわしい在り方。

　自分にはない目が眩くらむような在り方。

　自分を犠牲にしてでも目的を為なそうとする意思。

　その思考を振り払うようにユウマが頭を振ると……テーブルに影が差した。

「うぇーいっ!!　あたしはだーれだっ!?」

　誰かが抱きつく感触と同時に、そんな声が聞こえて来た。

「リフィル、悪いけどそんな気分じゃないからやめてくれ」

「ちぇー、一発でバレちゃったかぁー」

「俺は頭の後ろにも目が付いてる。だから今はお前の胸をガン見してる状態だ」

「……そーいう、なんかエッチなのはよくないっしょ？」

　こちらから手を放し、リフィルがじとりと睨にらみながら後ずさっていく。スキンシップが激しい割に、こういうネタは苦手らしい。

「それで、俺たちの会話を盗み聞きしてた理由はなんだ？」

「あー、まぁ……二人とも真剣な顔だったし、てっきり『六法戦』の話をしてるのかと思ってコッソリ聞いてたんだけど……まぁアレな話だったみたいな？」

「まさかの重たい身の上話だったから気後れして隠れちゃったけど、なんとなく話の内容が気になって立ち去れなくて、だけど話を聞いちゃった罪悪感とか申し訳ない感じを色々と誤ご魔ま化かすために出てきて抱きついてきたと」

「そこまでガッツリ見透かされると逆に恥ずかしいからやめてーッ!!」

　誤ご魔ま化かすようにパタパタと手を振ってから、リフィルはサイドテールを指先でいじる。

「それで気になったんだけど……ユーマくんは白チビのことを助けてあげるの？」

「いいや、俺から助けるつもりはないよ」

　はっきりとユウマは断言する。

「俺には今のティアを助ける理由がないからな」

「今の、ってことはいずれ助けてあげるってことでしょ？」

「やけに食いつくじゃないか。お前には関係ないはずだろ？」

　声音を落とし、睨にらむようにリフィルを見つめる。

　しかし、リフィルは何とも言えない表情で頬ほおを掻かいた。

「関係ないけど、ちょっぴり関係あるんだよ」

「…………なんだそりゃ？」

「子供の頃、白チビによく似た友達がいてさ。あたしはその友達に何もしてあげられなかったから……ユーマくんならどうするのかなって気になっただけ」

　そう、リフィルは寂しげに笑う。

　その表情が何を物語っているのかは知らない。

　その言葉が過去形である意味も知らない。

　だが──少なくとも、嘘うそはついていなかった。

　だからこそ、ユウマは普段通りに気の抜ける笑みを返す。

「それで、俺の回答は何点だったよ？」

「んんーっ！　あたし個人としては百点満点かなっ！」

「そんなに評価してくれるとか俺のこと大好きかよ[image: ][image: ]ッ!!」

「うんうんっ！　あたしはユーマくんのこと好きだよーっ！」

「あ、そういう言動は勘違い男子を量産するから気を付けるように」

　リフィルを引ひき剥はがしてから、ユウマはなんとなく問い掛ける。

「そういや、なんでお前はティアを『白チビ』って言うんだ？」

「だってなんか悪口っぽくないっ!?」

「必死に悪口っぽいことを考えてるお前は悪人向きじゃねーな」

「なにそれ？　悪人に向き不向きってのがあるの？」

　きょとんと首を傾かしげるリフィルを見ながら、ユウマは苦笑と共に立ち上がる。

「悪人ってのは──俺みたいな奴やつのことを言うんだよ」

　そんな言葉を返してから、ユウマはひらひらと手を振りながら背を向けた。
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　ティアの正体が明かされた翌日。

　運動場には白魔法クラスの面々が三グループに分かれて綺き麗れいに整列している。

　そして……クラスの面々は、皆一様に魔法具による武装を行っていた。

　剣、槍やり、斧おの、杖つえ、鎧よろい、盾……そのどれもが、武具としても扱える魔法具であり、その佇たたずまいは騎士国家の出身として相応ふさわしい。

「さてさて、本日は実技訓練と模擬戦闘を行います。皆さんには『強化』、『魔壁』、『活性』の三グループに分かれてもらいましたが……ふむ？」

　各グループを見回してから、マキシミンはクラスの空気を敏感に感じ取った。

　不安そうに表情を強こわ張ばらせている生徒たち。

　その空気の流れは……ある一点に注がれていた。

「あのあの、アルフティアさん。状況説明をお願いしてよろしいですか？」

「……なぜ私に訊きくのでしょうか？」

「何やら皆さんの視線や注意が貴女あなたに向けられているようでしたので、理由があるのならば把握しておきたいと思いまして。それとも何か説明できない事情でしょうか？」

「いえ……私がクラスの指揮を任された以外には何もありません」

　ティアがそう答えた時だった。

「──なんだ、自分が『不義の娘』だってことは言わないのかよ」

　そんな言葉が聞こえた。

　それをきっかけとして、クラスメイトの中から忍び笑いが聞こえてくる。

　自身を嘲る言葉が、悪意の込められた言葉が、否いや応おうなしに耳へと入ってくる。

　ぐるぐる、ぐるぐると──ティアの感情を押し潰すように。

「ふむふむ……なるほど、事情は理解できました」

　先ほどの言葉とティアの様子から何かを察したのか、マキシミンが静かに頷うなずいた。

「本日は合同訓練を行うはずでしたが、普段と同じく各班で訓練を行ってください。それとアルフティアさんはこの場に残ってください」

　マキシミンの指示に従い、クラスメイトたちが各班に分かれて散開する。

　そして一人残ったティアに対して、マキシミンは表情を正してから尋ねる。

「先の『不義の娘』という言葉についてですが、それは貴女に関する事ですか？」

「…………はい」

「……なるほどなるほど。素直に答えていただけて助かります。ですが、今の状況は非常によろしくありません。その理由については語る必要もありませんね？」

　マキシミンの言葉を聞きながら、ティアは強く拳を握り締める。

「我々白魔ま法ほう士しは個ではなく群、連携を主体とすることで強固な力を発揮できます。それを貴女あなたが乱すことになりかねません」

「ッ……私は──」

「ええ、わかっています。貴女が悪くないことは私もわかっていますよ」

　歯は痒がゆそうに頭を振りながら、マキシミンは言葉を遮った。

「ですが……『六法戦』への勝利は祖国に多大なる恩恵をもたらします。私はリーベシルトの騎士として、個人の事情ではなく祖国の利益を優先しなくてはいけません」

　そして、マキシミンは静かに告げる。

「状況によっては、貴女の『六法戦』参加を見送る必要も出てきます」

「……それは、今回限りの話でしょうか？」

「今のところはそのつもりですが……もし貴女が抜けた状態で『六法戦』の結果を出せるのであれば、私は今後も同様の判断を下すつもりです」

　そこまで話したところで、マキシミンは深々と溜ため息いきをついた。

「申し訳ありません。私が本当の教師なら別の判断も下せたのですが」

「……いえ、先生の判断は正しいと思います」

　その言葉に偽いつわりはない。

　ティアの存在がクラスにとっての足あし枷かせになり、祖国の不利益に繋つながる可能性があるというのならば、その原因を排除するのは正しいことだ。

　それが、正しいことなんだ。

「ひとまず、アルフティアさんは授業の見学に留とどめておきましょう。本当なら自室学習の方が良さそうですけど……まぁ、彼のお目付け役ということで」

　苦笑いを浮かべながら、マキシミンはティアの背後を指さす。

　そこには……暇そうに座り込んでいるユウマがいた。

「いやはや、大した忠犬ぶりですね。ご主人さまが戻るのを静かに眺めてますよ」

「……あれの主人と言われると不本意なのですが」

「まぁまぁ。ともかく彼が何もしないように見張るのが貴女の役目ということで」

　ティアの肩をぽんと叩たたいてから、マキシミンはその場を去っていった。

　仕方なく、ティアはユウマの下へと歩いていく。

「お、マキシミン先生の説教が終わったか」

「……ええ。しばらく授業は見学することになったわ」

「ついでに『六法戦』の参加が危ぶまれるってところか？」

「そうね。先生から参加を見送るように言われたわ」

　事実だけを淡々と告げてから、ティアはその場に座り込んだ。

「クールだねぇ。ティアも参加したかったんだろ？」

「……仕方ないことよ。私の存在が敗北に繋つながるなら、当然の措置だと思うもの」

「ほーら、また嘘うそをついた」

　からかうような口調で、ユウマはけらけらと笑う。

「本当は『六法戦』に出ないといけない。それがこの学園に来た理由だ」

「……詮索はしないんじゃなかったの」

「詮索じゃなくて確認だよ。まだトトリちゃんの仕事は残ってるんでな」

　そう答えてから、ユウマは変わらぬ調子で言葉を紡ぐ。

「ところでティア、俺に対するお願いってのは決まったか？」

「…………お願い？」

「ほら、協力してくれた礼ってやつだよ。今こそ使い時じゃないか」

　遠巻きにちらほらと視線を向けてくるクラスメイトを指さす。

「俺はこの状況を打開できる。お前が抱えている問題を解消できる。お前が望めば、俺は何があろうと約束を果たしてみせる」

　まるで悪魔の誘いのように、ユウマが言葉を並べ立てる。

　しかし、不思議とその言葉には真しん実じつ味みがあった。

　たとえ何者が相手であろうと──この男には可能であると。

　それでも、ティアは首を横に振る。

「……いいえ、これは私一人の問題だもの」

「へぇ、自分一人の問題だから自分一人で解決しようってか？」

「ええ。だからあなたの協力は必要ないわ」

　どこまでいっても、これはティア自身の問題だ。

　その問題に他人を巻き込むことなどあってはならない。

　しかし──その答えを聞いて、ユウマは表情を消した。

「これは、お前一人の問題じゃないんだよ」

　そう、ユウマが静かに告げた直後──

「──セオドールッ！　大丈夫ッ!?」

　ヘルミナの悲痛な叫びを聞いて、ティアは思わず顔を上げた。

　視線の先、実技訓練を行っていたクラスメイトたち。

　そこには……頭から血を流し、うずくまるセオドールの姿があった。

「は、ははっ……大げさですぞ、ヘルミナ殿」

「大げさなもんかッ！　まともに当たったんだぞッ!?」

　セオドールの足元には衝撃で飛び散ったのか、赤黒い血が地面に斑まだら模様を描いている。

　そして、ヘルミナは眼前に立つ人物をキッと睨にらみ上げる。

「ラウルッ！　なんであんたが横から追撃を入れたんだッ！　今の訓練は一対一を想定して行うって最初に決めてたはずだろッ!?」

　ヘルミナが非難の声を上げるが、ラウルは笑いながら肩を竦すくめる。

「おいおい、実戦に想定外の事態はつきものだろう？」

「ふざけんなッ！　わざと不意打ちをしておいて何が想定外だよッ!!」

「僕が言いたいのはそういう意味じゃないんだよ。実戦に向けた訓練だというのに、彼は敵の不意打ちという事態を想定していなかった。訓練という意識が抜けていない証拠だ」

　ラウルが言葉を返した直後、『強化』班の者たちがせせら笑う。

「それと……ヘルミナくん、君はさっき僕を『ラウル』と呼び捨てにしたね？」

　おもむろに──ラウルはヘルミナの首根を掴つかみ上げた。

「ッ──ぁ!?」

「庶民の出である君が僕たちの名を呼ぶ時は、『様』を付けなきゃダメだろう？　庶民とはいえ騎士の任を拝命したのなら上下関係を守るべきだ」

　ギリギリと力を込める度、ヘルミナがもがくように足をバタつかせる。

　そんな諍いさかいを見てティアが腰を浮かせた時、その手がユウマによって掴まれた。

「……ッ、放しなさいっ！」

「ダメだ。あの状況を作ったのはお前自身なんだから」

　刃やいばのように鋭く冷ややかな声でユウマは語る。

「あの二人が標的にされたのは、お前と学園内で友好関係を持っているからだ。もしお前が出て行けばラウルの行動はエスカレートし、事態は悪化の一途を辿たどる」

「あなたは……見て見ぬふりをしろって言うの？」

「そうだ。今お前が動けば、あの二人はさらに傷つくことになる。この場における最善は何もしないことであり、お前にできることは何一つとしてない」

　底知れない黒の瞳を向けながら、ユウマは予言のように告げてくる。

「お前には何もできない」

　その言葉を聞いた瞬間、ティアは勢いよく手を振り払った。

「見捨てることが最善だなんて──私は絶対に思わないッ!!」

　そう言い放った直後、ティアは丸盾を手に駆け出していた。

　そしてラウルを睨にらみ上げながら、自身の魔法名を叫ぶ。

「────《神域盾アレスシユテン》ッ!!」

　その叫びに呼応するように、虚空から生まれ出いでた光盾がラウルに向けて飛来する。

　接近を察知してラウルが手を放すと、光盾はヘルミナを守るように取り囲んだ。

「おやおや……誰かと思えばアルフティア様でしたか」

「今すぐこの場から離れなさい、ギマイン卿きようッ!!」

　怒りを剥むき出だすティアとは対照的に、ラウルは薄気味悪い笑みを崩さない。

「たしかアルフティア様は見学を言い渡されたはずでは？　騎士であるなら上官からの命令には従うべきだと思いますが」

「……あなたがしていることは、騎士の風上にも置けない行為よ」

「ハッ！　まさか『不義の娘』に騎士の心得を説かれるなんて!!」

　ラウルが大仰な動作で笑うと、『強化』班の取り巻きたちが大声を上げて笑った。

「貴女あなたという『不義の娘』が存在する時点で、我々の騎士としての格が下がっているのです。だから僕はリーベシルトの騎士として是正しているに過ぎません」

「あなたが……リーベシルトの騎士を名乗らないでちょうだい」

　その下卑た笑みに向けて、ティアは剣を抜き放つ。

　リーベシルトの騎士は、気高い誇りと友愛を信条とするものだと母は語っていた。

　共に戦場を駆ける仲間たちに対して、家族と同様の情と礼儀を持って接するからこそ、何者にも屈することのない堅けん牢ろうな絆きずなが生まれると言っていた。

　それが、誇り高き父の言葉だと教わった。

「私は──あなたを騎士とは認めない」

　毅き然ぜんとした態度と共に、ラウルに向けて言い放つ。

　しかし、ラウルは辟へき易えきした様子で首を振る。

「それなら……貴女は騎士として友人を守ってやるといい」

　くつくつと喉を鳴らし、薄ら寒い笑みを醜悪に歪ゆがめる。

　もはや興味を失ったのか、ラウルは地面に転がる二人には目もくれず、取り巻きたちを引き連れて去っていった。

「……ヘルミナさん、セオドールくんも大丈夫？」

「けほっ──うんうん、わたしは大丈夫っ！」

「我輩も頭を切っただけで、傷自体は浅いですからなッッ!!」

　努めて明るく振る舞うようにして、二人は朗らかな笑みを向けてくれた。

「ティアさんもありがとっ！　わたしたちのこと助けてくれたわけだしっ！」

「先ほどのティア殿は、まさしく騎士と呼ぶに相応ふさわしいですなッッ!!」

「いいえ、さっきのは──」

　一瞬、先ほどユウマに言われた言葉が頭の中に浮かぶ。

『あの二人が標的にされたのは、お前と学園内で友好関係を持っているからだ』

　それは……恐らく間違っていない。

　ティアと特に親しくしていたからこそ、ラウルはわざと二人に因縁を付けてきた。

　ユウマの言葉はきっと正しい。

　だから、その後に告げられた言葉も──

「──リーベシルトの騎士として、当然のことをしただけよ」

　その考えを振り払うように、ティアは自身に嘘うそをついた。
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　翌日、教室に入ると何やらクラス内に不穏な空気が漂っていた。

　そして、クラスメイトたちの視線はティアに向けられた。

「今日も大人気だねぇ、ティアちゃん」

「……どうせ、あの男があることないこと言いふらしたんでしょう」

　ユウマの脇腹を軽く殴り、ティアはなるべく自然に振る舞う。

　昨日ラウルに突っかかったこともあり、何かされるとは思っていた。

　しかし、そんなことでティアは揺るがない。

　国民たちに詰なじられ、非難され続けた父と母の姿。

　それと比べれば、自分に何をされようが耐え忍ぶことができる。

「ヘルミナさん、セオドールくん、おはよう」

　そう思っていたからこそ、ティアは二人に声を掛けて息を呑のんだ。

「あ……ティアさん、おはようっ！」

「今日も良い朝ですなぁ、ティア殿ッ！」

　変わらない様子で、ヘルミナとセオドールが挨拶を交わす。

　しかし、ティアは言葉を続けられなかった。

　いつも二人が使っていた机は、もはや原形を留とどめていなかった。

　セオドールの机は脚の部分が切断され、天板が真ん中から割れていた。

　ヘルミナの机には無数の落書きがあり、彼女を中傷するだけでなく、女性を貶おとしめるような卑ひ猥わいな言葉が書き連ねられていた。

　それを見て、ティアの中でゆっくりと怒りが沸き立ってくる。

「あなたたち、ちょっと待ってなさい──」

「ティアさん、このインク全然落ちなくて逆にすごいんだよ！」

「我輩の机なんて元々小さくて使いにくかったのに、使い勝手が良くなりましたぞッ!!」

　そんな言葉を二人は口にし始めた。

　思わず動きを止めていると、ヘルミナは困ったように頭をぽりぽりと掻かく。

「いやー、やっぱ昨日の呼び捨てで貴族様の怒りを買っちゃったかなぁ」

「むしろヘルミナ殿の怒り方が尋常じゃなくて怖かった可能性もッッ!!」

「はぁーッ!?　わたしは別に怖くないでしょっ!!」

「いやいや、訓練校時代のヘルミナ殿が教官に食って掛かった時は本当に──」

　まるでティアのことを気遣うように、二人は普段通りに振る舞っている。

　やがて、ヘルミナは笑いながら静かに言った。

「これはわたしたちの問題。だからこんなことでティアさんが怒ることないよ」

「その通りであります。ティア殿が気に病むことはありません」

　二人がそう言った直後、ティアの中に何かが刺さった。

『これは私一人の問題だもの』

　昨日、ユウマに向かって告げた言葉。

　その言葉と二人の姿を重ねながらも、ティアは小さく笑いながら頷うなずいた。

「それじゃ、せめて手伝わせてちょうだい」

「あ、落書きはセオドールに消させるからいいよ？」

「しれっと我輩をこき使っていくヘルミナ殿のスタイルッッ!!」

「だって力込めれば落ちそうじゃん。わたしたちはゴミを捨ててくるから」

「ヘルミナ殿ッッ！　我輩の机をゴミと言わないでいただけますかッッ!!」

　いつもの調子で笑い合う二人の姿。

　自分のことを『不義の娘』であると知りながら、変わらず接してくれる。

　そんな誇らしい友人たちを持てたことが、ティアには嬉うれしかった。

　それが……本当に嬉しかった。

「そんじゃ俺は先生の足止めでもしてくるよ。落書き見られたら面倒だろ」

「お、また例外生くんが手品でもやるの？」

「いいや、マキシミン先生を口説き落とす」

「ハッハッハッ！　ユウマ殿……それは死ぬ可能性もありますぞ？」

「美人に殺されるなら本望だ。そして成功したら美人教師とイチャラブ展開だぜ」

「セオドールくん、あとで穴を掘っておいてちょうだい」

「人が入れる程度の大きさでよろしいですかなッッ!!」

「え、なにそれ失敗したら俺って埋められるの？」

　そんな普段通りの会話。

　自分の中にある不安を打ち消すような日常。

　それがいつまでも続いて欲しかった。





　　　　◇






　また次の日も二人に対する嫌がらせは続いた。

　それはどれも幼稚で陰険なものばかりだった。

　二人の持ち物が隠されたり、無残に壊された状態でゴミ箱に捨ててあったり、食堂で水や料理をぶちまけられたり、鞄かばんの中に虫や動物の死骸を入れられたり、部屋のドアに刃物を仕込まれていたり……挙げればキリがない。

　クラスメイトたちも二人に対する仕打ちを見て気に掛けていたようだったが、自分が標的になることを恐れたのか、なるべく関わらないように二人を避ける素振りを見せていた。

　それでも、二人は普段通りに振る舞っていた。

　二人となるべく行動を共にするようにして、なるべく一緒にいる時間を作って二人に危害が及ばないようにした。

　普段と変わらないように、誰もが明るく振る舞おうとしていた。

　そして──『六法戦』を控えた前日。

「あー、授業の後ってなんでこんなに飯が美う味まいんだろうなぁ」

　リーベシルトの郷土料理を食べながら、ユウマは舌鼓を打っていた。

　そのノンキな様子を見て、ティアはじとりと視線を向ける。

「……こんな状況で、よくそんなこと言っていられるわね」

「いや、だって俺には実害ないから関係無いし」

　その言葉通り、ラウルはユウマに対しては何も行っていない。

　ユウマは例外生という一時的に所属している身であり、いずれ白魔法クラスを去る立場にある。他国の人間に対して問題を起こせば後の処理が面倒だと判断したのだろう。

「トトリちゃんの仕事も順調だし、俺としては万事オッケーってところだ」

「順調って……あなた、最近なにもやってないでしょう」

「ティアの知らないところで色々やってるぞ？　たとえば『強化』班のヴァンデルくんと『活性』班のエイシスさんの関係を調べたり、さっきも恋のキューピッドを──」

「はいはい。それは良かったわね」

　ユウマの軽口に対して、ティアは素っ気なく言葉を返す。

　なんとなく、ここ最近のユウマの態度には苛いら立だちを覚える。

　先ほども同じクラスとして交友関係のあるヘルミナとセオドールが悪意を受けているというのに、『関係ない』と一言で切り捨てた。

　日は浅いとはいえ、共に生活してきたユウマについては信頼していたが──

「──俺が何もしないのが不可解か？」

　不意に、ユウマがそう問いかける。

　まるでこちらの心を見透かすように、黒曜の瞳を向けている。

「俺は優先事項をちゃんと決めている。仕事、他者との約束、自身の目的、問題の解消、個人の感情……それを定めないと、どこかで迷いが生まれて綻びが出る」

　コツ、コツ、とユウマは机を指先で叩たたく。

「その中で俺は他者との約束を第一に考え、二番目に仕事を果たすべきだと考えた。だから俺はあの二人に対して何もすることはない」

「……あなたらしいとは思うけど、少しだけ見損なったわ」

　そう告げた直後、ユウマの指先が止まった。

「見損なったのはこっちだ──アルフティア・フォン・フォワード」

　氷のように冷え切った言葉がユウマの口から発せられる。

「お前は何一つとして理解していない。『ヴェルフレッド王の不義』が続いている理由、自分という存在の真意、その先にある結末が見えていない」

　その表情に影を落としながらユウマは語る。

「自身の存在を捨てたのなら、お前は別人として生きるべきだった。それなのにお前は父のことを忘れることができず、ギマイン家の悪行を見逃すこともできなかった。挙句、目的のために友人たちを切り捨てることもできない……何もかも中途半端だ」

　そこまで聞いたところで──ティアはテーブルに乗り出していた。

　騒々しい音と共に料理がぶちまけられ、そのままユウマの眉間に剣を合わせる。

「今の言葉を取り消しなさい。さもないと──」

「『あなたを絶対に許さない』、と俺に向かって言うんだろ？」

　剣を突きつけられながらも、ユウマは微動だにしなかった。

　その瞳には恐れも、怯おびえも、焦りも、怒りもない。

「お前の目もく論ろ見みは既に叶かなわない。それどころか、その選択が最悪の結果を生むことにも気づいていない。お前は選択を強いられていたことにすら気づいていない」

　底知れない黒の瞳がティアの姿を映している。

「お前は──何も見えていないんだよ」

　その瞳と言葉を聞いて、ティアの背に悪寒が走った直後──

　その肩が、何者かによって掴つかまれた。

　思わず振り返ると、その特徴的な赤あか髪がみには見覚えがあった。

「ちょっ……あんたっ、白チビっ！　ようやく見つけたっ!!」

　ティアの肩を掴みながら、リフィルが荒い息と共に肩を上下させている。

　しかし、今は構っている暇はない。

「ごめんなさい、今あなたの相手をしている暇は──」

「あんた、ここでよくデカイ男とちっちゃい茶髪の女と一緒に食事してたでしょッ!!」

　ティアの言葉を遮り、リフィルが逼ひつ迫ぱくした表情で制服をぎゅっと掴んでくる。

「学園の職員たちが運動場にある倉庫に集まってたから、何かと思って覗のぞいたんだよッ！　そしたら、白魔法クラスの制服を着たデカイ男と小柄な女の子が見えて──」

　その言葉を聞き終わるよりも早く、ティアは駆け出していた。

　心臓がうるさく聞こえるほどに高鳴っていた。

『もうお前一人の問題じゃないんだよ』

　先日ユウマの告げた言葉を、頭の中で反はん芻すうする。

『中途半端なお前には、もはや何も見えていない』

　先ほどの言葉を思い返す度に、自身に対する嫌悪感で圧おし潰されそうになる。

　二人に嫌がらせをするだけで、ギマインの人間が終わらせるわけがない。

　それをティアは誰よりも知っていた。

　知っていたはずだったのに──

　古城を出たところで、広大な敷地の運動場が目に入る。

　その運動場の端……訓練用の魔法具が収納されている倉庫。

　そこには黒々とした煙が立ち上っており、半壊した倉庫の周囲には学園の職員たちと野や次じ馬うまの生徒たちが集まっている。

　そして──ティアは見た。

　担架に乗せられていくセオドールの姿と、悲痛に泣き叫ぶヘルミナの姿を。





　　　　◇






　重い足取りで救護室に向かうと、そこには連絡を受けたマキシミンが待機していた。

「……アルフティアさんですか」

「先生……セオドールくんに何があったんですか」

「当人の意識が無いので、詳細についてはわかりません。現場の状況から、倉庫内にあった訓練用の戦闘魔具が誤作動を起こし、その爆発に巻き込まれたとされていますが……」

　そう説明しながら、マキシミンは横たわるセオドールを見る。

　しかし……そこに以前の面影は無かった。

　セオドールの身体からだには至るところに包帯が巻かれており、致命傷と思おぼしき箇所には治療魔具の管が繋つなげられている。

　丸太のような左腕はギプスによって余計に膨れ上がり、膝は吊つるし上げられ、足先からは痛々しい鮮血が包帯から滲にじみ出でていた。

　そんなセオドールの隣で……ヘルミナは俯うつむきながら手を握っていた。

「ごめんね……ごめんね、セオドール」

　弱々しい声と共に、ヘルミナは虚うつろな目で謝罪の言葉を口にする。

　真っ赤に泣き腫らした瞳から、今も涙を流し続けている。

「……彼女の話によると、彼は手紙によって呼び出しを受けていたようです。内容については定かではありませんが、それを見たヘルミナさんが促したとのことでした」

　マキシミンの言葉を聞いて、二人のやり取りが頭の中に浮かぶ。

　手紙を受け取ったセオドールを見て、ヘルミナが茶ちや化かすように彼の肩を叩たたき、笑いながら呼び出しに応じるように勧める姿。

　それを見たセオドールが、大きな身体に似合わず苦笑を浮かべる姿。

　そんな友人たちの様子が鮮明に浮かんでくる。

　しかし──今、目の前にその光景はない。

「わたしが、バカだったんだ……っ」

　涙を流しながら、ヘルミナが悔悟に満ちた言葉を吐き出す。

「こんな状況なんだから、もっと気を使えばよかったんだ……っ！　何かあるって考えて、あいつを止めてやらなきゃいけなかったんだっ!!」

　握り締めた拳の上に、何度も雫しずくを落としていく。

（…………違う）

　その言葉を聞いて、ティアは内心で否定していた。

　そんな状況に遭わせたのは自分のせいだ。

　自分がいなければ、セオドールが怪け我がを負うことも無かった。

　自分がいなければ、ヘルミナは自分の行動を責め悔いることも無かった。

　自分がいなければ──こんな事は起こらなかった。

「彼の所持品に樹じゆ帳ちようはありませんでした。彼が樹帳の携帯を忘れ、その際に運悪く事故に巻き込まれたとも考えられますが……呼び出しがあった以上、第三者の手によるものだと考えるのが自然でしょう」

　マキシミンの説明を聞きながら、ある男の顔が真っ先に浮かぶ。

　貼り付けたような笑顔の下に、吐き気を催す邪悪を潜めている男。

「一応、学園側も事件として調査を行いますが、大規模な爆発が起こったせいで状況証拠から辿たどるのは難しいと──」

　その言葉を聞き終わるよりも先に、ティアは救護室を飛び出していた。

　不思議と頭は冷静だった。

『お前は何も見えていない』

　ユウマの言葉が、激げき昂こうしていた感情を冷静に保ってくれていた。

　自分は何も見えていなかった。

　全てを知ったつもりでいて、全ては自分一人の問題だと思っていた。

　だが……これは自分だけの問題ではないと悟った。

　ヘルミナやセオドールだけではない。父や母、両親に味方して擁護してくれた人々……そんな狭い考えで済ませていい問題ではない。

　この問題は──

「──おや、よくここにいるとわかりましたね」

　夕闇に染まる教室に入ると、嘲るような声がティアの耳に入ってくる。

　窓辺に腰掛け、薄気味悪い貼りついた笑みを浮かべる人間。

「いやはや……まさか、あのデク男の意識が戻ったのでしょうか？　殺すつもりで行ったのに、身体からだがデカイだけあって頑丈だったようだ」

　くつくつと喉を鳴らしながら、悪意に満ちた男が言葉を掛けてくる。

　そんなラウルに対して、ティアは淡々とした態度で応対する。

「……戯たわ言ごとに付き合うつもりはない。あなたの目的を答えなさい」

「目的？　まさか、まだ気づいていなかったとは驚きだッ!!」

　小馬鹿にするように笑ってから、ラウルは大仰に手を広げる。




「リーベシルトの王座簒さん奪だつ──それ以外に何があるというのですか」




　普段の笑みを崩し、邪悪に表情を歪ゆがませる。

「本当に貴女あなたはバカな王女さまだ。あのまま自分の存在を抹消して生きていれば、ここまで事態が悪化することは無かったというのに」

　それは以前、ユウマが口にしていた言葉だ。

　それが最善だとして、ティアは自身の存在を殺した。

「貴女の目的は六法戦で神樹の加護を得ることで、祖国で名誉騎士として叙勲を受けることにあった。そうすれば貴女は『不義の娘』ではなくなる」

　六法戦を勝ち抜き、神樹の加護を祖国にもたらした者。

　名誉騎士の叙勲式は国内で盛大に行われ、今後も国に尽くす身として国民たちの前で抱負を語ることが慣習となっている。

　その場で──ティアは、ギマイン家の悪事を告発するつもりだった。

『不義の娘』ではなく、祖国に貢献した名誉騎士者としてであれば、今まで封殺されていた言葉を伝えることができると考えていた。

『ヴェルフレッド王の不義』という事件の真実を伝えることができる。

「私は……あなたたちを許さない」

　父であるヴェルフレッドは不義など働いていなかった。

　母とは旧知の仲であり、内々ではあったが幼少時から婚約を結んでいた。

　それをギマイン家は、自らの権力欲しさに利用した。

「私の母を傷つけ、父を貶おとしめたあなたたちを許さない……ッ」

　ギマイン家は婚約者であった母と家族に危害を加えた後、父を脅迫して自身の血族を婚約者として宛あてがってきた。

　そしてティアの妊娠が発覚した直後──『ヴェルフレッド王の不義』という事件を捏ねつ造ぞうすることで、父だけでなく王家全体の地位を貶めた。

　混迷に陥った状況を利用し、粛清という名目で擁護した王党派の人間たちから家名や権威を奪い、父と母の関係を知る者たちの口を封殺した。

　その中には……最期まで抵抗を続け、命を奪われた者たちもいる。

「あなたたち『悪』を──私は騎士として許すわけにはいかないッ!!」

　積年の想おもいと怒りを言葉に変え、ティアは声高に叫ぶ。

　その状況を打開するために、ティアはこの学園にやってきた。

　貶められた父を救い、存在を奪われた母を救い、父と母に尽くした者たちの忠義に報いるために、ギマインという『悪』の存在を全土に知らしめると誓った。

　そのためだけに、ティアは今まで生きてきた──




「──そう、バカなお前はそう考えてくれるよなァァァッ!!」




　ケタケタと耳障りな笑い声を上げながら、ラウルの態度が豹ひよう変へんした。

　邪悪に表情を歪ゆがませ、蛇のように紅あかい舌をちらつかせながら笑う。

「父のため？　母のため？　さすが王女さまは立派な考えをお持ちじゃねェかッ!!　そのおかげで、俺たちは王座を奪う最後の一手が叶かなったってのによォッ!!」

　ティアの失態を嘲あざ笑わらい、腹を抱えながら唾を吐き散らす。

　だが──その言葉は正しいのだ。

「てめェがその考えに至ることなんざ俺たちも想定済みなんだよ。建国時から血筋を守ってきた王家は潜在魔力が高いから、六法戦を勝ち抜くことも現実的だしなァ？」

　リーベシルトの王家は建国当時から連綿と血と魔力を継いできた最古の家系であり、その魔力量は他の家系とは比べ物にならない。

　その力によって、王家は過去の『六法戦』で多くの勝利をもたらした。

「そんな王家が大敗したらどうなるか──てめェにもわかるよなァ？」

『ヴェルフレッド王の不義』で信頼を失っただけでなく、王家の血を引くティアが六法戦で大敗すれば……王家の価値は完全に失われる。

　リーベシルトという国が築き上げてきた全てが失われる。

「それなのに、テメェは両親のためとか『悪』を許せないとか言って、バカ丸出しで乗り込んできてくれたんだからよォッ!!　笑いを堪こらえるのが大変だったんだぜェ？」

　額に手を当てながら、ラウルはおかしそうに天井を仰ぐ。

「まったく、こっちも色々と苦労したんだぜェ？　てめェら王家が長年王座に居座っていたせいで、国民どころか貴族すら頭が凝り固まって古臭ェことにこだわりやがる」

　国の実権を握りながらも、国が築き上げた国民性は強固であった。

　たとえ実権を握るギマイン家の意向であっても、今まで築き上げてきた誇りや信頼を蔑ないがしろにできる人間は決して多くなかった。

　粛清を続けていれば、やがて国が破綻するのは目に見えている。

　だからこそ、ギマイン家は王座の簒さん奪だつを計画した。

　貴族、騎士、商人、国民……その全てを自分たちの意のままに支配するために。

　全ては、十五年前から仕組まれていた。

　父が貶おとしめられることも、母が蔑まれることも、その娘が両親のために立ち上がることも。

　土を作り、種を蒔まき、水をやり、その花が育つのを待つように。

　そしてティアが学園に来たことで、ギマイン家の目的は果たされた。

「あとはてめェが六法戦で情けなく負け続ければ終わりだ。リーベシルトを治めてきた王家の信頼と実力は失われ──名実共に、俺たちギマインがリーベシルトの王座に就く」

　そのための地盤は既に整えられている。

『不義の娘』という正体を明かされ、ティアの存在は完全に孤立した。

　そしてセオドールの怪け我がを知れば、クラスメイトたちは誰一人としてティアに協力しようと考えることはない。

　クラス内が不和に包まれている以上、『六法戦』を勝ち抜くことは難しい。

　たとえ打開しようとも、ラウルが内から妨害を行ってくる。




「ありがとなァ──俺たちに利用されるために生まれてきてくれてよォッ!!」




　勝利を確信して、目の前の『悪』がやかましく笑い誇る。

　その言葉を聞きながら、ティアは拳を握り締めていた。

「まったく、あのデク男も可哀かわいそうだよなァッ！　こんな間抜けな王女に付き合っていたせいで、再起不能な怪我をしちまったんだからよォッ!!」

　そう言って、ラウルは懐から一冊の樹じゆ帳ちようを取り出す。

「なかなか見物だったぜェ？　樹帳を渡さないと田舎娘を犯すって言ったら、あっさりと樹帳を渡してくれてよォ！　なにが『騎士として彼女を守る』だってんだよッ!!」

　誇り高き友人に対して、目の前の『悪』が口汚く罵る。

（本当に……彼の言う通りだった）

　これは自分一人の問題ではない。

　これは──リーベシルトという国の未来に関わる問題だ。

　この悪辣非道な者たちに王座を渡せば、リーベシルトはいずれ破滅する。

　自身の利益のために他者の尊厳を蔑ないがしろにし、騎士としての誇りを欠片かけらも持ち合わせていない者たちが国を統べれば、多くの国民たちが悲惨な末路を辿たどることになる。

　だからこそ、ティアはゆっくりと懐に手を入れ──

　自身の樹帳を、ラウルに向かって投げ捨てた。

「…………ああ？」

「私の樹帳をあげるわ。だから彼の樹帳を返してちょうだい」

「ハハッ、ついに頭がイカれちまったのか？」

「いいえ……セオドール・ドランシアは騎士としての職務を全うした。そんな騎士として誇るべき彼の樹じゆ帳ちようを、下劣なあなたに持たせておくわけにはいかない」

「チッ……くだらねェ友情ごっこかよ。それより自分の樹帳を渡すことがどういう意味か理解してんのか？　樹帳が無いてめェを殺せば、俺たちの計画が早ま──」

「殺せるものなら殺してみなさい」

　淡々とした調子で、ティアは静かにラウルを睥へい睨げいする。

　この下郎に屈するわけにはいかない。

　父と母から受け継ぎ、先代から守り続けてきた高潔な魂を汚させるわけにはいかない。

「私は第一王女……アルフティア・フォン・リーベシルトよ」

　ギマイン家の画策によって奪われた、本来の地位と名。

　一度は捨てたその名を掲げて宣言する。




「我が名に懸けて──必ずお前たちを断罪してみせる」




　厳粛に、高潔に、騎士国家を統べてきた血筋の者として対たい峙じする。

　その様子を見て、ラウルはつまらなそうに鼻を鳴らした。

「ハッ、そうかい。だったらお友達のために頑張るといいさ」

　クツクツと喉を鳴らし、セオドールの樹帳をゴミのように放り捨てる。

　そしてティアの樹帳を拾い上げてから、ラウルはゆっくりと腰を上げた。

「明日の六法戦が楽しみだなァ……間抜けな王女さま？」

　愉たのしげに笑いながら、ラウルは教室を去っていく。

　ピシャリとドアの閉まる音が聞こえた後、ティアはしばらく動かなかった。

　朱色に染まる教室の中、無音の空間で立ち尽くす。

　そして──

「──ユウマ、いるんでしょう」

　そう言葉を発した瞬間、ティアの背後から人の気配が生まれた。

「へいへい。あなたの犬はここにおりますよっと」

　まるで影から這はい生まれたように、忽こつ然ぜんとその姿を現す。

「あなたの言う通り、私は自身の役目を果たすことにするわ」

「はいよ。それにしても、本当にティアは動揺しないから大したもんだ」

　気の抜けるような笑みと共に、ユウマがこちらの頭を指先で示す。

　ユウマに指をさされた直後──頭の上で金色の耳が忙せわしなく動いた。

「まさか、この子を通じて会話ができるとは思わなかったわ」

　救護室を出る際、頭の中でユウマの言葉を聞いていた。

　だからこそ、迷うことなくラウルの居場所に向かうことができた。

　だからこそ、ラウルの言葉に冷静さを欠くことは無かった。

　その言葉を聞いて、ユウマはにかりと笑う。

「ニンジャなんだから、なんだってできるに決まってるだろ？」

　教室へと向かう道中、ユウマは全てを語ってくれた。

　自身の存在について、ギマイン家が遥はるか以前から画策していた王座簒さん奪だつ計画について、何もかもをティアに語って聞かせた。

「ま、とりあえず今の内に話を進めておこうじゃないか」

「ええ……だけど、本当にこの状況を打開できるの？」

　自分の置かれている立場は絶望的だ。

　ギマイン家は十五年、あるいはそれ以前から周到に計画を進めてきた。

　そして最後の一手としてラウルを送り込み、完全に状況は向こうへと傾いている。

　ラウルの言葉を支持するわけではないが、明らかにティアの状況は不利だ。
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　それでも、ユウマは飄ひよう々ひようとした態度を崩さない。

「それじゃティアちゃんに問題だ。暗躍で一番重要なことってなんだと思う？」

「それは……誰にも知られずに計画を進めることでしょう？」

「はい正解。知らないからこそ打つ手が無いし、知った時には全てが終わっている。だけど、気づくことができれば対策はいくらでも打てるってことだ」

　ぽん、とユウマは花を取り出して見せる。

「そして、奴やつは俺がこの状況を仕組んだことに気づいていない」

　口端を吊つり上あげ、くるくると手の内で花を回す。

「状況は反転する──そのための準備は全て整えた」

　そう言いながら、ユウマはセオドールの樹じゆ帳ちようを布で包んで懐に入れる。

　しかし、ティアはその言葉に疑問を抱いた。

「どうして……あなたは協力してくれたの？」

　今のユウマの言い方からすると、以前から準備を進めていたことになる。

　少なくともユウマが手を貸す理由は何一つとして無かったはずだ。

　その疑問に対して、ユウマは苦笑と共に答える。

「俺たちニンジャは契約を遵守する。だから準備だけは行っていた。しかしお前は一度王家としての立場を捨てた身であり……今一度、お前という人間を見極める必要があった」

　そう言って、ユウマは懐に手を入れる。

　以前、ティアに見せた古びた巻物。

「お前は父と母を救うために一人で立ち上がった。ヘルミナとセオドールのために俺の手を振り払い、最後まで二人を見捨てなかった。そして国の危機を察し、その先に待ち受ける未来を憂え、リーベシルトという国を統べる王家として立ち上がった」

　口端を吊り上げ、勢いよく巻物を広げる。

「それは──『正義』と呼ぶに相応ふさわしい」

　見たこともない文字の羅列。

　その中の一文が──金色の輝きを放ちながら浮かび上がる。

「初代リーベシルト国王……エステルティア・フォン・リーベシルトと交わした契約文言に基づき、現状況が契約文言に該当することを宣告する」

　そして、ユウマは浮かび上がった文字列を高らかに読み上げる。

「『一族から騎士としての高潔と誇りが失われし時、我が血族を一人残らず葬り去りたまえ。しかしその魂が潰ついえぬ中で、騎士国家リーベシルトが危機に及んだ際には──我が血族の望んだ『正義』を叶かなえるために尽力せよ』」

　謳うたうように、遥はるか過去に結ばれた契約を紡ぐ。

　それは──後世へと続く、自身の血族に対する信頼の証あかし。

「お前は王家としての立場を捨てながらも、騎士としての高潔と誇りを失わず、国の未来を憂えて王家として立ち上がった。その『正義』を俺たちは必ず叶かなえてやる」

　両手を広げ、眼前のティアに向けて問い掛ける。

「お前の望みはなんだ──アルフティア・フォン・リーベシルト」

　その答えを知りながら、底知れない黒曜の瞳を揺らしている。

　そう、答えなど既に決まっている。

　自分のため、両親のため、友人のため、国のため。

　その全てを救うために願う。




「私が国を統べ、『悪』を駆逐するために力を貸しなさい」




　国を正し、『悪』を根絶するために自身が国を統べる。

　その願いを聞いて、ユウマは満足げに頷うなずいた。

「確かに聞き届けた。一〇八代目『幽ゆう魔ま』の名を襲名した忍にん術じゆつ師しとして契約を履行する」

　頼りない表情のまま、手の内から花を取り出して見せる。

　いつの日か見せてくれた、エステルティアの魔法花を掲げる。




「俺たちニンジャが──『正義の味方』になってやるよ」




　不敵に笑いながら、その手に持つ花を刃やいばに変えた。





●四章




『六法戦』当日の朝。

　学園内の雰囲気は普段以上に張り詰めた空気となっていた。

　入学した生徒たちにとって、初めて行うことになる六魔法クラス合同模擬戦。

　学園の古城にある共用食堂は普段以上に生徒の姿が少なく、食事を取っているのは学園の職員や教員が多くを占めていた。

　その中で──

「──いやぁ、美人教師と一緒に食べる朝飯は美う味まいなぁッ！」

　ユウマはもりもりと楽しげに朝食をかきこんでいた。

　その様子を見て、相席者であるマキシミンが深々と溜ため息いきをつく。

「……あのあの、先生は『六法戦』の準備で忙しいんですけど」

「そんな固いこと言わずに。生徒と交流を深めるのも先生の仕事ってことで」

「いやいや、そもそも話があると呼んだのは御み影かげくんの方でしょう」

　パンを千切りながら、マキシミンは静かに視線を向ける。

「話というのは……アルフティアさんのことですね？」

「さすが話が早い。そのことで先生にいくつか頼み事がありましてね」

「ふむふむ。すみませんが、それはお断りさせていただきます」

　ユウマに対して、マキシミンは断固として首を振る。

「学園の職員、教員は『六法戦』に関与しない決まりとなっています。アルフティアさんの現状については私も思うところはありますが、今日だけは何もでき──」

「──ティアが暗殺される可能性がある、と言ったら？」

　思わず、マキシミンは動きを止めた。

「生徒の一人が暗殺される可能性がある。それでも学園は動かないと？」

「ええ、動きません。そして樹じゆ帳ちようがある限りそれは起こり得ません」

　マキシミンははっきりと言い切る。

「『六法戦』は単なる模擬戦ではなく、神樹を活性化させる儀式でもあります。たとえどのような事態が起こっても、中止や中断を行うことはありません」

「つまり生徒が死ぬ可能性があっても続行し、対策も行わないと？」

「……ええ。その情報の真偽がわからない以上、私たちは動きません」

　そう答えながら、マキシミンは違和感を覚えていた。

　目の前にいる少年は、今の言葉に対して顔色一つ変えていない。

　一ヵ月足らずとはいえ、共に生活してきた少女が危険に晒さらされる可能性がある。

　その上でこちらが何も対策を行わないと断言したにもかかわらず、だ。

　普通なら食って掛かるか、何かしらの感情を見せてもおかしくない。

　それなのに──御み影かげユウマという少年は笑みを崩さない。

「ああ……今のはただの確認っすよ。そんな構えないでください」

　へらへらと笑いながら、感情を表に出そうとしない。

　だからこそ、マキシミンは逆に問とい質ただす。

「……我々の意向を確認した上で、あなたは何をするつもりですか？」

「あっれー？　先生は『六法戦』について関与しないんじゃなかったんすかー？」

「おやおや、先生ちょっと御影くんをブン殴りたくなってきました」

「俺が先生を呼び出したのは、確認のためだけですよ。予期せぬ出来事が起こったとしても『六法戦』は決行される。そして……役割を担ってもらうためだ」

　肘をつきながらユウマがこちらの反応を窺うかがうように首を傾かしげてくる。

　意図を読み取ることができない、不気味な黒瞳を向けてくる。

「人間が持つ役割は様々な影響を与える。たとえば教師ってやつには尊敬、畏怖、信頼といった印象を抱き、生徒は教師の言動に対して無意識の内に注意を向けるもんだ」

「……えとえと、仰おつしやる意味がよくわからないのですが？」

「つまり、美人教師は座ってるだけで価値があるってことさ」

　にかりと笑うユウマとは対照的に、マキシミンは訝いぶかしむように眉をひそめる。

　先ほどの言葉からして、何かしらを企てていることは間違いない。

　そしておそらく、アルフティアという少女に関することだろうとも察しがつく。

　だが、ユウマの言った『確認』とはどういった意味が──

「──あっ！　甲かつ冑ちゆうさんを見つけましたっ！」

　弾むような声音が聞こえた直後、ぱたぱたと駆け寄る足音が聞こえてくる。

　そこには──以前食堂で見かけた、白竜を従える召喚クラスの少女がいた。

「あなたは……召喚クラス『魔ま煌こう』のシャーリさんでしたか？」

「な、なぜわたしの個人情報がッ!?」

「いやいや私これでも教師ですから。それより、貴女あなたも朝食を取りにきたのですか？」

「はいっ！　恩人であるアルフティアさんから朝食のお誘いを受けたのですっ!!　目印になる甲冑さんがいるってお手紙にありましたっ！」

　こちらの隣にぽすんと座り、シャーリがてってれーと嬉うれしそうに手紙を見せてくる。

　そんなシャーリに対して、ユウマが軽く手を挙げた。

「あー、悪いがティアは準備で来れなくなった。それで俺が代理で来た」

「そ、そうなんですか……えと、そもそもあなたは誰です？」

「ティアの親友、恋人、旦那、どれでも好きに呼んでくれ」

「とりあえず胡う散さん臭くさい人って呼びますっ！」

「意外と強したたかな子だなぁ」

　苦笑しながら応対するユウマを見て、ますます意味がわからなくなった。

　様子からして呼び出したのはユウマなのだろうが、なぜ他クラスの人間を呼んだのか。

「やっほーっ！　ユーマくんに誘われてきたよーっ!!」

　しかも増えた。

　チャラチャラとアクセサリーを揺らす赤あか髪がみの少女が、ユウマに向かって突撃するように抱きついてくる。記憶違いでなければ、たしか黒魔法クラス『魔ま煌こう』だったはずだ。

「げっ……なんか汗臭い鎧よろいを着た白魔ま法ほう士しがいる」

「おやおや……そこの黒魔法士、今すぐ縊くびり殺してやるからそこに座りなさい」

「先生、素の性格出てるぞ。リフィルもこの人は教員だから喧けん嘩か売らないでおけ」

「うぇ、教師だったのッ!?　そんじゃさっきのなしっ！　ドンマイってことでっ!!」

　ビクつきながらリフィルと呼ばれた少女がユウマの隣に座る。本当になんなんだ。

　まるで事態が飲み込めずにいた時──ユウマが軽く手を叩たたいた。

「よし、そんじゃ役者は全員揃そろったってことで始めるか」

「……待ってください、そもそもあなたは何をするつもりなんですか？」

「何って、今一番ホットな話題といったら『六法戦』だろ？」

　その言葉を聞いた瞬間、マキシミンだけでなく同席する二人も首を傾かしげる。

「今回の『オリエンテーション』は自分たちの魔法や特色を正しく把握し、他クラスの魔法を対策する。つまり作戦と指揮が勝利に大きく関わってくるってわけだ」

「あー、たしかにあたしたちにしては頭使ってがんばって考えたなぁー」

「ま、まさかそれを今ここで話せってことですかっ!?　すみませんアルフティアさんには返済不可能なほどの恩はありますがクラスメイトは裏切れないのでわたしの命かお金で解決する感じでお願いしますっっ!!」

「……いやいや、常識的に考えて話せるわけがないでしょう」

　ユウマの言葉通り、今回の『六法戦』は作戦が一番の胆と言える。

　運搬や護衛といった任務を行う際、いかに自分たちにとって有利な状況を維持し、相手にとって不利な状況を与えて任務の成功率を上げるか……その思考力が大きく問われる。

　その作戦を他クラスに告げることは、すなわち敗北に直結するほどで──




「──では、白魔法クラスの作戦を暴露していきまぁーすッッ!!」




　直後、マキシミンはばぁーんとテーブルに頭を打ちつけた。

「え、え？　それっていいんですか？　大丈夫なんですかッ!?」

「うっわぁ……ユーマくん、さすがにそれはヤバイと思うんだけど」

「大丈夫、ほら先生がいるから万事オッケー」

「誰がッッ！　いつッッ！　そんな許可を出しましたかッッ!!」

　ユウマの頭を掴つかみ上げてギリギリと締め上げるが、当人は飄ひよう々ひようと手をひらひら振る。

「だけど、あんたはさっき言ったはずだぜ？　何があろうと六法戦が中止されることはなく、教員は一切関与しない……たとえ自分のクラスの作戦が流出したとしてもな」

　そこでようやく、先ほどの違和感を理解した。

　ユウマが『確認』と言っていたように、その問いかけは言げん質ちを取るものだった。

「あんたはこれから俺が話すことに対して一切口出しできない。それどころか情報が流出したことを自分のクラスに伝えることもできない。そして──今の反応を見せたことで、この事態が想定外であり、俺が嘘うそ偽いつわりない本物の作戦を伝えるとこいつらも理解した」

　マキシミンは同席している二人に視線を向けた。

　明らかに動揺を見せたマキシミンに対して、真偽を定めようと注視している。

「言ったはずだ。あんたは──そこに座ってるだけで価値がある」

　その言葉の意味を、今ようやく理解できた。

　先ほどユウマが言った役割。

　教員である自分がこの場にいて、そして動揺を見せたからこそ……今からユウマが語る内容は真しん実じつ味みを帯びる。

　その内容を信じるかは当人次第とはいえ、その判断材料に大きく繋つながる。

　そのために──自分は利用された。

「こんなことをして……タダで済むと思っているのですか」

「なんだ、『六法戦』の情報を漏ろう洩えいしちゃいけないって規則があるのか？　実戦では何でもありだって言ったのはあんたの言葉だぜ？」

　静かに怒りを向けながらも、御み影かげユウマという男は態度を崩さない。

　自身が所属するクラスの人間を裏切りながら、何一つとして感情を浮かべない。

「あなたは……一体何がしたいのですか？」

　その問いに対して、ユウマはゆっくりと頷うなずき──

「──それを知るために、俺をしっかり見張っておいてくれよ？」

　毒を孕はらませるように、耳元で静かに囁ささやいた。





　　　　◇






　朝日が蒼そう空くうへと顔を覗のぞかせた頃。

　本来なら教室で始業のベルを待つ中、白魔法クラスの面々は屋外に集まっていた。

「──それじゃ、『六法戦』の前に改めて作戦確認といこう」

　整列するクラスメイトたちの前で、ラウルが爽やかな笑みと共に告げる。

「『六法戦』は午前中の始業時刻から午後の自習時刻終了までの間に行われる。それまでに僕たちは学園の敷地内に散らばった目標物を集めて陣地まで運ばなくてはいけない」

　説明と共に、ラウルは教員から渡された目標物のリストを広げる。

　リストには魔導書や魔法具、絵画や彫像の絵が描かれており、その横には陣地に運んだ際の配点が記されている。

「僕たち白魔法クラスの陣地はこの屋外運動場だ。他クラスも同様に屋外へ陣地を構えて、学園内にある目標物の回収と防衛に当たることになる」

　そこで言葉を切り、ラウルは深く息を吸ってからクラスメイトを見回した。

「だが──僕たちは終了の三〇分前まで、一切の防衛を放棄するつもりだ」

　それが白魔法クラスの作戦。

　集団行動を主体とする白魔ま法ほう士しにとって、戦力の分散は得策と言えない。

　白魔法士の強みとは、集団と役割分担による群としての強さ。

　探索、運搬、防衛と人員を割いてしまえば、その強みは大きく減退する。

「クラス全体で移動を行い、目標物を回収しつつ……最後に全ての目標物を陣地に運搬することを目標として行動する」

　回収した目標物を保持したまま、『六法戦』終了のギリギリまで探索を行う。

　それによって陣地に運んだ目標物を防衛する手間が無くなり、クラス全体で移動を行うことで、目標物を奪取しようとする他クラスに対して全戦力で応戦することができる。

　自分たちが拠点となることで、白魔法士としての利点を活いかす作戦。

「そして──目標物の運搬は、アルフティア様が全て担う」

　その名を口にした瞬間、クラスメイトたちの空気がにわかに揺らいだ。

「アルフティア様の魔法は広範囲に展開することが可能で、目標物の奪取と破壊を防ぐといった面では申し分ない。そのため、彼女には目標物の運搬と防衛のみに徹してもらい、僕が指揮を執りながら残りの人間で迎撃と探索を行うことにする」

　その作戦は事前に聞かされていたとはいえ、クラスメイトたちの反応は芳かんばしくない。

「ハッ……物を運ぶだけとは、王女様は良い御ご身み分ぶんじゃねぇか」

「別にいいじゃないか。荷運びをする王女なんてめったに見られないだろ」

　口々に心無い言葉と忍び笑いが飛び交う。

　クラスの士気が目に見えて下がる中、ティアは淡々とした表情を貫く。

　というより、気に掛ける余裕が無かった。

『……ちょっと、あなた今どこにいるのよ？』

『んあ？　まだ寮内にいるけど？』

『…………あなた、朝には出かけてたわよね？』

『色々とネタを仕込んでるんだよ。いやー、あらかじめ準備しておいてよかった。ビックリドッキリ満載の手品がたくさん見られるぜ？』

　こちらの声に応じて、頭の中にユウマの声が響き渡る。

　それに合わせて……頭上の猫耳がぴこぴこと揺れていた。

　他人には見えていないとはいえ、クラスメイトたちに交じって猫耳と尻尾を生やしている自分の姿は間抜けだ。もしバレたら悶もん死しする自信がある。

　背後で揺れる尻尾を気にしないようにしながら、ティアは心中で会話を続けた。

『……なんというか、これも心が読まれているみたいで不思議な気分ね』

『実際にはティアが「心の声を発する」って意識しないと会話はできないけどな。忍にん獣じゆう契けい約やくで俺が主あるじってことになってるから、こっちは自由に会話や視界を共有できるけど』

『…………まさか、お風呂とか着替えを覗のぞいたりしてないわよね？』

『いやもう本当はめちゃくちゃ見たかったんですけどねッッ!!』

『あなたのそういうところは嫌いじゃないわ』

　そんな軽口を交わしつつ、今の状況を冷静に考えてみる。

　昨夜、ユウマから様々なことを聞かされた。

　ニンジャという存在、学園に来た目的、学園長からの依頼。

　そして──『六法戦』を通じてギマイン家を破滅に導く方法。

『正直、本当に上う手まくいくのか不安なんだけど』

『いやいや俺が大丈夫って言ったら大丈夫』

『そのあなたがロクに説明しないから不安だって言ってるのよ』

『全部説明したら、ティアの行動は自然ではなく不自然なものになる。気取られないようにするためにも、ティアは知らない方がいいんだよ』

　そう言われてしまうと、こちらとしては何も言い返せない。

　表情を保つだけならともかく、細かい言動に注意して演技するのは難しい。

　ティアの性分もあるが、これから戦闘を行うことも配慮しているのだろう。

『意外と……そういう細かいところも考えてくれてるのよね』

『ティアちゃん、心の声が漏れてる漏れてる』

『……全部終わったら、しばらく無心で過ごすことにするわ』

　なんとなくそっぽを向くと、再びユウマの声が聞こえてくる。

『ティアのやるべきことは昨日言った一つだけだ。それ以外は基本的に俺がどうにかするから、ティアは好きにしてくれていい』

『好きにしろって言われても……』

『普段通りってことだよ。今のお前は様々なことがあって、いつもの自分を見失っている』

　調子を付け、節を付け、謳うたうように言葉を紡ぐ。

『自身の「正義」を貫き、己のままに往ゆく──それがお前のやるべきことだ』

　その言葉を最後に、何かが途切れる感覚が起こる。

（────普段通り、ね）

　聞こえなくなった言葉の意味を考えるように、ティアは言葉を反はん芻すうする。

　そして──『六法戦』の開始を告げる鐘の音が鳴った。





　　　　◇






『六法戦』が開始されてから数時間。

　その展開は概おおむねラウルの思惑通りに進んでいたが──

「──くぅーっ！　やっぱり、この人数でクラス丸ごと相手はキッツイなぁーっ!!」

「おい、リフィルっ!!　そろそろ退ひいて態勢を立て直すぞッ!!」

「あいあいさーっ!!　今回も十分削ったしねーっ!!」

　二丁の拳銃を手にしたリフィルがサイドテールを振り回し、軽業師のように『強化』班の攻撃を巧みに躱かわし続けている。

　古城内で魔法具を探索している最中、黒魔法クラスが襲撃を仕掛けてきた。

　ただし、その襲撃は一度限りではない。

　既に黒魔法クラスと接触したのは五度目であり、その度に迎撃を行うはめになった。

　しかし、物量や質量は戦闘において物事を有利に運ぶ。

　だからこそ、今のところ大きな損害は出ていないが──

「うぇーいっ！　そんじゃみんな逃げるよーっ!!」

　一団に背を向け、リフィルは真紅の二丁拳銃を後方に向ける。

「────《白煙弾フーモ・パーラ》っ!!」

　ボフッと瞬く間に白煙が周囲に広がり、逃亡する黒魔ま法ほう士したちの姿を覆い隠していく。

　しかし、白魔法クラスの面々は追撃を行わない。

　追撃が行えないほどに疲弊している。

「追撃は不要だッ！　相手は黒魔法士、屋内戦闘なら僕たちに分があるッ!!」

　クラスメイトたちに指示を出し、迎撃態勢を維持しながら白煙が晴れるのを待つ。

　そして周囲に人影が無いのを確認してから、ラウルは大きく頷うなずいた。

「よし……態勢を立て直すッ！　『魔壁』班は引き続き迎撃態勢ッ！　負傷者と魔力残量が少ない者は後方の『活性』班へ！　『強化』班は周囲の警戒を怠るなッ！」

　ラウルの指示に従い、各々の班が己の役割を果たしていく。

　だが、その布陣は既に崩れつつあった。

「……エミルさん、クラスの損耗はどれくらいだい？」

「え、ええと……既に樹じゆ帳ちようが発動して脱落したのが三名。治癒が間に合わずに負傷しているのが七名といったところでしょうか」

　負傷したクラスメイトに『活性』を施し、治癒を行っていたエミルが状況を答える。

　その表情には、既に疲労の色が濃く見えていた。

　度重なる黒魔法クラスの襲撃と負傷により、『活性』班の人間は軒並み疲弊している。

　斥候を担っていた『強化』班の一部も、他クラスの動向に注意しつつ迎撃に加わっていたことから、想定以上の損耗が出ていた。

「……思っていた以上に厳しくなってきたね」

「はい……目標物は十分に確保できたかと思いますが……」

　光盾に包まれている目標物。

　指輪や装飾類といった小型目標が三十七個、魔導書や呪術古本などの中型目標が二十個、そして武具類である大型目標が九個。

　事前に渡された目標物のリストと照らし合わせれば、少なくとも全体の四分の一、大型目標に至っては半数近くを獲得しているため、陣地へ運び込めば一位は確実と言っていい。

　しかし、それを運び込まなければ得点にはならない。

「今以上にクラスが損耗すれば……陣地に戻るのは困難かと思います」

「そうだね。今は屋内だけど、古城を出れば他のクラスも猛威を振るってくる」

　屋内戦闘を苦手とする魔法系統は多い。

　召喚魔法は従属させた召喚獣が強大な戦力となるが、召喚獣の大きさによっては動きを大きく制限されることに繋つながる。

　錬金魔法も同様で、大型のゴーレムや人造生物の操作が困難になるため、屋内戦闘では主戦力や奥の手といった戦力の投入が困難となる。

　黒魔法は遠距離攻撃、かつ広範囲高威力の魔法が主体となるため、曲がり角や遮蔽物が多い屋内ではその真価を発揮できない。

　だが──屋外に出れば、それらの魔法系統を相手にしなければならない。

「それでも、局地戦や屋内戦闘に強い呪術クラスと付与クラスが互いに潰し合ってくれたのが幸いした。そうでなければ今以上に損耗していただろうね」

　呪術魔法は魔法自体が特殊であり、内容も未知数であることが多い。そのため、屋内や限定的な空間といった局地戦で想定以上の強さを発揮する。

　そして付与魔法は魔法の種類によっては壁や地面の透過、また自身に魔法を付与して獣や物体に擬態することを可能とするため、思考の外から奇襲を受ける可能性が高い。

　だからこそ、二つのクラスに絞って偵察を出し、本隊の戦力を維持しつつ古城内で遭遇するのを避けるように行動してきた。

　確実に有利を取り、不利な状況に陥ることを避ける。

　現在に至るまで大きな損耗を避けることができたのはラウルの功績であり、それは本来なら称賛に値する手腕だと言え──

「──私は、アルフティア様の貢献が最も大きいと思います」

　珍しく、エミルは語気を強めながら意見する。

「黒魔法クラスの襲撃に対して、アルフティア様は目標物を完璧に防衛しただけでなく、余力を割いて『活性』班の防護を行い、戦線の維持に大きく貢献してくださいました」

『魔壁』で味方を守り、『強化』で敵を討ち、『活性』で戦線を維持し続ける。

　リーベシルトを大国に押し上げた、その三位一体の動きがあったからこそ、白魔法クラスは度重なる襲撃を受けても戦力を保ち続けていた。

「今のところ、脱落者が出たのは『強化』班の人間だけです」

「……それは僕の至らぬところだね。脱落者は単独で斥候を行っていたとはいえ、その状況を切り抜けるための鍛錬を怠ったのは事実だ」

　エミルは何か言いたそうに視線を向けていたが、その言葉によって視線を外し、再び負傷者の治療に戻った。

　そして、ラウルは背を向けてから──

（──クソアマが。教会の引きこもりが偉そうに意見するんじゃねェよ）

　表情にこそ出さなかったが、内心で苛いら立だちを募らせていた。

　だが、すぐに平静を取り戻して心を落ち着かせる。

　そもそも──この作戦は必ず失敗する。

　バカなクラスメイトたちは雰囲気に流され、自分たちの勝利は現実的だと思っただろうが、他クラスの者たちだって間抜けではない。

　陣地に一切目標物が無く、姿を現さない白魔法クラスの姿。

　その状況を見れば古城内に籠城していることは明白であり、収集した目標物を一気に陣地へ運び込むという作戦に気づくことだろう。

　そして古城内での戦闘で疲弊し、陣地に向かおうと外へ出た瞬間──白魔法クラスは他クラスからの待ち伏せを受けて壊滅する。

　それが、ラウルの描いた完全敗北のシナリオだった。

　現に黒魔法クラスから度重なる襲撃を受けたことで、白魔法クラスは全体が大きく疲弊している状況となっている。その状況で待ち伏せを受ければ、全滅とまではいかなくとも戦線が維持できないほどの打撃を受けるだろう。

（今さら何をしたところで……何もできることはねェんだよ）

　視界の先にいる、澄ました表情を浮かべている少女。

「動ける程度に回復したら、次の治癒に向かってちょうだい。陣地へ運び込むことだけを考えれば、防衛のために人数を確保する方が重要だと思うわ」

　治癒を行う『活性』班に向かって指示を出しながら、ティアは負傷している『魔壁』班の人間たちに運搬までの流れを説明していた。

（だが……足あ掻がけば足掻くほど、こっちとしては嬉うれしい誤算となる）

　元々、この作戦は失敗するだけで良かった。

『六法戦』という国の威信を懸けた戦いで不様に敗北し、王家として参戦しておきながら何も成果を出せなかった責を王家に負わせる。

　それでギマイン家は王座簒さん奪だつという悲願を達成する。

　その上、今のティアは樹じゆ帳ちようを持っていない。

　友情ごっこか何か知らないが、ティアは自身の樹帳を投げ打って、デク男から奪った樹帳を回収していった。

　樹帳は自身の物しか効果が無い。配布時に自身の魔力を記憶させることで、所有者の魔力によって様々な機能が発動すると入学時に説明を受けている。

　今、ティアが致命傷を受ければ──間違いなく死に至る。

　その死によって王党派の復権は潰ついえ、管理不足と失態を糾弾して王家を引きずり落とす。

　そして『六法戦』でラウルが功績を挙げれば、ギマイン家の王座は確約される。

（本来なら全ての『六法戦』で敗北する手て筈はずだったが、ここで間抜けな王女が死んでしまえば、ギマイン家だけでなく俺の地位も盤石になる……ッ!!）

　劣勢だった状況を覆したギマイン家の英雄。

　そんな自身の輝かしい未来を想像するだけで、笑いが込み上げてくる。

　自身の名が遠い未来に亘わたって語り継がれることに、この上ない優越感を覚える。

　そのために──

「──よし、隊列は整ったッ！　陣地へと戻り、僕たちで勝利を掴つかもうッ！」

　ラウルの号令に応じて、クラスメイトたちが立ち上がる。

　そして──しばらく歩き続けたところで、前方に朱色の光が見えてきた。

　傾きつつある太陽と朱色に染まった空。

　それを目にした瞬間、クラスメイトたちから感嘆の声が起こった。

「学園の外だッ！　このまま止まらず、陣地まで一直線に向かおうッ!!」

　破滅に向かって、先行するクラスメイトたちが出口に向かって駆け出していく。

　そして、輝ける夕ゆう陽ひに目を眩くらませた瞬間──




　その眼前が、荒れ狂う暴風によって爆はぜた。




　数人が悲鳴を上げながら宙に浮き、その身体からだが蒼そう白はくの障壁に包まれる。

　思わず、後続の部隊は足を止めた。

　その先に見える、絶望的な光景を目の当たりにした。

「──まさか、罠わなではなく本当に来るとは思わなかったのです」

　少女の声と共に、シャンと錫しやく杖じようの鈴が打ち鳴らされる。

　斜陽を浴びて輝く緑銀色の髪。

　独特な意匠の施された民族衣装

　その背後にそびえ立つ──巨大な白銀。

　斜陽を覆い隠すほどの巨翼。

　人間とは比べることすらおこがましい、異様な威圧感を放つ巨体。

　その目は鋭く光り、立ち並ぶ鋭牙は本能的な恐怖を抱かせる。

　神々しく、他の生命が畏敬の念を抱く存在。

「上空から他クラスの動向だけでなく、白魔法クラスの陣地を常に監視してました。そして最短距離で運搬を行うことを考えれば、待ち伏せは極めて容易なのです」

　シャン、シャン、と少女が錫しやく杖じようを打ち鳴らす。

　その音に応じるように、少女の背後に立つ存在が咆ほう哮こうを上げた。




　白銀の巨竜。




　耳を劈つんざく咆哮によって、空気と地面が怯おびえるように鳴動する。

　しかし、それだけに留とどまらない。

　その咆哮を号令とするように、いくつもの雄お叫たけびと咆哮が周囲から起こった。

　一つ、二つ、三つ……その咆哮は留まることなく重なっていく。

　獣、鳥、蟲むし、蛇──中には形容するのが難しい形状の存在もいる。

　武装の施された魔獣の群れ。

　魔力によって、本来の個体を大きく凌りよう駕がする力を得た獣たち。

　それらを魔法によって従属させ、魔獣が持つ能力を十全に発揮する魔ま法ほう士したち。

　それこそが──召喚魔法士。

「わたしみたいな人間が相手で申し訳ないですけど──これは戦いです。そして戦いである以上、我らティルカトの民は慈悲と容赦を心から捨てます」

　そして、少女は錫杖をくるんと取り回して再び打ち鳴らす。




「召喚クラス『魔ま煌こう』──シャーリ・セントラルがあなた方を殲せん滅めつしますっ！」




　その宣戦布告を聞いて、ラウルは笑みを堪こらえることができなかった。





　　　　◇






　真っ先に動いたのは白魔法クラスだった。

「て、撤退ッ！　今すぐ古城に戻れッ!!」

　先陣にいたクラスメイトの言葉に従い、白魔法クラスは古城に向かって退却していく。

　その行動は召喚クラスも想定している。

「ゴブちゃんとウルフちゃんたちは追撃っ！　障壁の合間を縫うのですっ！」

　シャーリが号令と共に錫杖を打ち鳴らすと、屋内戦闘を苦としない小型の召喚獣たちが古城の入り口に向かって押し寄せる。

「む、無理だッ！　明らかに向こうの物量が上回ってるッ!!」

『魔壁』班の人間たちが入り口を塞ぐものの、小鬼や牙狼、刃殻蟲といった召喚獣の群れが魔力の盾を貫こうと大挙して押し寄せてくる。

　そして物量だけでなく、質量でも大きく負けている。

　視界の先に見えるだけでも、猪巨人、鷲獅子、牛鬼人、蠍獅子、炎夢馬といった中型召喚獣による布陣が敷かれている。

　そして──召喚獣たちを統べる白銀の巨竜。

「みなさんっ！　危ないので一時退避ですよーっ!!」

　白竜に乗ったシャーリが指示を出した直後、その巨体が咆ほう哮こうと共に尻尾を振るった。

　その一撃によって──入り口を塞いでいた障壁が硝子ガラスのように砕くだけ散る。

　障壁が破られた瞬間を狙い、他の召喚獣たちの部隊が再び押し寄せ、再展開された障壁の合間を縫って侵入を果たした。

「クソッ！　まずはこいつらをどうにかしないと埒らちが明かないぞッ!!」

　小型召喚獣たちを斬り伏せたクラスメイトが、そんな言葉を口にする。

（……眼前の脅威を排除したところで、こちらが不利なことには変わらない）

　後方からティアは静かに戦況を観察する。

　魔獣の数から見て、おそらく召喚クラスはかなりの戦力をこちらに傾けてきている。

　召喚クラスは屋内の戦闘には向かないが、屋外戦闘では魔獣の力を遺憾なく発揮できる。

　現に猛威を振るっている白竜は巨きよ躯くを十二分に活いかし、白魔法クラスの行先を阻むだけでなく、障壁を取り払うことで突破役も担っている。

　そして何人かが突破したとしても、中型召喚獣たちによる追撃が行われる。

　戦局は完全に召喚クラスが掌握している。

　ここで白魔法クラスを全滅させれば、召喚クラスは確実に勝利できる。

　目標物の運搬が困難である白魔法クラスと違って、向こうは大型、中型の召喚獣を使役することで運搬を容易に行うことができる。

　白魔法クラスを全滅させた後、残された目標物を回収する時間を考慮しても、終了時刻までに自陣へと運び込むことができるだろう。

　仮に全滅とまではいかずとも、足止めを続ければ白魔法クラスの勝利は無くなる。

　上空から各クラスの動向を窺うかがっていた言葉から察するに、おそらく運び込まれた目標物の得点計算も行っている。その中で他クラスの得点は脅威ではないと判断したからこそ、多くの戦力を白魔法クラスに投入してきたのだろう。

　加えて、指揮を執るシャーリの実力も高い。

「ゴブちゃんたちは下がってくださいっ！　スラちゃん、退路確保をお願いしますっ！」

　白竜の上で錫しやく杖じようを打ち鳴らし、召喚獣たちに指示を出していく。

　本来、召喚獣の傍そばには主人である魔ま法ほう士しが付き添う。

　それが同時に召喚魔法士の弱点でもある。

　強力無比な召喚獣を操る代わりに、召喚魔法士自身は攻撃手段を持たない。

　だからこそ、本来は召喚獣に主人を守護させなくてはいけない。

　しかし……シャーリ以外に魔法士の姿はない。

　白竜に乗るシャーリが指揮を執り、戦況を離れた魔法士たちに伝えて指示を出させる。

　それによって弱点を補いつつ、召喚獣のみを戦地に赴かせる戦略を可能とした。

　指揮を執るシャーリ自身は白竜に守られているため、容易に手出しすることもできない。

　単純な待ち伏せではなく、周到に練られた戦術。

　それを突破できる方法が、今の白魔法クラスには存在していない。

　たとえ退けることができたとしても、このままでは運搬が間に合わない。

　それは──誰もが理解している。

「ッ……このままじゃ押し負けるッ！　迂う回かいして別ルートを行くしかないッ!!」

「間に合うわけないだろうッ！　それより治癒を前衛に回してくれッ!!」

「すみません、治癒が間に合わないのですッ！　極力負傷を避ける形で──」

「そんなことできるわけないだろッ！　こっちも手一杯なんだよッ!!」

　敗色の空気を悟ってか、クラスの面々たちに動揺と焦りが広がっていく。

　それが負の連鎖となり、防御陣形は徐々に崩壊へと向かっていった。

　その様子を眺めながらも、ティアは平静を保っていた。

（普段通り……自身の『正義』を貫き、己のままに往ゆく）

　ユウマに告げられた言葉を、何度も頭の中で反はん芻すうし続ける。

　普段の自分は冷静に物事を見極められる人間だ。

　だからこそ、ギマイン家の悪事を告発するために自ら動いた。

　普段の自分は何事であろうと先手を取る人間だ。

　相手に主導権を握られないように、自ら動くことで優位に立ってきた。

　そんな自分が、今為なすべきことは──

「だ、ダメだ……今回の『六法戦』は諦めるしかない……っ」

　誰かが、そんな言葉を口にした。

「この状況じゃどうしようもない……それに、『六法戦』は今回限りじゃないんだ」

「そうよ……次の機会に、また勝てるように頑張れば……っ」

　諦めの言葉が次々に伝でん播ぱしていく。

　敗色を悟り、クラスから士気が失われていく。

　そんな白魔法クラスに漂う空気を感じ取ったのか、召喚獣たちが勝利を確信したかのように耳障りな雄お叫たけびを上げる。

　もはや大勢は決してしまっていた。

　誰もが戦意を失い、敗北を受け入れようとしていた。

「今回は、もう諦めるしかな──」

　誰かが口にした、その言葉が終わるよりも早く──




　眩まばゆいほどの白光が、異形の獣たちを割った。




　縦一いつ閃せんに振るわれた白光は押し寄せていた召喚獣の海を容赦なく断ち割り、古城の入り口に集っていた獣たちが断末魔の悲鳴を上げながら空気に溶けて消えていく。

「まったく──本当に嘆かわしいわね」

　白光を纏まとう剣を振り、主あるじの言葉に従って巨大な光盾が古城の入り口に展開される。

　その圧倒的な光景に、誰もが言葉を失っていた。

　そして誰もが白光の中に立つ少女に目を奪われていた。

「今から諦めの言葉を口にする人間は、この学園を去りなさい」

　厳かな声音と共に、ティアは毅き然ぜんとした態度で構える。

「我々は誇り高きリーベシルトの騎士。それが獣風情に怯おびえ戸惑い、あまつさえ安易に敗北を受け入れるなんてあってはならない」

　クラスメイトたちに聞こえるように、凛りんとした声音を響かせる。

　その言葉を聞いて、一人の男子生徒がティアの前に踏み出た。

「そんなこと言っても、もうどうしようもないだろッ！　ただの荷運びしかしてこなかったくせに、今さら『不義の娘』が出しゃばり──」

　その言葉は最後まで続かなかった。

　それよりも早く──ティアは男子生徒の顔面を勢いよくブン殴っていた。

　声を上げる間もなく男子生徒は石畳を転がり……樹じゆ帳ちようの障壁に包まれて気を失う。

「あら、これで一人脱落したわね」

「な、なにをやってるんだッ!?」

「味方を攻撃して脱落させるなんて……ッ！」

「黙りなさい。騎士ではないクズは、味方ではなく足手まといというのよ」

　クラスメイトたちが非難の声を上げる中、ティアは冷ややかな視線を向ける。

「あなたたちは何も理解していない。本来……敗北を認めるのは死を意味する」

　クラスメイトたちは次のチャンスがあると考えている。

　しかし、実戦ではそんなものは存在していない。

　敗北とは死であり、それを甘んじて受け入れる者など不要でしかない。

「私を『不義の娘』と呼ぶのは結構。私はあなたたちを騎士ですらないクズと呼ぶわ」

　脱落した男子生徒を足蹴にしてから、ティアは言葉を続ける。

「リーベシルトの騎士とは階級ではなく、その実力に対して敬意を払う称号よ。互いを認め合っていたからこそ、我々は群として数多あまたの戦場で勝利を収めて国を築き上げた」

　十五年という歳月によって失われた、騎士として在るべき姿。

「あなたたちが私を蔑むのも結構。その度にあなたたちは、自分の実力が私に劣っていることを認め、それを恥ずかしげもなく他者に示すクズだと言いましょう」

　俯うつむくクラスメイトたちに対して、容赦ない言葉と眼光を向けながら語る。

「あなたたちが騎士であるなら、今やるべきことは諦めて敗北を受け入れることではない。死力を尽くして眼前の敵を討ち、祖国に勝利を捧ささげるのが騎士の役目よ」

　丸盾に向けて、剣の柄つかを勢いよく打ち付ける。

　ガァンと甲高い金属音が響き渡り、弛し緩かんしていた空気が張り詰めていく。

「もう一度言うわ。今のあなたたちは騎士ではなくクズよ」

　何度も、何度も、柄と盾を打ち付けて音頭を付ける。

　祖国を象徴し、今世にまで継がれてきた武具型の魔法具。

「あなたたちは獣の声に腰を抜かし、泣き言をこぼすことしかできないクズ。だけど、これからあなたたちはクズから騎士へと戻るわ」

　節をつけながら、祖国の戦勝を願って謳うたう。

「我らリーベシルトの騎士は眼前の脅威に対して、諦めることなく勝利を奪い取ってきた。何者が相手であろうと、我らの道を妨げる者たちを踏み砕くだいてきた」

　やがて──静かに紡がれていた言葉に別の音が重なり始めた。

　一つ、二つ、三つと──ティアが打ち鳴らす武具に音が重なっていく。

「我らリーベシルトの騎士は臆することはない。我らが踏み通った道は自身の武勲を示すものであり、我らが往ゆく先々には勝利という栄光の光が輝いているからだッ!!」

　武具による大合唱の最中、ティアは負けじと声を張り上げる。

　リーベシルトという国が連綿と継ぎ、その民たちが継いできた心を奮わせる。

「さぁ──我がリーベシルトの騎士ならば、今この場で雄気を示してみせなさい」

　リーベシルトという国が継いできた、滾たぎるような騎士としての在り方。

　先陣に立ち、民を導かんとする雄然とした姿──







「──我らが雄唱と共に、獣たちを蹂じゆう躙りんせよッッッ!!」







　バギンッ──と、入り口を覆っていた光盾が砕くだけ散った瞬間、




『オオオオオオオオオオオオオオオオッッッッ!!』




　空気を震わせる雄勝の大音声が響き渡った。

　そこには男女も身分も関係ない。

　戦うべき時を前にして、自身の赴くがままに雄お叫たけびを上げる姿。

　自らの誇りである武具をけたたましく打ち鳴らし、英気を高めて闘気を漲みなぎらせる。

　祖国の勝利のために立ちあがる、騎士としての姿があった。

　他者を慄おののかせる圧倒的な気概を持つ騎士たちがいた。

　その大音声を浴びながら、ティアは淡々と頷うなずいて指示を飛ばす。

「『魔壁』班は前衛、『強化』班を中衛とした密集移動陣形を展開ッ！　陣形の中央で『活性』班は目標物の運搬と支援を続け、全員で陣地を目指して駆け続けなさいッ!!」

　ティアの指示によって、クラスメイトたちは祖国の訓練で培った通りに陣形を組み上げていき、群としての体を成していく。

　既に道は切り開かれている。

　先ほど砕け散った光盾は鋭利な光片となって矢雨のように召喚獣たちへと降り注ぎ、その身体からだを無残に貫いて消失している。

　致命傷に至らなかった獣たちに対して、クラスメイトたちは雄叫びを上げながら残党を斬り伏せ、陣形を維持したまま陣地である運動場に向かって歩みを進め始めた。

「エミルさん、貴女あなたにクラス指揮を任せるわ。何があっても辿たどり着いてちょうだい」

「は、はいっ！　必ずや導いて見せますっ！」

「ヴァンデルくん、あなたは『強化』班全体の迎撃指示を行いなさい」

「お、俺ですかッ!?　ですが、『強化』班の指揮はラウル様が──」

　そう言いながらも、ヴァンデルは横目を向ける。

　隊列に加わることなく、呆ぼう然ぜんと事態を眺めているラウルの姿。

　それを見て、ティアは冷ややかな声音で告げた。

「──ただのクズに用は無いわ」

　その声音によって、ヴァンデルは怯おびえながらも静かに頷うなずく。

　そして隊形に加わっていく二人の背中を眺めながら、ティアは丸盾と剣を構える。

「さて……私も頑張らないといけないわね」

　自身の剣に魔法を展開し、身の丈以上の光刃を纏まとわせる。

　その時……頭上から巨大な影が差した。

「う、うぅぅっ！　ちょっと予想外ですっ！　まさか逃げられるなんてっ!!」

　巨竜の背の上で、シャーリがあわあわと慌てふためく。

「だけど──逃がしたら、私が怒られちゃいますのでっ!!」

　シャン、とシャーリが錫しやく杖じようを取り回した直後、待機していた召喚獣たちが動きを見せた。

　魔ま法ほう士したち数人掛かりで相手をする中型召喚獣。

　それらが一斉に、陣地へ向かおうとする白魔法クラスの一団に方向を変え──




　その内の一体、牛鬼人の身体からだが縦に両断された。




「なっ────」

　眼前の光景を見て、シャーリは焦りを帯びた声を上げる。

　先ほどまで、古城の入り口に立っていたティアの姿。

　それが──遠く離れた牛鬼人の傍そばにまで迫っていた。

「私は、いつも一人だったの」

　霧散して消えていく牛鬼人の光を払うように、ティアは灼やけるように輝く光刃を振るう。

　白魔法の良さは、本人の適性を大きく伸ばすところにある。

『強化』、『魔壁』、『活性』の三種を一通り学んだ後、自身に最も適している魔法を選び、その分野を極めて部隊における役割を完璧に担う。

　だが、ティアはそれを選ばなかった。

「たとえ私一人だろうと……父を貶おとしめた奴やつらを相手に戦い続けると心に決めていた」

　自身のことを確かめるように、ティアは大きく一歩を踏み出す。

　直後──光刃によって炎夢馬の首が刎はね落とされた。

　地を滑るように光の軌跡を残し、頭を失った炎夢馬が音もなく空気へと溶ける。

　自身の魔法に適した『魔壁』だけでなく──その全てを極めようと鍛錬を積んだ。

「私は、有言実行主義よ」

　頭上に見える白銀の巨竜に向けて、ティアは光刃の切っ先を向ける。




「ここから先には──何なん人ぴとだろうと踏み入れさせないわ」




　白魔法クラスの『魔ま煌こう』として、不敵な笑みと共に告げた。





　　　　◇






　白魔法クラスの劣勢だった状況は、瞬く間に変わりつつあった。

「ッ──後衛のみなさんっ！　脅威の排除を優先するのですっ！」

　シャーリの号令によって、逃げる白魔法クラスを追おうとしていた中型召喚獣たちが足を止め、脅威であるティアに集中する。

　その判断は正しい。

「これで──七体目ッ!!」

　地中から奇襲を掛けてきた蠍獅子に対して、ティアは一いつ閃せんの下に斬り伏せる。

　人面に似た顔が苦痛に歪ゆがみ、毒爪が届く前に輪郭を失って消える。
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　後方に待機していた中型召喚獣の数は十二体。

　既にティアは半数以上の中型召喚獣を倒しており、実戦経験の無い魔ま法ほう士しで、しかも単独で撃破しているというのは破格の強さと言える。

　それはシャーリにとって、想定外の戦力に映っているだろうが──

（……本当の実力じゃないってところは、少しだけ癪しやくだけど）

　自身の傷を『活性』で癒いやしながら、ティアは表情を強こわ張ばらせる。

　白魔法は効果こそ単純だが、その魔法式は他の魔法系統と比べて複雑だ。

『強化』によって増強する筋力を適宜指定し続ける、『魔壁』は座標、空間、規模といった様々な事柄を考慮して展開し、『活性』は傷口の血管を繋つなげる精密性を要する。

　熟練の白魔法士なら併用するのも造作ないが、それらは豊富な経験に裏付けされたもので、実戦経験に乏しいティアには多大な集中力を必要とする。

　それを可能としているのは──猫の力だ。

　頭上と後方で揺れる金色。

　今、ティアの視界には多種多様の色が視みえている。

　匂いを可視化する力で召喚獣の動きを読むことで、判断や回避、自身の動きを躊躇ためらう必要が無くなり、自身の魔法に集中力を割くことができている。

　しかも危険を察すると猫の方が何かしら合図を送ってくるため、複数体の相手や奇襲を掛けられても対処することができた。

　だが──

「──お強いですね、アルフティアさん」

　頭上から声が聞こえた直後、大翼が空気を打ち付ける音が周囲に響き渡る。

　白銀の巨竜に乗るシャーリの姿。

「正直に言うと予想外でした。白魔法クラスの『魔ま煌こう』とはいえ……単独でここまで多くの味方がやられるとは思っていなかったのです」

「……それは、お褒めいただいて光栄ってところかしら」

「はい。わたしとしては手をパチパチ叩たたいて賛辞を送りたい気分なのです。ですが──これ以上、あなたが戦い続けることは無理でしょう」

　その言葉は正しい。

　最小限の動きに留とどめていたとはいえ、一人で全てを対処するのは無む茶ちやだった。

　ティアを差し置いて向かおうとする召喚獣を障壁によって足止めし、眼前に迫る爪そう牙がに対処し、追撃を想定した立ち回りを行う。

　集中と魔力を消費し続けてきたことで、疲労した身体からだは限界を迎えつつある。

　そしておそらく、シャーリはこの状況を狙っていた。

「やられてしまった子たちには可哀かわいそうなことをしましたが……あなたを疲弊させたことで、わたしたちの勝利は確実なものとなりました」

「……まだ、私はあなたたちを止めて見せるわよ」

「いいえ。ここで足止めを受けても──召喚クラスの勝利は揺らぎません」

　確固たる言葉と共に、シャーリは表情を改める。

　シャン、シャン──と錫しやく杖じようを打ち鳴らし続けている。

「わたしが先ほどの力を見て懸念していたのは、あなたの戦闘力ではありません。あなたが持つ魔法──その堅けん牢ろうな守りを対処することが一番の問題でした」

　錫杖の鳴る音に合わせ、白銀の巨竜が天上を見上げる。

　その瞬間、周囲に変化が生まれた。

　漂っていた色のついた匂いが、何かへ引き寄せられるように巨竜の頭上へ集まっていく。

　本来の流れに抗あらがい、渦を巻くように空気が蠢うごめいていく。

「わたしたちの勝利を確実なものとするためには……あなたが仲間を守り切ることができないように、疲弊していただく必要があったのです」

　その言葉の意味を、ティアはようやく理解した。

　シャーリが視線を向けている先。

　その先には──白魔法クラスが向かっている陣地がある。

　そして、シャーリは錫杖を回した。

「さぁ──我らが勝利のために謳おう舞ぶを捧ささげましょうッ!!」

　その言葉によって、白銀の巨竜が天高く咆ほう哮こうを上げた。

『雄風を司つかさどる神属の化身、風神竜ティフォンよ……契約者シャーリ・セントラルの名の下に、その御み力ちからによって咎とが人びとたちを浄化したまえ──』

　詠唱と共に、舞いを奉納するようにシャーリが錫杖を打ち鳴らす度、もはや可視化できるほどに圧縮された空気の塊が生まれる。

　その嵐らん気きが白竜の眼前に留とどまり、一つの巨大な球体へと変貌した後──




『────《風浄の聖[image: ]ヴインデ・レンセル》』




　静かな言葉とは対照的に、嵐の奔流が爆発した。

　放たれた空気の爆発が地表を撫なぜ、威力を持った風圧が鉄てつ槌ついとして振りかざされる。

　周囲の木々を薙なぎ倒たおし、地面を抉えぐり進んでいく。

　その暴風は、間違いなく進行している白魔法クラスを打ち払う──

「ッ──『神域盾アレスシユテン』、防ぎ切りなさいッッ!!」

　虚空から生まれ出た巨大な光盾が、荒れ狂う暴風を受け止めようとする。

　しかし、その嵐らん気きは止まらない。

　光盾を押し貫こうと進み続けようとしている。

　やがて──その光盾に亀裂が生まれた。

　暴風が吹ふき荒すさぶ風音の中、軋きしむような音が断続的に聞こえてくる。

　それでも、持ちこたえなくてはならない。

「もう少し……もう少し、だからッ!!」

　自身の中にある全ての魔力を注ぎ続け、亀裂を埋めるように新たな盾を生成する。

　しかし、付け焼刃で生成した盾は衝撃にすら耐え切れない。

　瞬く間にヒビが入り、嵐の奔流の中に飲み込まれる。

　それでもティアは決して諦めない。

「諦めたら、本当に終わってしまうから……ッ!!」

　いつだって、自分は諦めることはなかった。

　母から王である父が貶おとしめられたことを聞いた時、自分一人でも立ち向かうと決めた。

　その目的を胸に抱き、魔ま法ほう士しとなるために鍛錬を積み続けた。

　その道のりがどれほど過酷であろうと、終わらせるわけにはいかなかった。

　連綿と続いてきたリーベシルトという国の系譜。

　国を愛し、国民を愛し、『愛の盾』と名付けられた国。

　その誇りを受け継いだ王家が──諦めるなどあってはならない。

　この身を賭してでも、誇り高き仲間たちを守り抜かなくてはならない。

「諦めて──たまるかあああああああああああああああああああああッッッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、ティアは全ての力を振り絞って叫ぶ。

　自身の歩んできた道を、想おもいを、その全てを光盾に捧ささげる。

　そして──




『──今回は上出来じゃないか』




　そんな言葉が聞こえた気がした。

　試験場で聞いた、思わず気が抜けそうになる声。

　しかし、今ではその声を聞いていると妙に安心する。

『お前は騎士の道を外しかけた同志を導く光として、他国が脅威となる英傑として、そして高みの見物をしている学園の奴やつらを眩くらませるほどの闘いを見せた』

　ユウマが組み上げた作戦では、『六法戦』に勝つことが前提に置かれていた。

　しかし、戦いにおいて確実な勝利など存在しない。

　だからこそ、ティアに対してある役割を与えていた。

　この戦いにおける主役として、あらゆる人間の目を惹ひきつけること。

『光に目を取られていれば──その中にいる幽者に目を向けることはない』

　自身をそう称しながら、ユウマが言葉を紡ぐ。

『天てん[image: ]とん法術──』

　普段はふざけてばかりいるのに、時には底知れない何かを垣かい間ま見みせた。

　妙に人間くさい言動をしながら、冷徹に自分を諫いさめることもあった。

　だけど、いつだって傍そばにいてくれた。

　いつだって──自分のことを助けてくれていた。




『────界かい雷らい天てん道どう』




　囁ささやくような静かな言葉。

　その直後──視界が漆黒で埋め尽くされた。

　火花のように光を散らしている黒煙。

　それに似た光景を、ティアは見たことがある。

　雷雲。

　眼前に見えた物体の正体を認識したところで──

　耳を劈つんざく轟ごう音おんが、天地を震わせた。

　雷火が世界を純白に染め上げていく。

　爆はぜ散るような喧音が周囲にある音を全て奪い去っていく。

　圧倒的な力の奔流によって、空気と地面が慄おののいていた。

　そして……狂った五感を必死に動かしながら、ティアはゆっくりと目を開ける。




　そこには──何も残っていなかった。




　先ほどまで猛威を振るっていた嵐らん気きも、それを防いでいた光盾も、全てが等しく消え去り、周囲の地面と空気が熱によって赤化している。

　そして──その最さ中なかには、蒼あお白じろい障壁に包まれたシャーリの姿があった。

「────は」

　その光景を見て、ティアは乾いた声を上げながらぺたんと地面に座り込む。

「……そんなことできるなら、最初からやりなさいってのよ」

　常軌を逸した力を見て、思わず笑いが込み上げてくる。

　もはや卑ひ怯きようと罵ってもいいくらいだ。

　だからこそ、ティアは笑いながら口にする。

「遅すぎなのよ、バカ」

　力尽きるように、ティアはゆっくりと地面に倒れ込む。

　笑顔を浮かべたまま、傾き続ける斜陽を眺める。

　しばらくしてから、広域魔法具によるアナウンスが響き渡った。

　今回の『六法戦』の勝者を告げる声。

　その声が白魔法クラスの名を挙げた後、ティアは無言のまま拳を突き上げた。





　　　　◇






　あり得ない。

　そんな言葉がラウルの頭の中を埋め尽くしている。

　白魔法クラスの一団から離れた後、ラウルは一人で陣地に戻っていた。

　あの状況から勝つことはできない。

　どれだけ奮起したところで、白魔法クラスの面々は疲弊しきっていた。

　古城内で黒魔法クラスから度重なる襲撃を受け、連携力は落ちていた。

　待ち伏せていた召喚獣たちの群れを突破できる戦力は無かった。

　そのはずだったのに──

「本当に……俺たちが勝ったんだッ!!」

「勝った、勝った勝ったっ！　私たち勝てたんだよっ!!」

　クラスメイトたちの嬉き々きとした声が遠くから聞こえてくる。

　回収した目標物は何一つ欠けることはなく、自陣内に運搬された。

　そして白魔法クラスの得点が一位となり、勝利したというアナウンスが学園側から為なされたことで、勝利は決定的なものとなった。

　ラウルの描いた図では、クラスメイトたちは敗戦で打ちひしがれるはずだった。

　諦めに満ちた表情を浮かべているはずだった。

　だというのに──その表情は勝利の喜びと希望に満ちている。

「あ……アルフティア様っ！」

　一団を率いていたエミルが声を上げると、クラスメイトたちが一斉に視線を向ける。

　そこには……ティアが自陣に向かってゆっくりと歩いてくる姿があった。

「ご無事でしたか、アルフティア様……っ！」

「……あまり無事とは言えないわね。少し無む茶ちやをしすぎたから」

　戦闘による疲弊と魔力を使い過ぎたのか、ティアが青ざめた表情で笑みを作る。

　そんなティアに向かって、クラスメイトたちは駆け寄っていった。

「申し訳ありません、アルフティア様……リーベシルトの騎士として拝命されながら、我々はその責務と誇りを蔑ないがしろにしておりました」

「それだけでなく……我々は数々の無礼な言葉を王女殿下に向けて放ちました。我々の勝利を諦めることなく、誰よりも祖国に尽くそうとした方に対してです」

　謝罪の言葉と共に、クラスメイトたちは俯うつむきながら目を伏せる。

「此こ度たびの非礼に対して、我々はいかなる処分も甘んじて受け入れ──」

「ああ、別にそういうのはいいわ」

　エミルの肩を借りながら、ティアは気だるそうにひらひらと手を振る。

「私は王女である前に騎士よ。私は騎士として自分の仕事を果たし、あなたたちは自陣に到達するという仕事を果たした。リーベシルトの騎士として相応ふさわしい仕事ぶりだったわ」

　その言葉に誰もが呆ぼう然ぜんとする中、ティアはキッと表情を改める。

「それと……謝るのは私ではなく救護室にいるセオドールくんと付き添いで欠席しているヘルミナさんでしょう。あなたたちが見て見ぬふりをしていたのは忘れてないわよ」

「は、はいッ！　承知いたしましたッッ!!」

　ティアの怒気に圧されてか、クラスメイトたちが反射的に背筋を伸ばして敬礼する。

　そんな姿を眺めながら、ティアは柔らかい笑みを浮かべていた。

　クラスメイトたちがティアに向ける感情にも、不和や悪印象などは見られない。

　こんなはずではなかった。

『不義の娘』はクラスで孤立し、その存在によってクラス内の空気は不和に包まれ、陰鬱な空気の中で一年間の学園生活を過ごすはずだった。

「なぜ……こんなことになっているッ！」

　やり場のない怒りをぶつけるため、その拳を勢いよく樹の幹に叩たたきつける。

　しかし木の枝にでも当たったのか、浅く裂けた手首から鮮血が滴っていた。

　そんな些さ細さいな失態すら、ラウルの苛いら立だちを増長させる。

「こんなはずでは、なかったのに……ッ!!」

　何もかも、自分の望むままに進んでいたはずだったのに。

　排斥されていたティアの存在は、クラスメイトたちに認められた。

　王家が参加していながら最悪の結果を生むのではなく、最高の逆転劇へと変貌した。

「なぜだ、なぜ、どうして、こんな──ッ」

　自分の計画が狂ったことが認められず、ガリガリとその喉を掻かき毟むしる。

　このままでは、ギマイン家による王座の簒さん奪だつは叶かなわない。

　今後も白魔法クラスが勝ち続け、王女であるティアが大きく貢献したと国民たちに知られることになれば──長年に亘わたって行ってきたギマイン家の計画が頓挫することになる。

　それだけではない。

『六法戦』の敗北を命じられた自分が失敗したと父に知られたら、その処分は免れない。

　今までギマイン家が裏で行ってきたように、何者とも知れぬ存在に堕おとされるか、計画を知る者の一人として切り捨てられるかもしれない。

「ありえ、ない……ッ!!」

　そんな自身の未来を想像して、憎悪の視線をティアに向ける。

　ティアの樹じゆ帳ちようはこちらの手中にある。

　今すぐにでも駆け出し、その白い首根を掻き斬ってしまえばいい──

　そこまで考えたところで、ラウルは深く息をついた。

「まだ、機会は残っている……ッ」

　感情を抑え、頭に昇った血を鎮めていく。

　ここでティアを殺したところで、自分が逆賊となるだけだ。

　そうなればギマイン家に対する糾弾は避けられず、父も自分を見限って切り捨てる。

　まだ一度の失敗でしかない。

　残りの学園生活で再び王家の地位を貶おとしめ、ティアの失態を演出すればいい。

　まだ終わっていない、自分たちはまだ終わってなどいな──




「──残念だけど、これで終わりなんだ」




　そんな声が、どこからともなく聞こえてきた。

　癪しやくに障る間の抜けたような声。

「はぁーい、ラウルくん。楽しい逆転劇はいかがだったかな？」

　腹立たしいニヤけ顔を浮かべる男が、木陰からゆっくりと姿を現した。

「おま、えは……ッ!!」

「おいおい、クラスメイトの御み影かげユウマくんを忘れないでくれよ」

　けらけらと小馬鹿にしたように肩を竦すくめる。

　反射的に、ラウルはその場から飛び退のこうとし──

　その足が動かないことに、ようやく気づいた。

　まるで身体からだの自由を奪われたように、指先一つ動かすことができない。

「動けないよなぁ。こいつは魔法花の土壌に生えた雑草をベースとした、魔力干渉に特化した麻酔薬だ。血液に入ることで魔力と結合し、一時的に身体機能が麻ま痺ひする」

　こちらに良く見えるように、ユウマが右手の中身をくるくると回す。

　手のひらに載るほど小さい、棘とげのような小枝。

「いやぁ樹じゆ帳ちようの騙だまし方には苦労したんだぜ？　致死性のある毒だと樹帳が反応して解毒を始めるし、効能を弱めると動きを奪えないからさ」

　手の上で枝を握り潰しながら、眼前の男はどこまでも不敵に笑う。

　周囲に人影や気配がないことは、魔法で風の流れを探って確認していたはずだ。

　それなのに、なぜこの男は近づくことができたのか。

「さて、俺には読心術ってのがあってな。そろそろお喋しやべりもできなくなるだろうから、俺が代わりにお前の考えていることを言い当ててやろう」

　そう言いながら、ユウマは眼前で指を一本立てる。

「『どうして今まで上う手まくいっていたのに、最後で狂ってしまったのか』……その答えは単純明快、お前が『上手くいっている』と思うように俺が全てを動かしたからだ」

　意味がわからなかった。

　今まで上手くいっていたのは、全て自分の手腕によるものだったはずだ。

「きっとお前は『自分がこの状況を作り出した』と思っていることだろう。だが、俺はお前がそう思い込んでくれるように状況を組み上げた」

　ティアがクラスメイトたちと交流を深める頃合いを見計らって、『不義の娘』であることを暴露し、その嫌悪感によってクラス内から排斥する。

　貴族筋の人間を権力で抱き込み、不和を煽せん動どうして増長させる。

　友人であったデク男と田舎娘を虐げ、ティアの心中から余裕を奪って追い詰める。

　その劣悪な状況下で、確実に敗北できるように全てを組み上げた──

「──さて、クラスのまとめ役を決めようと言い出したのは誰だったか」

　口端を吊つり上あげ、愉たのしげに笑いながら言う。

　その言葉によって、ラウルは気づいてしまった。

　誰よりも勝利に固執していたティアだからこそ、その提案を受けて『最も適した人材』を指揮官として指名するが、それは家柄や実力が十分であるラウル以外にいない。

　そしてクラス中の注目を浴びたことで、ラウルはそれを『好機』と捉えてしまった。

　この状況こそが、ティアの正体を暴露するのに相応ふさわしいと。

「さて次に……教員がいる前でティアを『不義の娘』と呼んだのは誰だったか」

　その言葉を口にしたのは、自分が所属する『強化』班の一人だと思っていた。

　しかし、深く考えてみればそれはあり得ない。

　体面を気にする貴族の家柄であるからこそ、教員がいる前でティアを『不義の娘』と呼び、糾弾を受けて家名に傷がつくのを恐れるはずだ。

「警戒していたセオドールが一人で呼び出しに応じたのはなぜか。それは『クラスメイトの女子が手紙を入れていた』という話を誰かに吹き込まれたからであり、その話を聞いてヘルミナは遠慮して離れ、セオドールが一人で手紙を読むように仕向けた奴やつがいるからだ」

　ユウマが指を立てていく度に、内心でラウルは連呼していた。

　あり得ない、と。

「黒魔法クラスが何度も襲撃を行えたのは、こちらの手の内を理解していたからだ。白魔法クラスは時間まで外に出ない。だから何度でも襲撃を行うことができた」

　屋外に逃げる可能性を考慮すれば、追撃のために戦力を向ける必要が出てくる。

　それが無いとわかっていたから、黒魔法クラスは少数で戦力を削そぐ立ち回りを行い、何度となく襲撃を行って機会を窺うかがうことができた。

「召喚クラスの待ち伏せは、各クラスの状況を上空から判断しただけでなく、俺の渡した情報があったからこそ決行された。確実に阻止するために多大な戦力を傾けてきた」

　召喚クラスの戦力は、そのほとんどが注つぎ込まれていた。

　古城から出ていない白魔法クラスを待ち伏せする選択を採ったとしても、戦力のほとんどを注ぎ込むのは確信が無ければ実行できない。

　だが……その全ては、仕組まれていたことだった。

「そして最後だ。人の印象は何かをきっかけとして大きく変わる。相手に対して悪印象を強く抱いている中で、その人間が好意的な行動をすると──その印象は反転する」

『不義の娘』という悪印象があったからこそ、自身の仕事を全うしながらも仲間を守り、召喚獣の群れに対して臆することなく立ち向かうというティアの行動に心を打たれた。

　そうして出来上がったのが──この結末ということだ。

「人じん遁とん──まぁこれは俺らの言い方だし、わからないだろうからいいや」

　間抜けな笑みを向けながら、ユウマがひらひらと手を振る。

「アルフティア・フォン・リーベシルトは獅し子し奮ふん迅じんの活躍によって勝利を収め、ギマイン家は何もかもを失って破滅する……だから次の機会は存在しない」

　破滅する、という言葉に一瞬恐怖が浮かんでくる。

　しかし、そんなことはあり得ない。

　自分が行おうとしていたことを暴露されたところで、証拠は何一つとしてない。

　クラス内における自分の立場は危うくなり、今後も計画を進めていくための障害にはなり得るが、学園に残り続けていれば機会はある。

　仮に証拠を提示されたところで、その責任は自分だけに向かい、ギマイン家はラウルを切り捨てることで地位を保ち続ける──

「──はてはて、何やら面白い状況となっていますね」

　くぐもった声音と共に、甲かつ冑ちゆうを揺らす金属音が聞こえてきた。

　木陰からゆっくりと歩み寄ってくるマキシミンの姿。

「さてさて、御み影かげくんの樹じゆ帳ちようを辿たどれなかったので、探すのにずいぶんと手間取ってしまいましたが……説明次第では、私は御影くんに対して手を下さないといけません」

　マキシミンが腰に提げていた長剣を抜き放ち、その切っ先をユウマに向ける。

　それに対して、ユウマはにかりと笑みを浮かべてから──




「ラウル・ギマインは『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』に加担している罪人だ」




　………………。

　…………………………それは、なんだ？

　何を言っているのか理解できず、ラウルの思考が完全に停止する。

　しかし、それを聞いたマキシミンは静かに息を呑のんでいた。

「……なぜ、あなたが『大罪法術』について知っているのですか？」

「そりゃ俺が『大罪法術』についての知識を持ってるからだよ。だからトトリちゃんは俺を例外生として入学させた。その知識を提供するって条件でな」

　何やら二人が会話を交わしているが、まるで話が見えてこない。

　だが……それを聞いて、マキシミンは静かに剣を下ろした。

「今朝、あんたに俺を見張るように言ったのは、クラス教員なら『大罪法術』の件について知らされていると考えたからだ。生徒と接する機会が最も多く、生徒を観察していても怪しまれる可能性が低いからな」

「……なるほど。それではラウル・ギマインが加担しているという証拠は？」

「ラウル、もといギマイン家が行おうとしていた『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の計画とは王家の血を必要とするものだ。そのために──こいつらは十五年前から計画を進めていたんだよ」

　その言葉を聞いた瞬間、ユウマが行おうとしている意図を理解した。

「こいつはティアを暗殺するために動向を観察していた。俺の指示でティアを単独で行動させてみたが、こいつの足跡は不自然なほどティアの動向と一致していた」

　そう言いながら、ユウマは学園の地図を取り出して広げる。

　地図に描かれている二本の線。

　それは入学式の翌日──ラウルがティアを追跡していたルートと寸分同じものだった。

「この行動は入学式の翌日、つまり計画的な犯行であることは間違いない」

「……なるほど。それでは彼女を学園で殺す理由についてお答えいただけますか」

「十五年前の事件以後、王家は厳重な警備と監視を受けている。他者の目に触れることなく命を奪うことは難しいが、『不義の娘』として隠匿されてきたティアはその限りではなく、学園という中立地帯であれば他国に対して疑いを掛けて逃れることも可能だ」

　この男は、ギマイン家が行ってきた計画を別の物に挿すげ替かえようとしている。

　そもそも、ティアの命を奪うこと自体が計画には無かったことだ。

　偶然、あの間抜けな王女が友人ごっこのために自身の樹じゆ帳ちようを渡したからこそ、計画を早めるために利用できないかと考えただけで──

　その時、『偶然』という言葉がラウルの中で引っ掛かった。

「疑うならこいつを調べてみるといい。ティアを殺そうとしていた証拠がある」

　ユウマの勝ち誇った笑みが視界の中に映る。




「生徒を守る絶対の存在──その樹帳を盗んだことが暗殺の証拠だ」




　何もかも自分の思い通りに進んでいたからこそ、ラウルは樹帳を手放さなかった。

　自分が優位だと考えていたからこそ、その可能性を考慮しなかった。

　自分が慢心するように、全ての状況を組み上げていた。

　自分が意識しないところで──この男は全てを操っていた。

「そのその……つまり、今アルフティアさんは樹帳を持っていないということですか？」

「まさか。うちのかわいいティアちゃんにそんな危ないことさせられないっての」

　そう言いながら、ユウマはポケットの中身を大きく広げて見せる。

「ティアには俺の樹帳を持たせてある。いやー、さすが教員用の樹帳っすね。誰が持っても効果を発揮してくれるんだから便利っすわー」

「……いやいや、樹じゆ帳ちようはそうやって貸し借りする物じゃないんですよ。ですが、あなたの位置が把握できなかった理由にも合点がいきました」

　元から、自分には何一つとして選択肢は無かった。

　先ほど感情に任せてティアを殺そうとしたところで、それすらも叶かなわなかった。

　何一つとして、叶うことはなかったのだ。

「というわけで、この悪い子ちゃんを学園に引き渡してくださいな」

「……ふむふむ。それでは容疑者として捕え、イースト学園長の指示を仰ぎましょう。彼だけでなく、ギマイン家全体が関わっているなら大規模な調査となります」

　そんな調査をしたところで、おそらく証拠は何も出てこない。

　だが……それによって、何もかもが明るみになるだろう。

　他家に対する圧力、表沙汰にできない通商、口封じのための殺人。

　そして──『ヴェルフレッド王の不義』に関する真実。

　その何もかもが公表され、ギマイン家は破滅の道を辿たどる。

「残念だったねぇ……ラウルくん」

　その元凶である男が、耳元でそんな言葉を囁ささやいてくる。

「お前たちがティアに行ったことは、俺たちからすれば遊びみたいなもんだ。こっちは有史以前から、お前らを操って生き残ってきた極悪人なんだからさ」

[image: ]

　底の知れない黒瞳。

　その瞳の奥で、底知れない『悪』が垣かい間ま見みえる。




「────残念だったねぇ」




　怖おぞ気け立つような、本能的な恐怖を呼び起こす笑み。

　その男の笑みを最後に──ラウルの意識はゆっくりと途絶えた。





●終章




『六法戦』が終わり、月が移り変わろうとする頃。

　ラウル・ギマインによる『王女暗殺計画』の話は瞬く間に広がった。

　トトリの計らいによって『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の件は伏せられていたが、学園側はこの件についてラウルを退学処分、そして関与したと思おぼしきギマイン家の調査を行うと声明を出した。

　が、実際は公表する前に調査へと赴いていた。

　証拠を隠滅される恐れがあったため、リーベシルト国内で調査を行っていた白魔ま法ほう士しの賢けん聖せいに電報を送り、ギマイン家と周辺関係者の綿密な調査を行った。

　そして、その報告をするとトトリから呼び出されたが──

「……おぬし、妾わらわに何か言うべき言葉があるじゃろ？」

「うっす。すんませんっしたー」

「もっと悪びれんかっ！」

「はいはいごめんなさい。飴あめちゃんあげるから機嫌直してよ」

「いらんっ！　妾を子供扱いするでないわっ!!」

　飴を渡そうとしたら、ぺしーんと勢いよく投げ返されてしまった。もったいない。

「まったく……おぬしが啖たん呵かを切ったから調べさせたというのに、ギマインの奴やつらを叩たたいて出てきたのはしょーもない悪事ばかりじゃったぞ!!」

「しょーもないって……色々ヤバそうなのが出てきたじゃないか」

　聞いた話では、調査の結果は散々だったらしい。

　他国の官僚に対する賄賂、権威を振りかざした職権乱用などはかわいいもので、魔法具研究に使われる違法薬物の密輸、口封じとして行われた数々の計画殺人、他国と共謀して行った犯罪など、他にも叩けばいくらでも悪事が出るとのことだった。

　あまりにも酷ひどすぎて、白魔ま法ほう士しの賢けん聖せいが調査結果を持って議会に殴り込んだ挙句、国民にその悪行を独断で公表したほどである。そして現在、リーベシルトは大絶賛炎上中だ。

「はぁ……やっぱりおぬしを雇ったのは間違いだったか」

「そこは白魔法クラスが文字通り白だった、ってことで解決しない？」

「上う手まいこと言ったつもりか、たわけが。他の者たちには知られぬようにと言ったはずなのに、ミリムからはおぬしのことを聞いていないと怒られたではないか」

「いやミリムって誰だよ」

「毎日顔を突き合わせていたじゃろ。白魔法クラスの担任じゃ」

「あの人ってそんな本名あったの!?」

「マキシミンという名は、奴の家系で騎士を拝命した人間が代々名乗るものらしいぞ。しかも甲かつ冑ちゆう姿だから、毎回男と勘違いされるのが面白くてたまらないと笑っておったわ」

「なんであの人はちょいちょい歪ゆがんだ一面出してくるんだよ……」

　どこまでも歪んでいる担任の一面を垣かい間ま見みつつ、ユウマは溜ため息いきをつく。

「ま、事前に死人を出さなかった点については評価してやろうかの。件くだんのラウル・ギマインの部屋からは数々の証拠品が出たわけじゃしな」

　ラウルの部屋からはティアの樹じゆ帳ちようだけでなく、魔力干渉を及ぼす危険指定薬物、並びに多種多様の毒物が発見され、それらを用いて王女暗殺を決行する手て筈はずだったと公表された。

　しかし、ラウル自身はそれを否定することはできない。

「そういやラウルくんって元気してる？」

「あー、あれもダメじゃったな。口が利けるようになった後は『俺は何も悪くない』、『全てあの男が仕組んだことだ』と叫ぶばかりで会話にならん。完全に精神が壊れとる」

「うわぁ、何それ超かわいそう……」

「そんな状態にしたのはおぬしじゃろッ!?」

「俺はラウルくんに抵抗されたから、一時的に動けなくしただけなんだけどなぁ」

　肩を竦すくめ、素知らぬ顔で嘘うそ八百を並べ立てる。

　むしろ証拠となった樹じゆ帳ちようや、使うかもしれないと思って作っておいた毒物を部屋中に隠しまくったのはユウマなわけだが、その事実を語れる人間は自分しかいない。

　今やラウルは『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の加担者、王女暗殺未遂の罪人だ。

　そんな人間が何を語ったところで誰も耳を貸さないし、ユウマが陥れたという証拠は何一つとして残っていない。

　そうしてラウルは晴れて退学となり、罪人としてリーベシルトに送還された。

　ついでに、ラウルに加担してヘルミナとセオドールに対して陰湿な嫌がらせをしていた生徒三名も祖国へ強制送還という措置を受けた。

　名目は暗殺幇ほう助じよの疑いなので調査次第では無罪放免だろうが、腰巾着だったのなら家同士の繋つながりもあるだろうし、芋づる式に悪事がバレて家名と称号を剥はく奪だつされるだろう。

　なお、情報提供者は『強化』班所属のヴァンデルくんである。

　クラスメイトとの熱愛シーンについて尋ねたところ、ラウルたちの行動について色々と情報提供をしてくれたので大助かりだった。正直ちょっとスマンとは思ってる。

「ま、今回の件はトトリちゃんにとっても良い結果だろ」

「どの口がそれを言うかの……ッ!?」

「だって、トトリちゃんが一番信頼しているリーベシルトの人間を救ったじゃないか」

　そう告げると、トトリが驚いたように目を丸くする。

　その反応を見て、ユウマは歯を見せて笑った。

「あんたは俺の所属を決める時、自国のクラスではなく白魔法クラスを選んだ。俺っていう不確かな存在を見定めるため、最も信頼を置く人間がいる場に放り込んだってわけだ」

「ハッ……本当にニンジャという奴やつらは腹立たしいほどに聡さといのう」

　ユウマの言葉に興味を示したのか、トトリがにんまりと笑みを作る。

「たしかに妾わらわはリーベシルトという国の人間を最も信頼しておる。奴らは愚直だが忠義に厚く、道義に反することを良しとしない。ミリム……もといマキシミン・ステラリアという女傑は、その模範とも言うべき人間であったのでな」

「ニンジャに懐柔されないようにってか。それで結果はどうだった？」

「頭にゲンコツを食らった上に、こんこんと説教までされたのじゃ……ッ!!」

「いや、その結果は聞いてないんだけど」

　そのやり取りを聞いた感じだと、どうやらマキシミンに対しては本来の姿で接しているのだろう。それほどまでに信用を置く人物ということらしい。

「結果として利用されたが、奴は同情や憐あわれみによって一人の人間に肩入れせずに教員という線引きを守った。今後も忠節を尽くす魔ま法ほう士しが輩出されるのを期待しておるとも」

　まるで我が子を見守るように、長い時を生きてきた魔ま法ほう士しの一人として語る。

　その言葉に対して、ユウマも静かに頷うなずいた。

「そうだな。これからは頼りになる王女さまが国を正してくれるだろうしよ」

「ああ……おぬしが肩入れしていた娘っ子か」

　ユウマを見据えるように、トトリが金色の瞳を光らせる。

「貶おとしめられた国王は『母子を守るため、悪言に耐え続けた義人』として奉られ、排斥された王政派の者たちは権威を取り戻す。あの娘っ子は正式に第一王女として認知され、いずれ国を率いる立場となる──そうしてお前たちは、裏で彼の国を操ることができる」

　それは間違いではない。

　ティアに肩入れした理由は、境遇を憐あわれんで同情したわけではない。

　それが最善だと判断したからこそ、ユウマは手を貸した。

　それが──この世界におけるニンジャという存在意義だからだ。

「それに、おぬしの力を測れたという収穫もあった。当人を無意識の内に操り、意のままに動かして望む状況を作り出す術。そして──我々の魔法と異なる道を歩んだ術法じゃ」

　シャーリの白竜を一撃で倒した術法。

　かつてニンジャたちが戦場で猛威を振るった、魔法と似て非なる異能の力。

「『忍にん[image: ]とん術じゆつ法ぽう』──我らトラスモス呪術連邦を大敗させ、戦場にいた者たちを一人残らず屠ほふり上げた力を今一度見られたことが、妾わらわとしては一番の収穫だったと言えよう」

　くつくつと、喉を鳴らす音が宮殿内に響き渡る。

「やはり、おぬしを引き入れたのは英断だった。今回の件はともかく……おぬしは確実に生徒に紛まぎれ込んだ賊を見つけることができる。多少の寄り道くらいは許してやるとも」

　愉たのしげに笑いながら、トトリはパタパタと足を揺らす。

　その様子をしばらく眺めてから、ユウマは静かに目を伏せた。

「んじゃ、もっと俺が動きやすいようにしてくれない？」

「それはダメじゃ」

「ドケチ幼女かよッ!!」

「おぬしを自由にしたら何をするかわからんじゃろがっ!!　今回の『六法戦』でやったことだって、下手したらニンジャという正体がバレることに繋つながったんじゃからな!?」

「バレないように使っただろ!?　あんな長距離で使うとスゲーしんどいんだからな!?」

　ユウマが食って掛かったのが気に食わなかったのか、トトリがぷくりと頬ほおを膨らませる。

「もうよいわっ！　さっさと退室せよ、このバカちんがっ!!」

「へいへいどーもッ！　なんか見つけたら教えてやるから感謝しろロリババアッ!!」

「あと樹じゆ帳ちようはちゃんと持ち歩かんかっ！　次に手放したら首を刎はねるぞっ!!」

「手放したんじゃないですぅーっ！　必要だったから使っただけですぅーっ!!　そんなに首輪を嵌はめたいなら首輪型の樹帳でも作っておいてくださぁーいッ!!」

　売り言葉に買い言葉で返してから、ユウマは背を向けて『賢けん聖せいの間』を後にする。

　そしてわざとらしく音を立ててから、ユウマは深々と溜ため息いきをついた。

「あー、気づかれなくてよかった」

　肩をコキコキ鳴らしながら、ユウマはそう口にした。

　懐から樹帳を取り出してから、最後のページをぺらぺらとめくる。

　そこは本来、ユウマの言動が詳細に記録されるページ。

　しかし──そこには一切の記述が無い。

　どこまでも白紙のページが続くだけで、先ほどの会話も記録されていなかった。

　ティアに自身の樹帳を渡したのは、その身を守らせるためだけではない。

　樹帳を一時的に手放して──空白の時間を作るためだ。

「意外と複雑な仕組みしてやがったなぁ。当分バレないだろうけど、六魔法全部の魔法式がゴチャ混ぜだったせいで、機能の一部しかブッ壊せなかったし」

　学園の調査をティアに行わせている間、ユウマはひたすら樹帳の解析を行っていた。

　その中で最も厄介であったのが、言動を記録する機能だ。

　全てを記録されてしまっては、今後のために準備を行うことも難しくなる。

　だからこそ、ティアが眠った後に生徒用の樹帳と照らし合わせて解析を行って薬の材料を揃そろえた後、学園側に気取られないように空白の時間で調合を行った。

「まったく、妙なものを作りやがったもんだ」

　樹帳は単なる魔法具ではない。

　所有者の魔力を原動力として魔法式を作動させるところまでは魔法具と変わらないが、樹帳は所有者に危険が及ぶと障壁を張るという状況判断能力を持っている。

　それだけでなく、樹帳には体内に入った毒物に対して解毒を行う機能がある。学園に忍び込んだ際、魔ま法ほう士しに嗅がせた昏こん睡すい薬が解毒されたのも確認済みだ。

　だが、毒は時として薬にもなる。

　薬まで解毒してしまえば、樹帳を持つ人間には薬剤治療が効かなくなる。

　そこでティアの朝食に薬草の入ったサラダを出してみたが、樹帳は動作しなかった。

　その結果を見て──ユウマはある結論に至った。

「お前は、一体何者なんだ？」

　手元にある樹帳を指先で軽く弾はじく。

　魔法具は所詮道具でしかなく、危機的状況の判断や毒と薬の判別まではできない。

　だが──樹じゆ帳ちようが『生きている』としたら可能だ。

　生物であるなら命の危険が迫った際には先んじて障壁を張るという判断が可能となり、知識を持つなら体内に入った毒と薬を判別して解毒を行うことができる。

　そう仮定して、ユウマは『樹帳を騙だます』という方法を採った。

　魔法花の土壌で育った雑草に多くの毒を掛け合わせ、毒ではなく『治療薬』として調合し、樹帳の認識を騙すことで機能の一部を奪うことに成功した。

　だが、それによって仮定が事実に変わってしまった。

「本当に……色々と興味深いことをしているところだよ」

　ぼんやりと空を見上げ、古城にそびえる六種の尖せん塔とうを眺める。

　この神樹を用いて、本来は何が行われているのかわからない。

　そして、『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』と呼ばれる存在の正体も判明していない。

　それでもユウマがやることは何一つとして変わらない。

　自分が為なすべきことを果たせばいい──

「────ユウマ」

　不意に名前を呼ばれ、ユウマは声がした方向に顔を向ける。

「あれ、なんでティアがいるんだ？　まだ授業中のはずだろ？」

「マキシミン先生から、あなたがイースト学園長に呼ばれたって聞いたのよ。例外生は定期的にクラス移動をするし、呼び出しもその件だから荷物を渡しに行ったらどうかって」

　そう言って、ティアは肩に掛けたユウマの鞄かばんを見せる。

「別に今すぐ移動って話はなかったし、急ぐ必要はなかったぞ？」

「……別に、急いで渡しに来たわけじゃないわよ」

「いや、なんか顔が赤いから走って取りに行ったのかと」

　ティアの頬ほおがほんのり赤く染まっているのを指摘すると、その頬がますます赤くなる。

「……せっかくだから、王子様に別れの挨拶をして来いってみんなから言われたのよ」

「…………王子様？」

　そっぽを向きながら、ティアがそんな言葉を口にする。

「あなたが初日にお嫁さんになってくれとか言った上にっ！　ギマイン家の悪事を暴いて王家を救ったからっ！　私にとっての王子様だってクラス全員に言われたのよっ!!」

　ティアが顔を真っ赤にしながら叫んだ瞬間、ぽふんと頭に猫耳が生えた。

　その様子を見て、ユウマは目を丸くする。

「もしかして……ティアさん、めっちゃ恥ずかしがってる？」

「当たり前でしょうっ！　クラスメイトたちから盛大に祝福された上に、ヘルミナたちからは『式場の護衛はお任せください』とか言われて見送られてきたのよっっ!!」

「あー、そういやセオドールが今日復帰したって聞いたなー。やっぱり魔法学園の魔法具技術ってスゲーよな。治療魔具とかの設備も充実していたおかげで──」

「話を逸そらさないっ！」

　耳と尻尾を立てながら、ティアがびしりと指を突き付けてくる。猫耳と尻尾のせいで全く迫力がないのが哀れだ。

「そっかぁーッ！　ティアにゃんは主人と離れるのが寂しいのか[image: ][image: ]っ!!」

「ティアにゃん言うなっ！　あと頭を撫なでるんじゃないッッ!!」

　ティアの頭を乱暴に撫で回してから、ユウマは笑みを浮かべる。

「これからも頑張れよ、王女さま」

　自分が手を貸したことで、救うことができた少女に向けて告げる。

　そして、ユウマの笑顔を見てティアは呆ほうけた表情を浮かべる。

「なんだか……あなたが笑ったところ、初めて見た気がするわ」

「何言ってんだ、俺はいつでもアホみたいに笑ってただろ？」

「そうね、よく考えたらアホ丸出しで笑ってたわ」

「そこまで言われるほどだったかッ!?」

　普段通りのやり取りに戻り、ティアがくすくすと笑みを漏らす。

　そして、表情を改めてから向き直る。

「ともかく、あなたも頑張りなさいよ。私の犬なんだから粗相は許さないわ」

「あ、俺の犬扱いは継続なんすね」

「そっちは私を猫扱いしてるんだからお互いさまよ。犬扱いがイヤなら──」

　踵きびすを返し、言葉を切ってから──




「──私をお嫁さんにするしか、方法なんてないわよ？」




　花が咲くような、綺き麗れいな笑顔と共に告げた。

　思わぬ言葉にユウマが呆ぼう然ぜんとしていると、ティアは背を向けて足早に去っていく。

　しばらく、その場に立ち尽くしながら言葉の意味を考えていた。

「なんつーか……人ってのは変わるなぁ」

　頬ほおを掻かきながら、立ち去って行くティアの背中を見送る。

　そして渡された鞄かばんを担いでから、のんびりと背筋を伸ばす。

「さーて、次のクラスはどこかねぇ……。というか、トトリちゃんも呼び出したなら次の行先くらい伝えてくれたらよかったのに」

　一応、白魔法クラスに『大たい罪ざい法ほう術じゆつ』の容疑者はいなかった。

　となれば、近々別の魔法クラスに移動することになるだろう。

　先ほど煽あおりまくった手前、再び聞きに行くのは癪しやくだが──

「…………まぁ、おとなしくするって決めたしな」

　仕方なく、陰鬱な気持ちで『賢けん聖せいの間』へ戻ることにした。幼女の相手メンドイ。

　そのために、ユウマが踵きびすを返そうとした時だった。

　ひらり──と鞄かばんの中から一枚の紙切れが舞い落ちる。

「…………なんだ？」

　見覚えのない紙切れが出てきたことで、訝いぶかしみながらそれを手に取ろうとし──

　そして、動きを止めた。




　その紙切れに描かれた──歪いびつな星型の中で燃え上がる炎柱を見ながら。





●あとがき




　ニンジャっていいよね。

　相手を騙だますし、罠わなに掛けるし、卑ひ怯きようなことだってしちゃう。

　私も格ゲーで容赦なくハメ技使ったり、ＦＰＳでスナイパー持ってキャンプします。

　そしてハメ技を返されて「それ卑怯だからっ！」って自分を棚に上げ、キャンプしてたら正確に打ち抜かれて「なんでァァァアアッッ!?」って叫ぶのが私です。

　そう、藤ふじ木きわしろでございます。




　ということで、今作『白魔法クラスの大忍術師』はニンジャ×魔法学園ですッ!!

　この企画は「学園モノを書きたい」というものからスタートしました。

　六種類の魔法があって、それがクラスごとに分かれている……までの構想はあったのですが、もう一つ何かないかと思って加わったのがニンジャです。

　うん、ニンジャ。

　忍者ではなく、ＮＩＮＪＡでもなく、ニンジャ。

　あるいはそれらを全てまとめた形がニンジャ。

　ニンジャって世間的には卑怯だの汚いだのって印象ですが、私は大好きです。

　功績が表に出ることはないのに命懸けで主君のために尽くしたり、目的のために手段を選ばないっていう選択は、並大抵の覚悟ではできません。

　そんな私の憧れるニンジャが、魔法学園という舞台で異物として混ざり、その中でどうやって活躍してくれるのかを見たかったのです。

　はいウソです。本当は「魔法と忍法って似てないっすか!?　ウヒョォーッ!!」ってノリで編集に渡したら、まさかのゴーサインが出てしまったというオチです。

　これ以上語るとボロが出るので、強制的に謝辞へ移りますッ！




　担当様。今回も根気よく付き合っていただきありがとうございます。今だから言いますが、原稿を褒められる度に「何か、絶対に裏がある……ッ」って陰謀論ごっこしてました。

　イラスト担当の紅べに緒お様。イラストが届く度に一人で盛り上がって小躍りしておりました。あと「面白かった」って編集から聞いた時は泣きそうでした。ありがとうございます。

　そして出版に携わっていただいた方、本作を手に取った読者の皆様に最大の感謝を。





藤木わしろ
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